


多様な水利用と地域環境との調和を目指して

1 . 地域の ｢ 水+

水辺を利用した快適景観 の形成

( ｢ 新湖北地区+ 本文p .3 7)

水 のみち

( ｢ 三 島中部地 区+ 本文p .4 7)

防災機能の付加

( ｢ 新湖北地区+ 本文p .3 7)

源兵衛川の清掃 に地元住 民が協力参加

(｢ 三 島中部地区+ 本文p .4 7)



2 . 資源と して の ｢ 水+

～ 中小離島における新たな水資源開発(本文p .5 2) ～

～ 進む地 下 ダム建設事業(本文p .6 7) ～

世界 最大の宮古地下ダム

(止水壁) の 建設状況



3 . 環境と ｢ 水+

～ 水辺環境整備の 取り組み(水環境整備事業｢ 軽部地区+ の 事例本文p .8 0) ～

歴史文化ゾ ー ンにおける

自然石を乱積みした小せ せらぎ水路

親水ゾ
ー ンにおける

新鉄平石を用い た績傾斜護岸水路

生活文化ゾ ー ンにおける

バリエ
ー

ションを持たせ たせ せ らぎ水路



～ ビオトープに関する取り組み ～

施工 前

曝 気を目的とした噴水の設置

( 泉地区 本 文p .1 0 6)

施工 後

生態系 に配慮した自然水路護岸 の 環境変化( 本文p .1 06)

観察会｢ ビオト ー プ っ てな
一 に+

(泉地区 本文p .1 0 6)
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< 新規会員と報文投稿 の募集 >

1
. 農業土木技術研究会の 変遷

本研究会は, 全国の農業土木技術者 の自主的な研究会 で す ｡ 本研究会 の歴史 は古く, 昭和2 8 年

の ｢ コ ン ク リ ー トダ ム研究会+ の 発足以来, 事業の展開方向 に即 し て変遷して きま したが, い ず

れ の時代 に お い て も会誌や研修会を通 じ て , 事業地 区の計画 ･ 設計 ･ 施工事例や技術的検討内容

な どに つ い て の 会員間の情報交換を図り, 技術力 の 向上 に資す る こ と を目的 と して継承 さ れ て

きま した｡

農業土木技術研究会 の変遷

昭和2 8 年

昭和3 1 年

昭和3 6 年

昭和4 5 年

｢ コ ン ク リ ー トダム研究会+ の発足

会誌 ｢ コ ン ク リ ー トダム+ の発刊

フ ィ ル ダ ム を含めて ｢ ダム研究会+ に拡大

会誌 ｢ 土 と コ ン ク リ ー ト+ に変更

｢ 水路研究会+ の発足

会誌 ｢ 水路+ の発刊

両研究会の合併

｢ 農業土木技術研究会+ の発足

会誌 ｢ 水 と土+ の発刊 現在に 至 る

2
. 会誌 ｢ 水と土+ の 発行

｢ 水 と土+ は , 職員自らの 手で行う と い う観点 か ら, 農林水産省構造改善局設計課 に編集事務

局を置き, 地方農政局や都道府県の協力 を得て , 事業地区か ら報文 の投稿を お 願 い して い ます ｡

年間 4 回 の ｢ 水と 土+ を会員 の皆様 に お 届けして い ます ｡

3
. ア ン ケ ー トの お 願 い

会員 の皆様の 意見や要望を取り入れ て , より良い ｢ 水と 土+ と な る よう, 会員 の皆様 ヘ ア ン ケ

ー トを お願 い して い ます｡ 皆様の 率直な意見を是非 お寄せ 下さ い
｡

ア ン ケ ー トの 方法
､

(》調査票

別紙 に質問事項 と調査票が付 い て い ます｡ 調査票 に は F A X 送信用 と郵便 ハ ガ キ が あ

ります の で , どちら か を選 ん で 下さ い ｡
ハ ガ キ で の 回答の場合 は 恐縮で すが5 0 円切手を

貼 っ て下さ い ｡

②調査票の記入

質問事項 つ い て該当す る もの に ○を, ア ン ダ ー ライ ン 部分を回答す る場合 は, 具体的

内容を記入 し て下さ い ｡ そ の他の意見 の欄に は自由な意見を記入 して 下さ い ｡

③調査回答期限

平成1 0 年1 1 月末日ま で に お送り下さ い ｡

一 9 - 水 と 土 第 113 号 19 9 8



4 . 会員の募集

水と 土 の発行 は皆様の 年会費■に よ っ て ま か なわ れ て い ます ｡ 今後 と も事業地区の技術情報の

交流を図 る た め に は会員 の確保 が 重要 と な っ て い ます ｡ 会員の 皆様 に は職場 の 同僚の 方々 に 農

業土木技術研究会の成り立 ちや ｢ 水と土+ を P R して い ただき , 会員の勧誘を お願 い い た しま

す｡ 年会費 は2
,
3 00 円 で す｡

入会の手続き は, 研究会 へ 直接又 は各職場の連絡員 に会費を添えて 申し込 ん で下さ い ｡ 申し込

み様式は任意 で すが, 以下を参考 に所属, 氏名を明記した もの と して下さ い
｡

編集事務局 と して は , 今回実施す る ア ン
_
ケ ー ト調査 をも と に,

"

読 ん で み たく なる ｢ 水と 土+
' '

の発行 に努力して参ります｡

入会申込書

平成 年 月 日

私は農業土木技術研究会 に 入会します ｡

氏名 :

所属 :

5 . 報文投稿 の募集

｢ 水と 土+ は会員の皆様 か ら の報文投稿 に よ っ て支えられ て い ます｡ 報文は 以下の よう に様々

な テ ー マ が考えられ ま す の で , こ れ を参考 に皆様 が担当 さ れ て い る事業地区の状況 を報文 に ま

と め て投稿 い たおくよう お願 い い た し ま す ｡ 併せ て 別添の投稿規定も参照して 下さ い
｡

① 事業地区の段階は , 企画, 調査, 計画, 設計, 施工 , 管理 に分けられ る の で , 構造物

の施工 の 有無に 関わらず,
コ ス ト縮減, 創意 工夫, 新技術導入 , 環境配慮な どの視点 か

ら取りま と め た報文

画 ダム , ト ン ネ ル
, 橋梁, 揚排水機場等の 大規模 工事や長期に わた る債務負担行為 工事

等 に つ い て ,

‾
儲査 , 計画, 設計, 施工 の各段階での検討や実績を取りま と め た報文

③ 農業工学研究所や 県試験場など へ の依頼研究の 成果 に つ い て取りま と めた報文 (研究

依頼先 と の連名 に よ る)

④ 土地改良技術事務所, 調査管理事務所が対応して い る技術検討や現場支援業務 に つ い

て取りまと め た報文 (当該機関と の連名 に よ る)

⑤ 海外派遣 か ら帰任した職員の 派遣先 で の プ ロ ジ ェ ク ト等に つ い て技術的見地 か ら取り

ま と めた報文

⑥ 建設会社,
コ ン サ ル タシト等の会員 に お い て , 普及性の ある事例や技術検討に つ い て

取りま と め た報文 ･

以上 , 会員 の皆様 に は,
い ろ い ろ と お 願 い をしま したが , 全国の 農業土木技術者の 自主的な研

究会 で あ る農業土木技術研究会が将来 に わた っ て発展し て い く こ とを目指し て , 編集事務局もが

ん ば っ て い きた い と考 えて い ます｡ 皆様の ご理解と ご協力をお願 い い た します ｡
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｢ 水 と土+ ア ン ケ
ー

ト質問事項

1 . 基本事項

1 - 1
. ｢ 水 と 土+ の発行回数 ( 4 回/ 年) は,

( A
. 多 い

, B
. 適 当, C

. 少 な い , D . 特 に意見 が な い)

1 - 2
. 掲 載報文 の数 ( 7 ～ 8 報文) は,

( A
. 多 い , B

. 適 当, C
. 少な い

, D
. 特 に 意見 が な い)

1 -- 3 . 会誌 の ペ ー ジ数 (9 0 ～ 10 0 ペ ー ジ程度) は,

( A
. 多 い

, B
. 適 当, C

. 少 な い
, D

. 特 に 意見が な い)

1 - 4
. 会誌 の サ イ ズ ( B 5 版) は,

( A
. 妥当, B

. A 4 版 に す る べ き, C . そ の他

2
. 会誌 の活用状況

2 - 1
. あ なた は, ｢ 水 と 土+ を

( A
.

よ く 読 ん で い る, B
.

た ま に読 ん で い る, C . あ ま り読 ん で い な い)

2 - 2
. 上 記間で C

. ( あま り読 ん で い な い) と 回答 した 方 は, そ の 理 由 をお 答 え下 さ い ｡

( A . 有益 で な い , B
. 難 し い

, C
. 読 む暇 が な い , D

. その 他 )

2 - 3
. あな た が ｢水 と土+ で 興味あ る報文 の 内容 は どの よ う な も の で す か (複数回答可)

( A
. 施工 事例, B

. 設計事例, C
. 計画事例, D

. 研究報文, E
.

そ の 他

2 - 4
.

あ な た が ｢水 と土+ で 興味ある 報文の 分野 は どの よ うな もの で す か (複数回答可)

( A
･

ダム , B
.

か んが い 排水, C
. 農地開発, D

. 圃場整備, E
. 農地保全, F

. 防災,

G
. 農 道, H

､ 農村整備, Ⅰ
. 水環境, J . そ の 他

2 - 5 + あな た は ｢水 と 土+ を どの よう に活用 し て い ま すか (複数回答可)

( A
. 知識 ･ 技術向上, B . 担 当業務 の 参考, C

. 研究 の 参考, D
. その 他

3
. 会誌 の 内容 に対 す る意見

3 - 1
.･ 会誌 の構成 は

( A
. 適 当, B

. 特 に 意見 な し, C
. 不適当

* 現在 の 構成 に つ い て は, 参考資料を参照 し て下 さ い ｡

* 不適当の 場合, 改善意見 を記入 願 い ま す｡

3 - 2
. 特集号 の テ ー マ は

( A
. 適当, B

. 特 に意見 な し, C
. 不適当

* 過去10 年間の 特集号 テ
ー

マ は, 参考資料を参照 し て下 さ い ｡

* 不適当の 場合, 改善意見 を記 入願 い ま す｡
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3 - 3 特集号 の 内容 は

( A
.

適 当, B
. 特 に 意見 な し, C . 不適当

* 不適当の 場合, 改善意見 を記入願 い ま す
｡

3 - 4
.

一

般号 の 内容 は

( A . 適 当, B . 特 に意見 な し, C . 不 適当

* 不適当の 場合, 改善意見 を記 入 願 い ま す｡

4 ニ
ー

そ の 他 の意見

そ の他会誌 ｢水 と土+ に 関する 意見 を 自由 に お 聞か せ 下 さ い ｡

< 参考資料 >

1
. 会誌 の 構成

① 表紙 : 会貞 か ら募集 した写真 を 中心 に掲載

(参 グ ラ ビ ア : 報文内容 を説明す る写真掲載 ( カ ラ ー 2 ペ ー ジ)

③ 目次 : 1 ペ ー ジ

④ 報文内容紹介 : 投稿表 の 報文概要 を掲載 ( 8 題/ 1 ペ ー ジ)

(参 巻頭文 : 1 ～ 2 ペ ー ジ

⑥ 報文 : 7 ～ 8 課題程度 (1 0 ペ ー ジ程度/ 1 課題)

(診 連絡事項 : 投稿規定, 会告, 入 会手引 き, 写真募集等

2
. 特集号 の テ ー マ ( 過去1 0 年間)

19 88 年 特集 ｢地す べ り 防止対策+

19 89 年 特集 ｢ 土 地改良事業の 設計 ･ 施 エ の創意 工 夫+

19 9 0 年 20 周年特集号

1 9 90 年 特集

19 91 年 特集

19 92 年 特集

19 93 年 特集

19 94 年 特集

19 9 5 年 特集

19 9 6 年 特集

1 9 9 7 年 特集

｢豊 か で 潤 い の あ る生活 をめ ざす土 地改良+

｢ 地球 に や さ しい 土地改良技術+

｢道一畳 か さ と優 し さ を 求 め て- +

｢ 土地改良施設の 維持管 理+

｢ ダム の 設計 と施 工+

｢2 1 世紀 に 向 けた 農業土木の 計画設計技術 の 展開方向+

｢ 防災一災害 に 強 い 農業 ･ 農村 を め ざ して - +

｢ 新技術 の積極的導入+
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ア ン ケ ー ト 回答票

｢ 水 と土+ ア ン ケ ー ト調査票 ( F A X 送信用)

宛先 : 農業土木技術研究会事務局 行

( 担当 水 口
､ 原澤)

F A X 番号 : 0 3-3 578 -7 176

所 属

氏 名 役 職 l 年 齢l
質 問

1 -1 A . B . C . D .

1 -2 A . B . C . D
.

1 -3 A . B . C . D .

1 -4 A . B . C ･ l
2 -1 A . B

. C .

2 -2 A . B . C . - D ,

2 -3 A . B . C . D . E .

2 -4 A . B . C . D . E ･ F ･ l G ･ l H
･

Ⅰ. J .

2-5 A . B . C . D .

3-1 A . B . C .

3-2 A . B . C .

3-3 A . B . C .

3-4 A . B . C .

4
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水 と土 第1 1 3 号 報文内容紹介

基 幹水 利施 設更 新 支援対 策 に つ い て

一 地 域用 水機 能 の 増進 を通 じた

農 彙水 利施 設 の 保全 対策
一

室本 隆司

これま で , 農業水利施 設さ草葉落共同管理 を中心 と し適切 に

維持 されて きた
｡

し か し
, 構造 政策の 進展等 に伴 う担 い 手農

家 へ の 負担の 集中 に よ り
, 集落 共同体 は崩壊 しつ つ あ る

｡
そ

こで , 農業用水が 有す る地域 用水 機能 に焦点 を当て
, 農業水

利 施設 の 保全の た め の地域 に お け る新た な支援体制 を構 築す

る こ と を目的 と し, 基幹 水利施設更新支援対策を平成10 年 に

創設｡
そ の概 要に つ い て 報告す る

｡

(水 と土 第1 ユ3 号 19 98 P . 23 企 ･

計)

国営 ｢ 新 潮北 地区+ に おけ る地域 用 水機 能

増進 の 取組 み

吉 田 光 広 ･ 西 澤 朗

平成10 年度 に農業水利施設 の 更新事業と して ｢農業 用水再
編 対策事業 (地域用水機能増 進型)+ と

,
こ れ を支援 す る ｢ 地

域 用水 機能増進事業+ が創設 さ れ た
｡

本報 文 は ,
これ らの事業 を先馬区的 に取 り組 ん だ ｢ 新潮 北地

区+ を事例 と し て
, 地域用水機能 の増進 に つ い て の 考 え方 を

紹介す る もの で ある
｡

( 水 と土 第11 3 号 19 98 P .
3 7 企 ･ 計)

中小 離 島 に お け る新 た な水 資源 開発 手 法

- ｢ 伊 是名 地区+ に お け る農 業用 水開 発計 画 一

谷 口 宏文 ･ 清 水 洋 } ･ 三 島 勉

沖縄 にお ける中小離島地域 は
, 河川が 発達 しない な ど水源

開発に 不利 な条件下 に ある ｡ 一方,
この よう な地域 で は , 農

業が 地域 の産業として 重要な位置 を占め て お り ,
農業用水源

開発 に対 する ニ ー

ズは 高し1
｡ 本報文 で は

,
国営｢伊是名地 区+

の 事業計画 を通 して
, 中小離島 に お ける水源 開発の 課題 と そ

の 対応策 と して の ｢ ネ ッ ト ワ ー

ク型水源 開発+ ,
｢一部地表貯

水型地下 ダム+ と い っ た 新たな計画手法 を紹介 する
｡

( 水 と土 第113 号 19 98 P .
5 2 企 ･ 計)

地 下ダ ム 貯 留水 の 取水 と その 効果
一

世 界最大 の 宮古地下 ダム の 場合 一

宮崎 良 ･ 仲 間 雄
一

･ 石 田 聡

世界 に類 をみ ない 大規模地下 ダム事業 の概 要及び施工 方法
の 紹介 を行 い

, 地 下ダム の 全体像 を理解 して もらう｡ 又 , 地

下 ダム の技術 的課題 として は止水壁 が注 目を集めて い るが
,

その 他 に留め た地下水 を効率的 に揚水す る ため の 取水施設 の

配置 ･ 構造 ･ 管理 も重 要な課題 で あり
,

これ を爵介す る
｡ 併

せ て
,

H 5 年 よ り
一

部 供用を開始 し た地下 ダム の か ん が い 水

の 効果 に つ い て実例 を通 して 紹介 し , 事業 の有 用性 を示 した

い
｡

(水 と土 第1 13 号 19 98 P
.
6 7 設 ･ 施)

地 域用 水 の 実態把握 と計 画

有田 博之

農林水産技術会議の プ ロ ジェ ク ト研究 ｢他目的水利用 (平

成 9 ～ 1 2) + で
,

地域 用水の 機能 の解明及 び, 地域 用水の 定量

化手法, 管理 方式の 開発を行 っ て い る
｡ 筆者は

,
この プ ロ ジ

ェ ク ト研究 の推進リーダ ー をつ と め て い る が
, 現場 の 協力が

支え と なっ て い る ｡
こうした こ とか ら

, 本研究の 目的, 構成
の概 要 を述 べ る と共 に

,
平成 9 年度の 成果 をか い つ まん で 紹

介 し , 今後の 支援をお願 い した い
｡

( 水 ヒ土 第11 3 号 19 9 8 P
.
3 0 企 ･ 計)

地域 用 水事例 紹 介 静 岡県 三 島 中部地 区

依田 隆夫

静 岡県三 島中部地区 は
, 景観

･

親水壊能,
生 活用水磯能,

水質浄化機能
,

生 態系保 全機能な ど の ｢ 地域用水機能+ の 増

進を県営水環境整備事業に よ っ て整備 し た地 区で あ る
■

｡ 従前

か ら農業用水 と地域 用水 が 有機的 に結 びつ い て お り
,

その 背

景 は事業化 しや すい 条件 が 存在 して い た こ と もある が
,

地域

住民 と企 業及 び官側が タイ ア ッ プ して機 運を盛 り上 げ
,

当面

の 管理体制 に グラ ウ ン ドワ ー

ク を取 り入 れた こ とが特徴で あ

る
｡

(水 と土 第11 3 号 19 98 P
､
4 7 設 ･ 施)

持 続的 な農 葉 の 確立 に 向 け て

一 国 営別海 地 区 一

昔田 一 夫 ･ 大久 保 純
一

･ 佐藤 修児

北海道東部 に位置 する 別海町 は
,

日本 を代表 する 酪農地帯

として 発展 し てき た が
, 急速な規模拡大 に伴う窒 素等の 物質

循環 に不均衡 を生 じ
,

農業経常 の悪化 や地 域の 河Jtt ･ 湖沼等

の 水質 へ の影響 も懸念され て い る ｡

平成 9 年度 に 『国営環境保全型 か ん が い 排水事業』 が創設

され , 『別海地 区』が 第 1 号地 区と し て , 現在 , 着工 に向 け全

体 実施設計 を進 め て お り
, 地区で の 取組 内容及 び事 業概要等

に つ い て報告 する ｡

(水と土 11 3 号 19 9 8 P
.
5 9 企

･

計)

農 村 地域 に お ける 水質 改善施 設 の 概要

吉 永 育生 ･ 高橋 慣 二 ･ 白谷 栄作

農村地域 に お け る水質 改善施設 に つ い て全 国的なア ン ケー
ト調査 を行 っ た

｡
水質改善施設総数 は8 0 件を数え

,
うち3 0 件

の 施設 が倶 用 され て い る
｡ 対象水域 に お ける 水質汚濁要因 の

主 な の は 生活排 水, 続 い て 農地排水, 畜産 排水 で ある ｡ 水質

改善手法 として 水路 を対象 に し た施設 で は 接触 酸化法,
た め

池等 を対象に した ノ施設で は水生植物 の適用例 が 多か っ た ｡

(水と土 11 3 号 19 9 8 P
.
7 5 企

･

計)
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水 に 関 す る新 たな取 り組 み

一 水 環境 整備 ｢ 軽 辺地 区+ の 事例 一

遠 藤 勝 志 ･ 千葉 胤之 ･ 三 浦 元康

県営水環境 整備事業 ｢ 軽辺地 区+ に か か る軽辺川 は
,

農業

用水路 として の 役割 を持 つ と共 に , 長 い 間地域住民 の生活 に

溶 け込み , 環境
･

景観 の一部 と して なくて は なら ない 存在 と

な っ て い る ｡

そ こで
, 軽辺川 に ま つ わ る歴史的背景 と水環境整備事 業で

の整 備内容,
更 に は今後の 問題 点に つ い て 紹介 する もの ｡

(水 と 土 第113 号 19 98 P
.
80 企 ･

計)

犬 山に 来 れば
, 豊 か な自然 に 会 え る

- そ んな事 業 をめ ざして

服 部 芳 之 ･ 村上 和 男

農村地域 に位置 する 自然は 豊か な生活環境

な場所 とな っ て い る ｡ 本 地区で は , そ の様 な

る限 り保全 ある い は 回復 して い く と とも に
,

あう=場と し て整備 して い くもの で ある ｡

( 水 と土 第11 3 号 19 9 8

切

き

れ

)

大

で
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計
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す

墳

然

企

出

環

自

7

創

然

が

9

を

白

人

㌣

生態 系 に 配慮 した自然 石護 岸排 水 路の 環 境変 化

山 田 雅 彦 ･ 寺本 信 幸 ･ 長谷 川 昇司

農村を流れ る排水路 の整備 は
, 河川法の 改正 を受 けて

,
生

物 の 生息環境 を考慮した手法 が , より強く求 められ る ｡ その

ため
,

この ような排水路 に お け る具体的 なデ
ー タ の積 み上 げ

が 必要 にな る
｡

本報告 で は , 自然石 を護岸 に 用 い た 排水路 に お い て
,

生物

的な側面 (整備前後 の 魚類 の 生息など) と排水路機能 的な側

面 ( 排水路断面 の経 年変化な ど) か ら調査 を行 い
, 基礎 的知

見を得た
｡

( 水 と土 第113 号 19 98 P
.
86 設

･

施)

たくさ んの 野生生 物 との 共存を目 指 して

一 県 営自然 環境 保 全整備 ( ビ オ ト ー プ) 事業

｢ 泉地 区+ の 場 合 -
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【巻 頭 文】

こ の 国 の 水利の か た ちV e r
. ⅠⅠ

中 澤 明
*

(A k ir a N A K A Z A W A )

1
. は じ め に

農業水利関係者 に と っ て長年 の 懸案 で あ っ た 地域用水関係 の 制度が , 平成1 0 年度予算 に お い て新 た に 認

め られ た ｡ 要求 に 当た っ て は, 文字通 り課員全員 で取 り組 み, そ の よ う な 議論 の 中か ら
, 今後 の 農業水利

行政 を み る
一

つ の 視点 と し て, 政司馬遼太郎 が 亡 く な る ま で 書 き続 けた エ ッ セ イ ｢ こ の 国の か た ち+ を思

わ せ る上 記 の 表題が 浮 か び上 が っ て き た
｡ 筆者 も こ の

一

連 の 議論 に 参加す る こ とが 出来 た の で , 個人的見

解 と し て, こ の 表題 に 関連 して 数点述 べ て み た い
｡

こ の 新規制度 の 詳細 に つ い て は, 本誌 の 室本氏 の 報文

で 紹介 さ れ て い る｡

2 . 転換点 に 立 つ 農業水利

2 0世紀 も 余 す と こ ろ 二 年｡ 米 ソ の 二 局構造 の 崩壊 に よ り, 今 ま さ に 世界 は世紀末 と称 して も い い よ う

な
, 先行 き不透明 な混迷 の 時代 に 入 っ て い る｡ 世界的 な 同時金融恐慌 の 不安 に 代表さ れ る ボ ー ダ ー レ ス エ

コ ノ ミ ー

の 中 で
, 国内 に あ っ て は, 金融再編, 省庁再編, 地方分権 の あり 方な ど

, 来 る べ き21 世紀 に 向 け

て, 我 が 国経済社会 の 方向が 根源的 に 厳 しく 問わ れ て い る ｡ そ の 中 で 農業 と農村 も例外 で は な く, 今後 の

方向性 を国民 に 示 す べ く, 新た な農業基本法 に つ い て議論 が積 み重 ね られ て い る｡ 農業水利行政 に つ い て

も
, 平成 6 年 の 大干 ば つ に代表 さ れ る 近年 の頻発す る干ば つ 状況 に お い て , 潅漑施設の 整備 に よ り安定的

な生産 が 確保 さ れ た と して 賞賛 の声 が あ る
一

方
,
所期 の 効果 が 十分 に 発現 し て い な い な どと して 新聞 や テ

レ ビな ど を通 じた 手厳 し い 批判が な さ れ て も い る ｡ 筆者 と し て は, 農業水利 を め ぐ る今 日 の 状況 は, 21 世

紀 に 向 けた 単 な る 時間的な 転換点 と い う こ と の み な ら ず, 農業水利行政 に と っ て 大 き な 質的 な転換点 に あ

る の で は な い か と 思 っ て い る ｡

3 . 2 0 世 紀 は ｢ 潅漑の 世 紀+ - 22 兆 円 の 農業水利資産 一

後世 の 歴史家 は こ の20 世紀 を どの よ う に 評 す る の で あ ろ う か
｡ 米 ソ の 二 局構造 の確立 と崩壊 の 世紀, 近

代科学技術 の 繁栄 と そ の か げ りの 見 え て き た世紀 , 不確実性 の 増大 と情報化の 世紀 , 爆発的 な世界人 口 増

大 の 世紀, 等々
｡ その 中で筆者 と して は｢2 0世紀 は潅漑の 世紀 で あ っ た+

1 )と 呼ばれ て い る こ と に 着目 し た

い
｡

潅漑 の 歴史 の 記録 と し て は 最古 の
一

つ と され る,
エ ジプ ト先 王 朝時代末 の

, ｢ 潅漑水路 を切 り落 と す 式典

に 臨 む ス コ ル ピ オ ン 王 ( B C 31 0 0 ～ 3
､
0 5 0) の 図柄+ に も 示 され る よ う に , 潅漑 の 歴史 は 人類 の 生存 の 歴史 そ

の も の で 古く て長 い
｡ そ の 中で , 我 々 が 生 き て い る20 世紀 は, 潅漑面積 の 増大 と い う点か ら見 て 際だ っ た

世紀 と な っ て い る ｡ 今世紀 の 最初 の 半世紀 で, 世界 の 潅漑面積 は9
,
4 00 万h a と倍増 した

｡ 今世紀 の 後半 に お

い て は
,

そ の 増加 ペ ー ス は 一

段 と加速 し, 現在 の潅漑面積 は そ の2 . 5 倍の 約 2 億5
,
0 0 0 万h a に 達 して い る

｡

ま さ に ｢ 潅漑 の 世紀+ と呼 ぶ に ふ さわ し い
｡

我が 国 に お い て も, 昭和10 年代 以 降 の ダム 技術 の 進展 に よ り, 物理 的 に 水資源 の 利用可能量 を増大す る

*

構造改善局 建設 部水利課長
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こ と が可能 と な っ た
｡

こ れ を 契機 に , 後述す る江戸時代 の ｢大開墾期+ の 終わ り か ら約20 0 年間続 い た
, 河

川自流水 を過剰 な ま で に 利用 し尽く し不安定 で慢性的な 水不足 で あ っ た 状況 が 打破 さ れ
, 自流水利権 と ダ

ム 乗 り水利権 の併存 が 可能 と な っ た
｡

こ の こ と は, 長 い 潅漑 の歴史 に 照 ら し, ま さ に コ ペ ル ニ ク ス 的 な大

転換 で あ っ た
｡

そ の 結果, 昭和1 0 年以降, 特 に戦後 の 食糧増産時代 か ら現在 ま で に, 直轄事業 を中心 に 造

成 さ れ た 水利資産 は, 約22 兆円 (平成 7 年度時点 の 再建設費 ベ ー ス) に 達 し て い る｡

4
. 我 々 は か つ て の ｢ 大 開墾期+ の 終期 と 同 様 な 地 点 に立 っ て い る ｡

こ の よ う な状況 を我が 国の 潅漑 の 歴史 に 照 ら し どう捉 え る の か ｡ 戦国時代 か ら江戸時代 の初期 に か け て

展開 さ れ た 農地 の 開発状況 は, ｢ 大開墾期+ と も称 さ れ る ほ どの も の で あ っ た
｡ 停滞 して い た 中世 を打 ち破

っ た 民衆 の 解放 さ れ た エ ネ ル ギ ー

, 戦国大名や 近世大名 に よ る 旺 盛 な る領国経営意欲 , 鉄砲 の伝来 に 象徴

さ れ る 西洋技術 の 導入 な ど に 支 え ら れ て, 河川中下流部 の 新 田 開発が 急速 に 進展 した ｡ 特 に16 世紀末か ら

享保年間頃 ま で の わ ずか13 0 年間 に お い て, 農地面積 は約20 0 万h a か ら約30 0 万h a に 拡大 し, 江戸時代 の 農地

面積 の 外延的拡大 の 約 3 / 4 が こ の 期間 に 達成 さ れ て い る
｡

こ れ に 伴 い 人 口 は,
1

,
20 0 万人 か ら3

,
2 0 0 万人 に

増大 して お り, ほ ぼ こ の 間 に 明治期 の 骨格が 形作 ら れ た ｡
い わ ば ｢享保 の 社会資本 の概成+ と 言 え よ う｡

こ の 時期か ら 明治期 に か けて は, 利用可能 な河川自流水 の有限性 に 規定 さ れ て農地 の 開発 は停滞期 に 入

り
, 絶 え ざる 人 口 増大圧力が あり な が ら, 人 口増 は わ ずか 数百万人程度で あ っ た ｡

こ の 期間 に お け る慢性

的 で深刻な 食糧不足 と人 口 増大圧力 は, 有限 な る 河川自流水 を極限的 な状態 ま で有効利用す る管 理 組織 の

形成 を 強制 した
｡

こ れ が 現代 日本社会 を形作 っ て い る と言 わ れ る故玉 城哲教授 の い う ｢ 水社会+ の 形成 を

促 した ｡ 政志村博康教授 は
,

こ の と き の 極限的 な水利 用 の 状態 を, 三 年 に
一

回 程度 の 干ば つ に し か 対応 で

き な い 程度 に ま で, 河川自流水 は利 用 し尽く さ れ て い た と分析 し て い る ｡

こ の よ う な水資源利用可能量 の物 理 的限界 を打破 した も の は, 享保年間 か ら ほ ぼ2 0 0 年が 経過 した 昭和

1 0 年 以 降の ダム 技術 の 導入 で あ り
,

そ の 結果, 前述 した よ う に 現在 ま で に 総額約22 兆円 も の 農業水利資産

が 建設 さ れ て い る ｡

本年 に 作成 さ れた 新 ･ 全国総合開発計画 に も 示 さ れ て い る よ う に , 社会資本全体 で 見 る と, 現在 の 状況

は概成段階 と言 えよ う｡ 農業水利事業 に お い て も, 直轄事業 の 更新整備 の 比重が 増加 し つ つ ある
｡ 農業部

門 が 非農業部門 との バ ラ ン ス を取 り つ つ 発展 して い く た め に は, 絶 え ざる 生産性向上 に 向 け て, 単純更新

で は な い 新 た な 追加投資 が 今後 も求 め られ て い る が
, 社会資本の 概成 と い う点か ら 見れ ば, 我 々 は ま さ に

か っ て の ｢ 大開墾期+ の 終期で ある享保年間 と 同様 な地点 に 立 っ て い る と言 っ て も い い の か も しれ な い
｡

5
.

こ の 国 の 水利 の か た ち をも と め て 一 新 た な 水利社会 の構築 に 向け て

水社会の 構築 に 与 っ て 力が あ っ た 要因 は, そ の 当時 の 技術 レ ベ ル に 規定 さ れ た水資源 の絶対的 な有限性

と絶 え ざる人 口 増大圧力 で あ っ た｡ 個 々 に 自由な 水使 い を許 せ ばま さ に ｢ コ モ ン ズ の 悲劇+ を 招 い た の で

あり, 生存 の た め に 最適 な 水利用 を 可能 とす る秩序 を農民 の 自治 と して 自 ら形成 し, それ に 全員が 従 わ ね

ばな ら な か っ た ｡ そ の よ う な状況下 に お い て, 共同体 と し て の 水社会が 構築 さ れ , 農村地域 の 連帯が 保 た

れ祭 りや 郷 土芸能 と い っ た 文化が 今 日ま で継承 さ れ て き た ｡

今 ま さ に構造政策 の 進展 に よ り, 均質で あ っ た 農家層 の 二 極分化 が 進み, 潅漑事業 や 圃場整備事業 の 進
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展 によ り, 農家個々 の 水使用の 自由度 は飛躍的 に 向上 し た｡ しか しそ れ は農村集落 を繋 い で い た 絆の 綻び

を も 意味 して い た ｡ 共同体 と し て の 集落機能 を前提 と し て い た 水管 理組織 や 農村社会 は今, 危機 に 瀕 して

い る ｡

こ の よ う な水社会 を, か っ て は農村の 封建制 の 典型 と して 非難 す る 向き も あ っ た ｡ 今 日 にお い て は, 世

界的な 潮流 と して 共同体 の 見直 しが さ れ つ つ ある ｡ ジ ョ ン ズ ホ プ キ ン ス 大学 の サ ラ モ ン 教授 は, 戦後世界

を形作 っ て き た米 ソ の 二 局構造 の 崩壊 をう け て, 我 々 は連帯革命 ( a s s o ci a ti o n al r e v ol u ti o n) の 中 に あ

る と 言 い
2)

, 速水佑次郎教授 は, か っ て は近代化 の 障害 と な る と見 な さ れ て い た共同体 が , 市場経済 を促す

機能 を 有 し て い る の で は な い か と指摘 して い る
3)

｡ ま た, 我 々 の 大先輩 で あ る川尻祐
一

郎教授 は, 流域 で の

水循環 と それ を巡 る 人 々 の 自発的共同性 と も い え る 特質 を見 つ め 直す こ と の 重要性を世 に 問うて い る
4)

｡

最近 で は, 袴 田 茂樹教授 は,
ロ シ ア の経済危機 の 根底 に, 中国や イ ス ラ ム 社会 と同様 に, 名誉, 信義, 義

理 な ど を重 ん じな い 低信頼社会 と い う こ と が あ る こ と盲鋭く 指摘 して い る
5 )

｡

今後 の 農村社会 の 紐帯 と な る も の が 果 た して 何 で ある の か 定 か で は な い
｡ 新規制度 の 地域 用 水 の増進 を

通 じ た組織作 り の 目的 は
, 第

一

義的 に は構造政策 の 進展 に 対応 した
,
地域 に 根ざ した 住民参加型の

, 渇水

調整 に も対応 で き る し なや か な水管理 組織作 りで は ある ｡ 筆者 と し て は,
こ れ だ け に と どま ら ず, 農家 が

地域住民 と 一

体 と な っ て, 幾世代 を経て 継承 さ れ て き た農業水利施設 を活用 した 潤 い の ある水辺空間や生

活空間 を, 次 の 世代 に 継承 し, ま た新 た に 創造 す る こ と は, 今 日 の農村社会 の 状況 に対応 した 新た な柔軟

性 の あ る絆 づ く り, 新 た な信頼社会 の 構築, ま た は新 た な 水社会 づ く り に つ な が る の で は な い か と期待 し

て い る｡ ま さ に こ の こ と が ｢ こ の 国の 水利 の か た ち+ を描く こ と で は な い の か と 思 っ て い る ｡

6 . 制度資本 と し て の 土 地改 良区 の 新た な役割

農地 と水 の 公 益的効果 の評価 に 伴 っ て , ま た, 農家 へ の サ ー ビ ス 業 と して の 土 地改良区業務 の 特殊性 か

ら
, 土地改良区 へ の 公的支援要請 が 構造的 に 高 ま り つ つ ある

｡ 我 々 の か つ て の 経験 は, 公的負担 の 増大あ

る い は公的管 理 へ の シ フ トが, 自 ら の施設で ある と い う意識 の 希薄化 を招 き , 従来農民あ る い は住民自 ら

が ボ ラ ン ティ ア 的 に 共同出役 と い う形 で や っ て い た 維持管 理費 を顕在化 さ せ
, 益々 公的負担が 増大 す る と

い う 悪循環 へ の 陥 りや す さ さ え教 え た｡ 農業水利施設 の便益 を禅益す る農家 と地域住民自 らが , 自 らの 施

設 と して 管理 す る こ と は, 維持管理 費 の増嵩 を抑 え る こ と を可能 とす る だ け で な く,
こ れ ら の 共同作業 を

通 じ地域住民 の 連帯意識 の 柔 ら か な醸成 に も つ な が るで あろ う｡ また , 来 る べ き 高齢化社会 の 到来 に対応

し, 農業水利施設周辺 の 環境保全活動 へ の 高齢者 な ど の 参加 が実現で きれ ば, 生き 甲斐 の 場 の 確保 に よ り

行政 コ ス ト と して の 高齢者医療費の 大幅 な 削減が 可能 と な り, ま た, 美 しい 農村環境 の 創造 は都市住民 と

の 共生 を促す で あ ろ う
｡

土 地改良区 は そ の 成立 の 歴史 を語 る ま で も なく , 住民自 らが 作 っ て き た 組織 で あ り, 現在 も な お全国で

8
,
0 0 0 も の 組織 が あ る｡

これ は ま苧 に , 宇沢弘文教授 の 言う 社会的共通資本 の
一

つ で あ る制度資本 そ の も の

で あ る｡ お そ らく こ の よ う な組織 が 全国 く ま な く組織 さ れ て い る こ と は, 世界的 に 見 て も極 め て 異例 で貴

重 な こ と で あ る｡ 今後, 新た な水社会の 構築 に 向 け て, 農家 と 地域住民 が連携す る場 と し て, 土 地改良区

に 新た な役割 を見 い だ し積極的に 活用 す る こ と が
,

ま さ に ｢ こ の 国の 水利 の か た ち の 基礎+ と して 求 め ら

れ て い る｡
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7
.

お わ り に

農業水利行政 は大 き な転換点 に あ る
｡

そ の よ う な時 に 筆者 と して地域用 水制度 の 創設 に か か わ る こ と が

で き た こ と は望外 の 幸 せ で あ っ た
｡ 今後予想 さ れ る更 な る世界人 口 の 増大 と そ れ を支 え る｢宇宙船地球号+

の 限界 を踏 ま え, 我 が 国 と して も 国内の 食料供給力 を高ゆ つ つ , 自然環境 と調和 した 持続可能 な社会 の 構

築が 求 め ら れ て い る
｡ 今後 に 残 さ れ た 農業水利行政 の大 き な課題 と して は

, 健全 な農業 と農村 の 発展 を前

提 と した ｢ コ モ ン ズ の 管理+ と して の 流域 レ ベ ル で の 水循環で あり , 水質保全 で は な い か と思 っ て い る
｡

こ れ ら の 課題 に 取 り組 む た め に も, 今回 の 地域用水の 制度 は多く の ヒ ン ト を 内包 して い る
｡ 制度 の 趣旨が

十分 に 理解さ れ, 全国津津浦浦 で 活用 さ れ ん こ と を期待 した い
｡ 最後 に , 上記 の 表題 は筆者 の 年頭 の 所感

の 題名 と同 じも の で ある が, 敢 え て 同 じ表題 に して, 意 を尽 く せ な い と こ ろ を加筆修正 す る こ と に した の

で,

一

言 お 断り して お き た い
｡
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【報 文】

1 . は じめ に

基幹水利施設更新支援対策 に つ い て

一 地域用水機能 の増進 を通 じた農業水利施設の保全対策一

室 本 隆 司
*

(T a k a sb i M U R O M O T O)

目 次

… … … ‥ … ‥ = … = ‥ ‥ …

2 3

2
. 農業水 利施 設 と農業用水 の 変遷 … … ‥ … … … ･ 2 3
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. 農業 ･ 農村 の変 貌 と農業水利施 設 … ‥ ‥ … ‥ … 2 4

4
.

地 域 用水 を巡 る新 た な取 り組 み
= … ･ = ･ ･ …

2 6

1
. は じ め に

有史以 来営々 と構築 さ れ て き た2 2 兆円相当 に お

よ ぶ ダム
,

た め池, 頭首工 , 水路等 の 農業水利資

産 は, 我が 国の 年間9 0 0億 ト ン に お よ ぶ 水使用の 太

宗 を 占め る 農業用水 を農地 に 運 び , 安全 で 安定的

な食料生産 を実現 す る 社会資本 で あ る と 同時 に ,

農業用 水 は, 地域社会 に お け る 生活用水, 景観
･

水質浄化用水, 防火 ･ 消流雪用水等 の 地域用水 と

し て も親 し まれ て い る ｡ ま た, 国民 の 環境意識 の

高 ま り を背景 と し, 事業 を実施 す る に 当た っ て の

環境配慮 が 社会的に 強く 求 め ら れ て お り
,

た と え

ばコ ン ク リ ー ト三 面張 り水路 の よ う な農業面で の

効率性 ･ 利便性 の み を追求 した施設 の 整備手法 で

は地域社会 の 理 解 が 得 られ に く く な り つ つ あ る｡

一

方, 昭和36 年 に制定 さ れ た 農業基本法 に お い

て構造政策 の 推進 が 盛 り 込 ま れ て 以 来, 農業 の 経

営規模拡大, 農地 の 集団化等 の た め の 様 々 な施策

が 展開さ れ , 構造改善局 と して も, 圃場整備事業

等 に お い て 担 い 手要件 を附 す 等, 担 い 手 へ の 農地

利用 集積 を促進 す る 施策 を 重 点的 に 実施 し て き た

と こ ろ で あ る｡

しか し なが ら , 構造政策 は健全 な担 い 手 を育成

す る 上 で は大 き な 原動力 と な っ て い る が, 他方 で

は, 施設の 管 理 を担 っ て き た 集落共同体 が 脆弱化

し, 農業水利施設 の 更新 に 際 し, 建設
･

管理 の 費

用 負担も 担 い 手 に 集中す る と い う マ イ ナ ス 面 を生

*

構造改善局建 設部水利課

5 . 基 幹水 利施 設更 新 支援対 策 の 概要

6
. 本 対策 に よ る メ リ ッ ト

= = … ･

7
.

さ い ごに

… ‥ … … … 2 7

= … ‥

2 9

… ‥ … ‥ … ‥ ‥ ‥ … … =

2 9

む 要因 に な っ て い る｡

今後, 我 が 国 の 食料生産 を維持 す る た め に は,

こ の2 2 兆円の 農業水利資産 を適切 に 更新 して ゆく

こ とが 不可欠で ある が, 構造政策 の 推進 に よ り集

落組織 が脆弱化す る 中 に あ っ て, か ね て よ り農業

水利施設 の 保全 を担 っ て き た 集落共同体 に 代表さ

れ る水利組織 を い か に 再編す る か と い う の が 大き

な 課題 で あ っ た
｡

平成10 年度 に 創設 した 基幹水利施設更新支援対

策 は, こ の 困難 な課題 に 対す る 一

つ の 解決策で あ

り, 構造政策及 び農業水利施設 の 保全 と い う政策

課題 を 同時 に推進 す る た め の 新 た な政策誘導措置

と い え よ う
｡

2 . 農業水利施設 と農業用 水 の 変遷

農業水利施設 の 開発 の 推移 を, 農業 の 発展 と水

の 開発 と の 関連 で み る と, 概 ね 次 の通 り と な る
｡

鎌倉
･ 室町時代

･ た め池 を 中心 と した 開発

安 土 桃山 ～ 明治 ･ 大 正 中期

･ 沖積平 野 に お け る農業用 水 の 開発

･ 農業用水 の 利 用 に よ る村 の 形成

･ 水使 い の た め の 農民組織 の 形成

明治 ･ 大正 中期 ～ 昭和初期 (戦前)

･ 台地 に お け る農業用 水開発

昭和初期
～

平成 (戦後)

･ 近代的農業水利施設 の 整備

近代的農業水利施設 の 前身 は
,

主 に 江戸時代 か

ら明治時代 に か けて 整備 さ れ た
｡ 主 な も の と して
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年 間9 0 8 億 m
3

の 水使用

3 21 億 m
3

生活 用 水 . エ 薬用 水

都 市 的 地 域

国 民 的 資産 ( 食料生

産＋ 地 域用 水)

5 8 7 債 m

3

農 村 地 域

周一1 我 が 国 の 水資 源使 用 の 体系

は, 江戸時代 に は見沼代用水
, 葛西用水, 山田 用

水 (福岡) , 玉 川上 水等が
, 明治時代 に は 明治用

水, 安積疎水, 七 箇用水(石川) , 那須疎水, 等が

あ る
｡

こ れ ら の 事業 は
, 大規模 な穀倉地帯 に お い

て 実施 さ れ, 村落 の 形成 ･ 定着 を促進す る役割 を

演 じて き た
｡

農地改革 が 契機 と な り, 昭和2 4 年の 土地改良法

制定 と も相侯 っ て , 農業水利施設 の 整備 は 土 地改

良事業 と して華 々 し い 時代 を迎 える ｡ 愛知用水,

豊川用水, 香川用水等 の 大規模農業水利事業 が 進

め られ , 主 な大河川流域 の 穀倉地帯 で は, 基幹的

水利施設が 概成 し て い る ｡

こ の よう に して 開発 さ れ た 農業用水 は, 歴史の

流れ の 中で
, 国土環境保全 に寄与 し つ つ 村落形成

の 基礎 と な る と 同時 に , 生活用水, 防火用水, 消

流雪用 水, 地下水安定用水, 景観 ･ 生態系保全用

水等の 地域用水 と し て も 活用 さ れ て い る｡

こ の よう な農業用水 が 反射的 に 有 す る地域用水

と して の役割 は , 農村 の 混住化 の進展等 に 伴 っ て
,

こ れ ま で 以上 に 公共的 な性格 を強 め つ つ 増加 して

い る ( 図- 1 ) ｡

( 農業 用水 の 分類)

農 業用 水Ⅰ
か ん が い 用 水

地域 用水

二
物 生産 の ため の 用水

路 維持 用水

雑 用水(営農用 水等)

防 火用水

消流 雪用 水

景観 ･ 親 水(環 境) 用水

生態 系保 全用 水 等

3
. 農業 ･ 農村 の 変貌 と農業水利施 設

( 1 ) 集落共同管理 の幕開 け

江戸時代半 ば に は農業水利施設 (農業用水) の

開発 と と も に 村落 が 形成 さ れ , 農民 に と っ て の生

命線 と も言 え る 農業用水 の 水使 い の基本的 な ル
ー

ル を 決 め る た め 農民組織 が構築 さ れ た ｡
い わ ゆ る

集落共同管 理体制 の 幕開け で あ る｡ 昭和 に入 り,

大規模 な農業水利施設 が造成さ れ た が, 小規模農

家 が 集落 の 主要構成員 で あ っ た 現代 に 至 る ま で,

多数 の 小規模農家 や 集落住民が 共同で 管理 を実施

して き た
｡

( 2 ) 水路 の 現況維持管 理形態 と課題

水路 の 管理 は, 施設 の 補修 ･ 改修 と配水管 理 と

に 分類 さ れ る
｡ 本対策 の対象 と な る 国営地区に お

け る現況 の 管理 分担 は, 概 ね ( 表- 1 ) よ う に な

つ て い る ｡
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表 - 1 管理 分担 (現 況)

施 設 区分 管 理 主 体

(施 設管 理
･ 配水 管 理)

幹 ･ 支 線水 路 土地 改 良 区

支 線 水路 集落共 同体

圃場 水路 農家

ア) 施設管 理 の 状況

幹線水路 の 大半 は 土 地改良区管理 で あり, 支線

水路 は集落共同管 理, 末端圃場 は 農家管 理 と な っ

て お り, 施設区分や 規模 に 応 じた 役割分担 が 行 わ

れ て い る
｡

管理 作業 の 内容 は, 分水工 や 水路等 の 日 常の 見

回 り ･ 点検, 軽微 な補修, 定例清掃 (草刈 り
, 泥

渡 い
,

ゴ ミ淡 い 等) で あ る｡ 年間 1 ～ 3 回 程度行

わ れ る定例清掃の 実施主体 は 土 地改良区で あ る が,

作業 の形態と し て は, 幹線水路 を業者 に 委託 し,

支線水路及 び 末端水路 を地域 の 老人会, 婦人会等

に 委託 す る ケ ー ス
, 水路全線 を集落 に 任 せ 実作業

は農家 の賦役 (奉仕活動) に よ る ケ ー

ス ,
こ れ ら

に非農家 が 参加す る ケ ー

ス 等様 々 な方式 が あ る｡

な お , 賦役 に 対 して 土 地改良区か ら飲 み物, 茶菓

子 ,
パ ン 等 を支給 す る 事例 が 多 い ｡

イ) 配水管理 の状況

幹線水路 に つ い て は土地改良区が 実施 して い る

例 が 多 い
｡ 支線水路 は水利系統 ご と又 は集落単位

ご と の 集落代表組織 と し て位置 づ け ら れ る 水利委

貞会等 ( 呼び 名 は, 管 理 委員会, 巡視員, 部農会,

江組, 総代 , 堰守, 用水調整委員会等 さ ま ざ ま)

が 実施 して い る｡ 圃場配水 は個 々 の 農家 が管 理 し

て い る｡ 配水管理 の 特徴 は, 個 々 の 農家 を出発点

と し, 上部組織 へ と必要水量 の 積 み 上 げ を行 い
,

最終的 に 土 地改良区等 に 必要水 量 が 報告 さ れ, 配

水計画 の 決定後 は逆 ル ー トで 農家 に 伝達 さ れ る仕

組 み に な っ て い る こ と で あ る｡ 主な 事例 は 次の 通

り｡

O A 地区

農家 → 配水総代 → 水路総代 → 土地改良 区

(連合) → 県

O B 地区

農家 → 集落委員会 → 江組 → 土 地改良区

O C 地区

農家 → 施設管 理 人 → 水系連合協議会 → 用排

水調整委貞会 → 土 地改良区

ウ) 渇水時の 対応

渇水時 に お け る主 な対応 と して は, 次 の 通 り｡

①渇水時対応 の 指揮監督 は 改良区が行う
｡

②土 地改良区職員 は総出体制 を敷 き, 必要 に

応 じ非常勤職員 を雇用 す る｡

(参集落代表組織 が 番水計画 (通水 日, 断水 日,

ロ ー テ ー シ ョ ン 等) , 節水計画 を作 り 調整 を

行う｡

④節水 の 呼 び か け を行 い
, 市町村等 も こ れ に

表 - 2 担 い 手 へ の 負担 集中に よる主 な課題

課 題 影 響 ･ 対 応 策

用 水需要 の 時期 的 ･ 時 間 的集中 ･ 代掻 き
,

田植 え期 間の 地 区毎 の 設 定と水 使用 ル
ー

ル 厳 守 の ため の 指 導徹底

( 土 ･ 日 ･ 祭 日 朝 , 晩) ･ 土 地 改 良区 や集落代表 組織 の 負担増

担 い 手 農家 の 管理 範囲 の 拡 大 に ･ 水路 管 理 の 民間 委託 に よ る経 費負 担増

伴う末端 水路 管理 の 粗 放化 ･ 土地 改 良区職 員 の 出役奉仕 の 増 大

･ 担 い 手 農家 の 負 担増

農 家戸 数減 少 に伴 う集 落組 織 の ･ 担 い 手 農家 の 管 理 負 担増大

弱体 化 ･ 土 地 改 良区 へ の 依 存 意識 の 高 まり

･ 公 的助 成 へ の 依 存
･ 開 水路 か ら管水路 へ の 指 向 の 変化( 草刈 り, 泥 浸 い 等の 軽減)
･

≠

用 水 を自 ら守 る
ケ

とい う 農家 意識 の 低 下

混 住化 に 伴う生活 排水 や ゴ ミ の
･ 悪 臭等に よ る迷 惑施 設と し て の レ ッ テル

水路 へ の 混 入と 市街地 内水 路 の ･ ゴ ミ 処 理費 用 の 増 大 等の 土 地 改良 区負担 増

管 理 の 粗 放化 ･ 地域 行政 と の車L轢
･ 住 民参 加 に よる管 理体 制 の 検討

土 地 持 ち非農 家 (貸 し手) と担

い 手 (借 り 手) と の 間で の言継持

管理 費 負担 を巡 る紛 争 の 発生

･ 土 地改 良区 が 紛 争解決 の 調 整役
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協力す る ｡

エ) 担 い 手農家 へ の 負担 の 集中 に 伴 う課題 と影響

構造政策 の 進展が
, 農村 の 都市化

,
混住化

, 高

齢化 と 相侯 っ て
, 従来 に も 増 し て 維持管理 に 係 る

土 地改良区及 び 担 い 手農家 へ の 負担 が 集中 す る傾

向に あ る｡ こ の た め, 施設管理 及 び配水管理 に お

い て, 土地改良区や 担 い 手 を中心 と す る農家 は 管

理 負担 の 増大 と い う課題 に 直面 し て い る (表 -

2 ) ｡

こ の よ う に
,

基幹 か ら 末端 ま で の 土 地改良施設

は
, 施設規模 に 応 じて 土地改良区, 集落組織, 農

家等の 役割分担の も と に適切 な管 理 が 行わ れ て き

た ｡ 中 で も, 集落組織 は, 平時 の み な らず渇水時

の 柔軟 な管 理 運用 を支 えて き た 中心的存在 と し て

位置づ け ら れ る
｡

( 3 ) 集落共同管 理体制 の 弱体化

農家構造 の 変化 に 伴 い , 農村 に お け る集落共同

管理 体制 は弱体化 し つ つ ある状況 で
, そ れ に 替 わ

っ て
,

少数の 担 い 手農家 に よ る 管理 が 増加 し つ つ

あ る｡ こ れ に よ り , 担 い 手農家 の 過重感 が 増 え
,

外部雇用等の 費用 が 農家 の 生産費 と して 顕在化 す

る よう に な っ て い る
｡

ま た, 混住化 に よ る水質悪化等 も維持管理 費 の

増加 を加速さ せ , 米価 の 下落 と も 相侯 っ て, 担 い

手農家 の 経営 を圧迫 し, そ の 結果, 農業水利施設

の 保全 が 困難 に な る傾向に あ る｡

4
. 地域 用 水 を 巡 る 新 た な 取 り 組 み

こ の よ う な状況 に 対 し, 農業水利施設 が 有 す る

地域用水機能 を 維持強化 し, それ を契機 と して非

農家 も 自発的に 農業水利施設 の 維持管 理 に 参加 す

る現代版 の ｢集落共同管 理 シ ス テ ム+ を構築 で き

れ ば, 担 い 手農家 に 対す る 過重 な負担 を軽減 す る

こ と が 可能 と な り, そ の 結果, 食料供給 の 基礎 と

して の 機能, 国土 環境保全機能 が維持保全 さ れ る

こ と に な る｡

こ の よう な観点か ら,

･ 地域用 水機能 と い う触媒 を活用 して 農家 と 非

農家 を結び つ け,

･ そ れ に よ り, 非農家 も 含 め た地域社会 が 農業

用水 ･

農業水利施設 の 維持保全 を支援 す る 体

制 を確立 し
,

･ も っ て, 構造政策 の 進展 を 支援 し, 国際化 に

対応 した 足腰 の 強 い 農業構造 を確立 す る こ と

に よ り, 長期的な食料供給力 を確保 す る
｡

と い う政策目的 を達成す る た め に,

･ 土地改良区を 中心 と し, 県, 市町村等も 一

体

と な っ た 地域用水機能 の 維持増進 の た め の 組

織 づ く り に 対 し
一

定期間支援す る｡

こ と を 内容 とす る基幹水利施設更新支援対策 を,

平成10 年度 に 創設 した
｡

本対策 は平成 4 年 6 月 に 公表 され た新政策で 謳

っ て い る 下記方針 を具体化 す る も の で あ る｡

( 参考) 新政策抜粋 : ( 第 2 部 , 第 1 章 2 ( 6 ))

2 2 兆 円 に お よぶ 農 業水 利 施 設 ス ト ッ ク
一 食 料 生産 の 基 礎
･ 地 域 用水 機 能 の 発揮

安 一定府 ､

′水虜潜

農家

j 静彪

励 率J狩 一材ノ野 虜 農 の 虜全

虜 一好 .

.首 題

次 世 代 へ の 水 利 資 産 の 継 承
･ 村 落 機 能 ( 定 住 ､

生 活 条件) の 維 持
･ 食 料 供 給 力 の 維 持 確保
･ 構 造 政 策 の 推 進

虔 彪 の 骨太

地 域 社 会

周一 2 農 業 水利 資産 の 次世 代 へ の 継 承イ メ ー

ジ
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｢ 地域 の 農業構造 の 再編及 び 農業用水の 利用

形態の 変化 を踏 ま え, 水質 に 配慮 して
, 地

域用水
, 親水利用 な どの 多面的な 活用 を 図

り つ つ
, 多様化す る水需要 に 対応 で き る よ

う農業用水 の 確保 ･ 再編 を進 め る
｡

それ と

と も に , 混住化 を背景 と す る公益性 の
一

層

の 増大 に も応 じた 農業水利施設 の 管理 体制

を強化す る
｡ +

5 . 基幹水利施設更新支援対策 の概要

地域用水機能 の 増進 に 資 す る施設 の整備 を行う

ハ ー ド事業 と し て 国営
･

県営農業用水再編対策事

業 (地域用水機能増進型) を創設 し, 地域 用 水機

能 を支 え る組織づ く り を支援 す る ソ フ ト事業 と し

て, 地域用水機能増進事業 を創設 した ｡

( 1 ) 農業用水再編対策事業 (地域用水機能増進

型)

農業水利施設 の 更新 に 当た っ て
, 節水機能等 の

強化 を通 じて 農業用水 の 効率的利用 を高 め る こ と

に よ り地域用水機能 の 高度化 を 図る た め, 以 下 の

整備 を行 い つ つ , 末端 5 h a ま で を
一

体的 に 実施す

る ｡

①節水 シ ス テ ム ･ ‥

限 ら れ た 農業 用 水 の 節

水 ･

有効利用 を図る

(調整池, 水路内チ ェ ッ ク ゲ ー ト, 反 復

利用 ポ ン プ 等)

②地域用水機能保全 ･ 強化 シ ス テ ム ‥ ･ 地 域用

水機能 の 増進 を 図る

( 生活
･

防火用水施設, 水質浄化 シ ス テ

ム
, 親水水路等)

○採択要件等 (表- 3 参照)

( 2 ) 地域 用水機能増進事業

地域用 水機能 を支 える 組織 づ く り を支援 す るた

め
, 下記 の(∋ ～ ④の ソ フ ト事業 を行う｡

(∋計画の 策定(地域用水機能増進計画 の 策定)

(多地域用水機能増進支援活動 (地域用水対策

協議会 の 運営, 地域用水機能情報整備等)

③地域 用 水機能増進活動 (地域用水機能 の 増

進 の た め の配水操作等)

④ソ フ ト事業 を補完す る小規模施設 の 整備 ･

改修事業 (補完 ハ ー ド事業)

( チ ェ ッ ク ゲ ー ト, 付帯(親水) 水路等 の

整備, 漏水個所 の 補修等)

○採択要件等

(彰地域用水 : 農業用水再編対策事業 ( 地域用

要件 水機能増進型) と 同 じ (但 し
,

地域 用 水環境整備計画 に 代 えて
,

地域用水機能増進基本計画の 策

定 が 必要 と な る) ｡
ま た, 農業用

水再編対策事業 と 本事業 を併せ

て実施 す る場合 は, さ ら に 地域

用 水機能が
一

定割合 ( 5 % ) 以

上 増加 す る こ と
｡

②事業主体 : 市町村, 土 地改良区 (但 し, 補

完 ハ
ー ド に つ い て は県 も事業主

体 と な れ る)

(卦補助率 : 50 % (補助残 の標準的 な 負担割

合 は, 県, 市町村 そ れ ぞ れ2 5 % )

○補助対象経費等

当該地区の 受益面積 を ベ ー ス に
, 反当た り

年間2
,00 0 円を 限度 と し, 事業期間 は原則 8 年

以内 と す る ｡ 但 し, 事業 を 円滑 に 立 ち上 げる

た め, 5 年以内の 準備期間 を設定 す る こ と が

で き る
｡

表 -

3 農業 用水再 編 対策事 業 の 採択 要件 等

事業 主体 国 都 道府 県

面積 要件 3
,
0 0 0 h a 以上(末 端支 配面積 5 h a 以 上) 20 0 h a 以上( 末端 支配 面積 5 h a 以上)

地域 用水 ①市町 村,
土地 改 良区 の 密接 な連 携 を中心 に県 , 県 土連 等も加 えて 構成さ れ

要件 る地 域用 水対 策協議 会を 設置 する こ と｡

(卦地域 用水 環境 整備 計 画を策 定 する こ と
｡

③ 当該 地 区で 利 用さ れ る農業 用水 の う ち
, 地域 用水 と して の 機 能 が 一 定割 合

以上 存在 し ( 存在 要件) , か つ
一 定割 合 以上増 加 する (増進 要件) こ と等｡

補助 率 農林 水 産省2/3
,

北海 道7 5 % 農林 水産 省50 % , 北海 道50 %

注) 存在 要件 の
一 定割 合 と は1 0 % で

, 受益地 内 の 全 水路 延長 (末端 5 h a ) に 対す る地 域

用水 機能を 発揮 して い る 水路 延長 の 比 率を示 す ｡

増進 要件 の 一 定割 合 と は5 % で
,

所 定 の 算定 式 に よる ｡
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土 地 改良区

( 意 志 決 定 機 関)

地 域 用 水 対 策 協議会

土

地

改

良
区

市

町

村

土
〓
浄

代

表
者

県

土

連

( 事 務 局)

地 域 用 水 機能 支援活 動 本部 ( 仮)

1 . 常 駐 職 員
土 地 改 良 区職 員

市 町 村 出 向 職 員

2 . 活 動 内 容

① 基 礎 業 務
･ 地 域 用 水 対 策 協 議 会 の 運 営
･

地 域 用 水 環 境 増 進 計 画 の 策 定
･ 地 域 用 水 機 能 を 発 揮 す る た め の 水 質 管 理
･

環 境 増 進計 画 の 達 成 状 況 の 確 認 と 報告 作 成
･ 関 係 機関 と の 連 絡調 整

② 推 進 活 動

地 域 住 民 等 へ の 啓 蒙普 及
･ 関 係 機 関 等 を 対 象 と し た 説 明 会 等 の 開 催
･ パ ン フ レ ッ ト

､ ポス タ
ー

､ 広 報誌 の 作 成
･

配 布 ､ イ ベ ン

③ 地 域 用 水 機 能 増 進 支 援 活 動 に 係 る 指示 及 び 調 整

ト の 実 施等

･ 改 良 区 が 行 う 幹 ･ 支 線 水 路 の 地 域 用 水 機 能 関 連 施 設 の 操 作
･

住 民 参 加 に よ る 水 路 及 び 調 整 池 の 清 掃 と 周 辺 の 植 栽 等 の 管 理

0 0 市 町 村 垂 見 会( 仮)

( 市 町 村 単 位)

0 0 集 落 実 行 委 良会 ( 仮 )

( 集 落 単位)

( 地 域 住 民 参 加)

図- 3 地域 用 水支援体 制 の イ メ
ー

ジ

( 3 ) 基幹水利施設更新支援対策 の 運用

○本対策 は ハ
ー ド事業 と ソ フ ト事業 で構成 さ れ

て い る が
,

そ れ ぞれ の 単独実施 も可能で あり,

特 に, ソ フ ト事業 に つ い て は ハ ー ド事業 が既

に 完了 した地区 に も適用で き る
｡

な お こ の 場合 は, 機能増進が 極力担保 で き

る よ う , 補完 ハ ー ド事業 に よ り節水 シ ス テ ム ,

地域用水機能増進 シ ス テ ム の 整備 を図 る こ と

と して い る ｡ ( 例 え ば, 市町村等 の 公園整備構

想 と併 せ て 潤 い の ある 水辺空間 を整備 す る 場

合 に
, 水 辺 空間 の整備 は補完 ハ

ー ド で 実施 す

る こ と が 可能)

- 2 8 ¶

○ ハ
ー ド事業 と ソ フ ト事業 を併 せ て実施 す る場

合 の ハ
ー ド事業 と し て は, 農業用水再編対策

事業 (地域用水機能増進 型) 以 外 に 下記事業

が対象 と な る
｡

①国営 ･ 県営か ん が い 排水事業

(卦水環境整備事業

③国営 ･ 県営農業用水再編対策事業

④水質保全対策事業

⑤そ の他地域用水機能の 増進 に 資す る事業

○ ソ フ ト事業 の 実施 に 当た っ て は, 土 地改良区

の 中 に 地域用水機能支援活動本部 を設置 し,

こ れ が 母体 と な っ て 前記 ( 2 ) ① ～ ③の 諸清
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動 を展開 す る こ と と な る が
,

こ の 本部 は農家

以 外 の 地域住民 を含 め 各方面 の 意向 を汲 み,

関係機関等 と の 連絡調整 を図 り な が ら地域社

会
一

体 と な っ た 活動 を進 め る必要が あ る こ と

か ら, 市町村職員 を 出向等 の形 で 受 け入 れ る

こ と も想定 して い る｡

6
. 本対策 に よ る メ リ ッ ト

基幹水利施設更新支援対策 に よ る メ リ ッ トと し

て は次の よ う な こ とが ある
｡

( 1 ) 農業用水再編対策事業 (地域用水機能増進

型) で 末端 5 h a ま で の
一

環施行 を行 う こ と に

よ り, 国営事業 に お い て は, 結果 と して 国庫

負担率が 2 ～ 3 % 上 乗 せ さ れ る こ と に な る
｡

( 2 ) 1 0 a 当た り2
,
0 0 0 円 ( 限度額) と い う助成 に

よ り, 植栽等の 整備 を は じ め
, 配水操作, ゴ

ミ処理 , 水路清掃等 の 地域用 水機能 の 増進 に

資す る活動 が 適切 に 行 わ れ る こ と が 期待 で き

る ｡

( 3 ) 補完 ハ ー ド事業 の 実施 に よ り, 子供 た ち が

水 に 親 しめ る 親水水路 の 整備 や
, 桜 な どの 植

樹 や 遊歩道 の 整備等 に よ る桜 並木 の 水辺 づ く

り, 防火用水路, 消流雪用施設 の 整備 に よ る

安心で 住 み や す い 集落 づ く り, 水質浄化対策

に よ る蛍等の 生物 が 生 息す る ビオ ト ー プ づ く

り等 に よ り, 地域 の 活性化が 期待 で き る
｡

( 4 ) 土 地改良区 に 対 し
, 地域用水機能 の増進 と

い う新 た な業務 と地域用水機能 の 管理 者 と い

う新 た な役割 が 付与 さ れ る こ と に よ り, 土 地

改良区 の 地域社会 に お ける ス テイ タ ス の 向上

と組織 の 活性化が 期待 で き る｡

( 5 ) 集落共同体 と い う柔軟 な 水管 理体制 の再生

に よ り, 特 に渇水時 に お い て は番水 に 代表 さ

れ る効率的か つ 実効性 の あ る節水対応が 可能

と な る
｡

( 6 ) 新た な集落共同体 が再生 ･ 構築 さ れ , 政策

目的で ある食料供給基盤 と して の 農業水利施

設の 保全 と 次世代 へ の継承及び構造政策 の 推

進 に 寄与 す る こ と と な る
｡

丁
. さ い ご に

構造政策 の 進展 に よ り,

一

方 で は 農業水利施設

の 建設
･

管 理 の 負担が 担 い 手農家 に 集中 し, そ の

結果, 集落共同管理 と い う 共的 シ ス テ ム も崩壊 の

危機 を迎 え て い る
｡ 実施中の 国営 か ん が い 排水事

業 の 約 7 割 が更新事業 で あ る現在, 貴重 な農業水

利資産 を適切 に 保全 で き な けれ ば, 我 が 国 の 食料

生産 が 激減 す る の み な ら ず, 国土 環境保全 に も大

き な 影響 を与 え る こ と と な る
｡

本対策 は, 構造政策 の 推進及 び農業水利施設 の

計画的更新 と い う 二 つ の 政策課題 を, 現代 に お け

る水利組織 の 再編 を通 じて 達成す る も の で ある ｡

本年度 は, 制度創設初年度 に あ た り, 現在, 土

地改良区を始 め と し, 県, 市町村等関係者 の意見

を参考 に し つ つ , 本対策 を円滑 に 立 ち 上 げる こ と

に 精力的 に取 り組 ん で お り, 会員各位 の 御協力,

叱口宅激励 を お願 い 致 した い
｡
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【報 文】

1 . はじめ に

地域用水 の 実態把握 と計画

2
. 地 域 用水 の 種類 と 特徴

3
. 研 究 課題

日

… … … ･ … ‥

3 0

‥ … … ･ ･

3 0

‥ … ･ … … …

3 1

1 . は じ め に

農業用水 の 地域用水 と し て の 機能 に対 す る期待

が 高 ま っ て い る｡

一

度 は忘 れ ら れ か け て い た 地域

の ｢水+ に 対す る 関心が , 近年の 国民 の 価値観
･

資源利用形態 の 変化等 に よ っ て
, 多面的な 地域用

水機能 の 復権や 保全 の 要請 と して 再生 して い る の

で あ る｡

地域 用水機能 の 充足 ･ 高度化 に 対す る 要請 は,

特 に 農業水利権 の更新 や 水利施設 の 更新整備時 に

多く見 ら れ る ｡ しか し, 農業用水ある い は水路 を

多様 な地域用水利用 に 活用 しよ う とす る と
, 用途

に 対す る必要水量算定方法, 水利権上 の 扱 い
,

そ

れ ら の管 理 方式等 が必ず し も 明確で な い こ とが 障

害 と な っ て 適切 な 対応 が 困難 な 場合 が 少 な く な

い
1)

｡

そ こ で, 農業工 学研究所 で は , 地域用水 に 関 す

る 研究 を, 農林水産技術会議 の プ ロ ジ ェ ク ト研究

｢農村 に お け る多目的水利用 の 解明 と最適利用技

術 の 開発+ と して, 平成 9 ～ 1 2 年度 の計画で 進 め

て い る
｡

こ れ に は, 農業 工学研究所 の 5 研究室(農

村整備部 4
, 水工 部 1 ) 以 外 に , 農業研究 セ ン タ

ー

, 九州農業試験場, 宇都宮大学 の 参画 を得 て い

る
｡ ま た , 研究推進 に 当た っ て は

, 現場 で の 測定
･

調査 が 不可欠で ある が,
こ れ に 対 し て, 構造改善

局地域計画課計画調整室, 各地方農政局計画部及

び 調査管 理 事務所 か ら 多様 な支援 を得 て い る
｡

こ こ で は, 本 プ ロ ジ ェ ク ト研究 に お ける 地域用

♯

農業工 学研究所 農村整備部

有 田 博 之
*

( B ir oy lユk i A R I T A )

次

4
. 課題 別 の 9 年 度研 究結 果 の 概要 ･ ･ … ･ … … … …

3 1

5 . お わり に
… … … … ‥ … … ･ … … … … … … … … …

3 6

水 の 研究方向 を述 べ る ほ か, 現段階 で の 成果 を か

い つ ま ん で 紹介 し, 中間報告 と した い
｡ ま た, 今

後 の 研究推進 を よ り 実効 ある も の とす る た め, ご

意見 を い た だ け れ ばと 考 え て い る｡

2 . 地 域 用 水 の 種類 と 特徴

研究推進 に 当 た っ て, 地域用 水 の 種類 と利 用 面

で の特徴 を以 下 の よ う に 概括 した
1)

｡

1 ) 地域用水 の 種類

地域用水 は, ｢ 農業用水 の う ち, 潅漑以外 の 用途

に 供 さ れ る 用水(計画設計基準
･

農業用水(水 田)) +

で あり, 潅漑用水 並 び に 施設計画の 検討 を行う の

と同時 に 配慮す べ き 事項 と さ れ て い る
｡ 地域用水

の 分類方法 は い く つ か 提案 さ れ て い る ( 図- 1 ) ｡

しか し, 地域用水 の 利用 は, 地域 に よ っ て 異な る

自然
,

歴史, 社会, 経済等 の 条件 も と で形成 さ れ

て き た た め, 地域固有の 用途 も 多様 に あ る と思 わ

れ る
｡

2 ) 地域用水 の 用途 の 変化

地域用水 の 用途 は, 時代 に よ っ て 大 き く 変動 し

て い る｡ 幹線水路 に つ い て の 実態調査 の 結果 (表

1 ) で は , 地域活動用水 の 中で も食物洗 い や 風呂

水 な ど生活 に 密着 した利用 は水道の 普及 に 応 じ て

急減 す る
一

方,
レ ク リ エ

ー

シ ョ ン 用 水, 環境 用 水

の 利用 が増加 し て い る
｡ 我々 は, 歴史的 な利用形

態 の 中で 今後 の 社会 で 求 め ら れ る機能 を 明ら か に

す る と 同時 に , 新 た な利用形態 に も 注意深 く 目 を

向 け る必要が あ る
｡

3 ) 地域用水 の 特徴

地域用水 の 利用面 で の 特徴 を,
こ れ ま で の 実態
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農業 用水

(狭 義)

: 水 田潅漑, 畑 地潅漑,

ハ ウス 潅漑 等

用水 : 取 水位 維持 , 雑草 抑制 等

: 土壌侵 食 ･ 凍 霜害 防止 , 防除, 家 畜用水 〉 等

農 業用 水

( 広義)

地域 用水

モ
地 域活 動用水 : 生 活 , 消 防, 流雪 , 養 魚, 小 水力 発電 等

レ ク リ エ ー シ ョ ン 用 水 : 景観 保 全, 公 園用水 , 親水 , 水泳,

水 遊び 等

環 境用 水 : 生 物保 全, 水 質保 全
,

地下 水滴 養 等

資 料 : ｢21 世 紀 の 水利 用 ･ 水管 理+ 水谷(19 9 6) を加工 ｡

図- 1 地域 用水 の 分類

表 - 1 地 域 用水 の 利 用形 態 の 変化

(対象 : 5 4 9 土地 改 良 区)

区 分 項 目
幹線 水路

昭4 0 平2

地 域 活動用水 飲 み7k 9 4 1

米 と ぎ水 ･ 食器i先 い 15 1 1

食 物の 冷蔵 3 9 6

風 呂水 ･ i先濯水 17 1 1 2

庭 へ の 引 き水 3 1 5 2

水 車 8 6 6

農機 具 洗 い 4 2 2 0 7

防火用 水 2 3 2 8 1

消 雪用 水 5 66

レ クリ ェ ーシ 水 遊 び 14 2 5 5

ヨ ン 用水 魚 と り ･ 魚釣 り 8 8 1 4 9

環境 用水 環 境用 水 10 6

計 88 2 9 3 7

注 : 複 数 回答 と な っ て い る ため
,

合計 は549 と
一 致

しな い
｡

資料 : 構造 改善局計画 調整 室 (19 9 0)

分析 をも と に 整 理 す る と
,

以 下の よ う に な る と考

え ら れ る ｡

(彰地域 の 自然 や 歴史等 の 影響 を受 け, 固有 の利

用形態が 形成 さ れ て い る ｡

②水 と の 生活 や 環境面 で の 触れ 合 い に 係わ る用

途 が 多 い
｡

③農業用水 と地域用水用途 は相互 に 重複 して利

用 さ れ て い る
｡

(彰同
一 水路系 に あ っ て も, 地点, 季節 に よ り 用

途 は異 な る
｡

(9 水 を消費 しな い 用 途 が 多 い
｡

(参受益者 は, 農業用 水 の 受益者 と 必ず しも
一

致

せ ず, 公共的利用 が拡大 し て い る｡

(9 施設管 理者 は, 農業 用 水施設 の 管理 者 で あ る

土 地改良区が 主体 で あ る｡

3
. 研 究課 題

上記 の よ う な 背景 と 問題意識 の 下 で , プ ロ ジ ェ

ク ト研究 で は研究課題 を以下 の よ う に 設定 した ｡

課題 は, 地域 用 水 に 係 わ る機能 や 用水量 の 数量化

を 目的 と す る も の と, 計画 ･ 管 理手法 に 関 す る も

の と に よ っ て構成 さ れ る
｡

( 1 ) 水利用の 多目的機能 の 数量化 と用水量 の 推

定手法 の 開発

①農村地域 の 景観保全機能 の 維持 に 必要 な 用水

量及 び施設形態 の 計画手法 の 開発

②農業用水路 に お け る水質浄化機能 の保全 に 必

要 な 用水量 及 び施設形態 の 計画手法 の 開発

③生活 ･ 親水系 の 多目的機能 の 解明 と そ の 保全

の た め に 必要 な 用水量及 び 施設形態 の 計画手

法 の 開発

④生物保全機能 の 維持向上 に必要 な水量及び施

設形態 の 計画手法 の 開発

( 2 ) 地域用水機能 を効率化 す るた め の 用水及 び

施設 の 計画 ･ 管理 手法 の 開発

⑤潅漑用水 と調和 し た地域用水 の 最適水利用期

別 パ タ ー

ン の 解明

⑥土地利 用 条件 に対応 した 地域用水施設配置計

画手法 の 開発

⑦農業施設 の 地域用水利用 に お け る施設整備計

画手法 の 開発

⑧地域用水 の 利用形態 に 対応 し た最適管理 方式

の 解明

4
. 課題 別 の 9 年度 研 究結果の 概 要

以 下で は
, 平成 9 年度 の 研究成果 の 概要 を紹介

す る
2) 3)

｡ 課 題名 は 要約 し
, 末尾 の 番号 で 対応関係
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を示 した
｡

1 ) 農村地域 の 景観保全機能維持 に 必要な 用水

量及 び施設形態 ((∋)

高知県安芸市栃 の 木用水 を調査地区と した ｡ 対

象水路 の 2 ヶ 所 で, A , C 特性騒音 レ ベ ル と音 の

減衰特性及び周波数分析 に よ る音質分析 を行 っ た
｡

非 か んが い 期 は, 水位堰上げに 伴 う 落差発生箇所

が 少 な く, 水 量 が 少 な い も の の, 測定地点 で は60

d B ( A 特性) 前後 の 比較的大 き な騒音が 測定 さ れ

た ｡ また , 水辺環境整備 に対す る 意識 ア ン ケ ー ト

調査 で は, 保護者 の 81 . 5 % が 関JL ､ を も つ な ど高 い

関心度 が 確認 さ れ た( 図w 2 ) ｡ 内容的 に は
, 視覚

と水遊 び 要素 を重視 した が, 水路 や 河川の 整備 に

つ い て は, 子 供 の 水遊 び に 対 す る十分 な 安全性 や

清掃 や ゴ ミ処 理 に 対す る保健性 を優先 す る こ と を

】

昇
Y

5
.0 0

4.0 0

も 3･0 0
∈

Z

l
ト 2.0 0

1.0 0

0 .0 0

期待 して い た
｡

一

方, 水 の 多面的利用 に 関わ る利

便性や 景観等 の 快適性 に 対 す る 意識 は低 か っ た ｡

2 ) 農業用水路 の 水質浄化機能保全 に 必要 な用

水量及び施設形態 ((参)

滋賀県日 野川地区, 栃木県芳賀北部地区, 大阪

府築留地区等で 調査 を行 っ た｡ 調査 で は, 非 か ん

が い 期 に は地区内河川の 水質が 著 しく 低下 す る が ,

農業取水量 の 減少 と ブ ロ ッ ク 内の水質環境 と が 密

接 に関連す る こ とが 判明 し, 水質環境面 で の 地域

用水 の 重要性 が 明 ら か に な っ た ( 図- 3 ) ｡ しか

し, 水路 ( コ ン ク リ ー ト 三 面張 り) の 自浄作用 を,

約4 0 分の 流下時間で 計測 した が , 今年度 は確認 で

き な か っ た ｡ 水質保全 に 必要な 水量 の算定 に お い

て は, 流達率 を適用す る の が 有効 で あ る こ とが 明

ら か に な っ た
｡

底

勾
配

水
と

人

底

形

底
素

材

水

質

水
深

流

速

生

き

物

臭

い
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水
の

書
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る
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時

刻
水
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幅
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が
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幅

天

候
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丁
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量

水
呈

透
明

度

図- 2 栃の 木 用水周 辺 の 水環境 整備要 望

* ) 農 業工 学研 究所 ･ 集落 整備 計画 研究 室

･････････
｢ ← 河川取 水地 点( 用水 A) -

●
- 取水 地点 下乗 の河 川( F地 点)

＋ か ん 机 ､ 用水( 用水 ∋) ･･････････一 -･･･････広 域水 利フ ロ
ック排 水路( 河川)

4 / 2 0 5 / 1 5 6 / 9 7 / 4 7/ 29 8 / 2 3 9/ 1 7 1 0/ 1 2 1 1 / 6 1 2 / 1 1 2 / 2 6

図
-

3 水 田農業 地番 の 河川 ･

か ん が い 用 水 水質の 時系 列 変動

* ) 農 業工 学研 究所 ･ 水環 境保 全研 究 室
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申

l
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地域用 水利用 分布
0 洗い 堵
●

●

●

◎

虐 へ 引水
防火 用水
公庫 ･ 親水
養魚堵

現在洗い 場を
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■■ 0
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匡≡∃ 1 0
-

20

転覆ヨ 2 0 - 30

應璽 3 0
-

5 0

■ 50 - 7 0

5 仰 メートル

ロロ

図一 4 多 目的水利 用 施設 の 配 置 と洗 い 場利 用世 帯の 割 合

* ) 九州 農 業試 験場 ･ 資 源評価 研 究室

3 ) 生活 ･ 親水系の 多目的機能 の 保全 に 必要 な

用水 量 及び施設形態 (③)

熊本県 日田 市名島地区で 調査 を行 っ た ｡ 調査地

区で は農業用水 の 地域 用 水機能 と し て挙げ られ て

い る1 3 機能 の う ち, 家事 用 水, 防火, 水辺創出 な

ど 7 項目 の機能が 確認 さ れ た ( 図- 4 ) ｡ 住民 (農

家 ･ 非農家 とも) に ア ン ケ ー ト調査 を行 っ た と こ

ろ, 地区全体 で は, 回答世帯 の1 5 % (91 世帯) が

洗 い 場 を利用 し て お り, 6 5 歳以 上 の 高齢同居者が

い る場合 の 方が 利用 割合 は高か っ た ｡ ま た, 集落

別 に み る と, 上 ～ 中流域 の
, 古 く か ら ある集落で

利用度 は高 か っ た が
, 洗 い 場 を利用 し て い る 家庭

の 割合 は, 最大7 0 % ～

最低 0 % と大 き く ぼ ら つ き

が み られ た
｡ 伝統的 な集落で は, か つ て の 利 用 形

態 が, 高齢者 を中心 に 引き 継が れ て い る の が確認

さ れ た
｡

4 ) 生物保全機能 の 維持向上 に 必要 な水量 及 び

施設形態 (④)

茨城県美浦村 の 休耕 田 に 落差工 を設 け, 水 田 に

遡上 ･ 産卵 す る 魚類 の 行動 に つ い て調査 を行 っ た ｡

用水路水門 は 4 月2 7 日 に 開か れ た が , そ の 直後 か

ら魚類 の 水 田 へ の遡 上 数 の 増加 を確認 した ( 図一

5 ) ｡ 遡上 した 魚類 の多 く は フ ナ類 で あ っ た ｡
こ の

ほ か
,

ヨ シ ノ ポ リ, メ ダカ の 遡上 も確認 で き た
｡

水 田 へ の 遡上 誘発因子 は, 温度差 (温度 の 高 い 水

田 の 方 へ 移動) で ある と い わ れ て い る が, 今回 の

試験 で は 水田 排水 の 温度が 排水路 の 水温 よ り低 い

場合 で も盛 ん な遡上 行動 を示 し, 産卵 した ｡ 産卵

か ら約 1 ヶ 月半後 の 6 月中旬 に は,
フ ナ類 の 稚魚

は用水路 に 降下 した が
,

メ ダカ は 遡上 後 も 試験 田

内 に 居続 け
, 頻繁 に産卵 を繰 り返 し, 用水路 に 能

動的 に 降下 す る行動 は 示 さ な か っ た
｡

な お, 試験

田 内 で の水 の 滞留時間は 3 時間程度で あ っ た が
,

窒素除去効果 が 認 め ら れ た ｡

5 ) 漕手既用水 と調和 した 地域用水 の 最適水利用

期別 パ タ ー ン の 解明 (⑤)

自動計測 シ ス テ ム は 6 地区 (秋 田 県稲川地区,

栃木県芳賀北部地区, 新潟県花房用水地区, 滋賀

県姉川用水地区, 高知県栃 の 木用水地 区, 大分県

島内地区) で 安定 した連続観測 が 可能 と な っ た( 図

【 6 )
｡

設置セ ン サ ー

の う ち
,

水位計 ･ 水温計 に つ

い て は
, 設置後全 く 故障 は発生 せ ず, 安定 して 使

用 で き た の に 対 し
, p H 計 ･ 導電率計 で はセ ン サ ー

部 の 洗浄 な どメ ン テ ナ ン ス を頻繁 に す る 必要 が あ

っ た
｡ ま た , 観測値 を送信 す る通信 シ ス テ ム で は

初期設定 の 不具合等が 発生 した が
,

1 ヶ 月程度 の

経過後 に は安定 して 稼働 した ｡ 悉皆 ア ン ケ ー ト調

査 は 5 地区で 完 了 した が , 平均8 0 % 以 上 の 有効回

答票 を 回収で き た
｡ 回答者 の 年齢階層

･

性別 な ど

の 属性 も 多様 で あ っ た ｡ デ ー タ の 詳細 な分析 は10
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図- 5 魚類 の 遡上 数

* ) 農業工 学研 究所 ･ 集 落排 水 シ ス テム 研 究室
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3/ 3 1 4 / 川 4 / 2 8 5 ハ 2 5 / 2 t ) 6 / 0 9 6 / 2 3 7 / 0 7 7 / 2 1 8 / 0 4 8 / 1 8 9 / 0 1 9 / 1 5 9 / 2 9 1 0 /1 a l O / 2† 11 ′1 0 1 1 / 2 4 1 2 / 0 8 】2/ 2 2 1 / 0 5

周一 6 A 地 区 に お ける 用水路 の 水位 観 測値 及び 流 量換 算値

* ) 農 業工 学 研究 所 ･ 施 設管 理 シ ス テム 研 究室

年度 の 作業 と な る が , 洗 い 場等 の 利用 を し て い る

地区ほ ど水路 の 清掃回数 が 多 い 傾向が あ る こ と や ,

用水利用 の 中止 理 由と して 用途 に 係 わ らず水質悪

化 を あ げる も の が 多 か っ た ｡

6 ) 土 地利用条件 に 対応 し た地域用水施設配置

((軒)

岐阜県郡 上 郡八 幡町 で 調査 を行 っ た
｡

水路系統

別 に土 地利用 と水質 の 状況変化 に つ い て踏査
, 聞

き 取 り を行 っ た
｡ 水質 の 変化 に 対応 し て

,
か つ て

は各戸 が飲水用, 食物等 ゆ す ぎ用, 食器洗 い 用 の

等 に使 い 分 け,
こ れ を更 に 鯉等 の 飼養 や庭 へ の 引

水 し
, 最後 に 河川 へ 落水 と い う 利用 体系 を取 っ て

い た も の が
,

堰板 で 堰上 げて 濯ぎや 打 ち 水 に 利用

す る な ど中水道水的利用 へ と 変化 して い る こ と が

確認 で き た
｡ 水質 を保全 す る た め の 取 り組 み と し

て, 用水路周 辺 の 土 地利 用 や 環境 に 関わ る事項 で

は, 用水路延長 を分割 した 受益当番制 に よ る清掃,

用水施設 の 維持管理 費用補填 を 目的 と した コ イ ン

の 投げ込 み の 試行, 水環境啓蒙活動 な どが 多様 に

行 わ れ て い た
｡ 多様 な 用水利用 (表- 2 ) を確保

す る に は, 水系毎 の 土地利用 を含 め た 組織的対応

が 必要 で あ る こ と を 改め て確認 した ｡
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表 -

2 水 路 の 利用 区分 と利 用態様 およ び 対象地 区で の利 用

利 用 区分 利 用 態 様

生 活利 用 野菜洗 い 洗濯 床 下 引き 水 食物貯 蔵 防火貯 水 その 他

親 水利 用 魚取 り 釣 り 水 遊 び 水泳 庭 へ の 引 き水 公 園 へ の 引 き水 夕涼 み 散策 ･ 眺望 その 他

祭 り ･ 行 事 各種 の 水 神祭 り 灯籠流 し 水 辺イ ベ ン ト 花 火大 会 環境 教育 そ の 他

観 光利 用 鯉や 川魚 の 放 流 舟遊 び 水 辺景 観 水 の 名所巡 り そ の 他

環境 維持 地下 水滴 養 河川 へ の 通水 植物 生 育 動物 ･ 昆虫生 育 そ の 他

生産 利用 養魚 養殖 発 電 水車 酒 ･ 味噌(農 産加工) 染織 和紙 づ く り 舟 運 そ の 他

排水 利用 雨水 排水 生活 排 水 除雪( 消雪 ･ 流 雪)

※ 渡部 一 二 : 親 水 空間 づ く りの 理念 と調査 ･ 計 画 ､ 農 業土木 学会 詰5 9( 7 ) , p p .6 3 - 6 9 ( 1 9 9 1)

* ) 農業 研 究セ ン タ ･ 地域 計 画研 究室

表 - 3 利 用対 象 に よる 土 地 改良施 設 の 他 目的使 用 の 類 型

水面 を利 用 する も の : 遊 寓地等､ ボ
ー ト乗 り場 ､ キ ャ ン プ場 ､ 釣 り場 ､ ポ

ー ト等の 練習 コ
ー

ス
､

ゴ ル フ の

打 放 し練 習場 ､
その 他 親水 施設 ､ 鳥 の 保護 ･ 観 察施 設 ､ 公 園

水 を利 用す る も の : 遊園地 等､ キャ ン 7
0

場 ､ 釣 り場 ､ 昆 虫や 魚類 の 保護 地 ･ 施 設､ その 他 親 水施 設､ 養 魚

場 ､ 公 園､ 防火施 設 など の 公共 施設整 備 ､ 消 ･ 流雪 等

土地 を利 用 する もの : 遊 園地等､
キ ャ ン プ 場､

ゴ ル フ の 打 放 し練 習場､ 昆 虫や 魚類 の 保護地 ･ 施 設､ 鳥 の

保 護 ･ 観 察施 設､ 植 樹 帯 ･ 緑 道 ･ 散策 道､ 自転 車道 ･ サ イ クリ ン グ ロ
ー ド､ 公 園､

ゲ

ー トボ ー ル 場等の 運 動施設 ､ 野 外劇場 等の イ ベ ン ト の 開催､ 駐輪 場 ･ 駐車場､ 防火 施

設な ど の 公 共施 設整 備､ 集出荷 場等の 農業 用施 設

施設機 能を利 用 する も の : 防 火施 設､ 消 ･ 流 雪 等
* ) 農業 工 学研 究所 ･ 地域 計画 研究 室

表 一4 戸 ノ ロ堰 用水 に お ける地 域用 水 の 利用 と管 理

利 用 の 場所 飯盛 山 ･ 弁天 洞窟 御 薬餌 鶴 ヶ城 公 園 市街 地 消雪溝

地 域用 水 の 種 類 景 観用 水 景観 用水 景 観 ･ 水 質維持 用 水 流 雪用 水

水利 権 戸 ノ ロ堰 土地 改 良区

施 設所 有権 会津 若於 市

管 理権(管理 費用 負担 者) 会津 若桧 市

実 際 の 管理者 飯盛 山本店(商店) 会 津若 松観 光公 社 会 津若松 市

* ) 宇都宮 大学 農業 環境 工 学科 ･ 水 谷研 究室

7 ) 農業施設 の地域用水利用 に お け る施設整備

計画手法 ((丑)

都道府県 を対象 と した ア ン ケ ー ト調査 に よ っ て,

他目的使用 の 実態把握 を行 っ た
｡ 他目的使 用 は,

多様化が 進 ん で い る ( 表- 3 ) が
, 利用対象 に よ

り 水面 ･ 水 ･ 土 地 ･ 施設機能 の 4 つ に 類 型化 で き

た
｡ 水面 と 土 地 を含 め た 空間利用が, 他目的使用

の 主要 な契機 で あ っ た ｡ 調査対象8 77 事例 の う ち,

市街化区域内の 他目的使用 は18 % , で こ れ ら は公

園, 植樹帯, 散策道等 の 都市緑地 と し て利 用 さ れ

て い た ｡ 利用主体別 で は市町村 を は じ め と す る公

的団体 が 過半 を占 め て い た
｡ 他目的使用 に 関わ る

契約書 の 作成割合 は
, 利用者 が 公的団体 の 場合で

は4 5 % に と どま る の に対 し て, 民間業者 の場合 は

8 3 % と高 い ｡ し か し, 契約 の 必要度 に 対 す る 認識

は低 く, 内容 の 多 く は使 用 量 に 関す る も の に 限定

さ れ て い た ｡

8 ) 地域用水 の 利用形態 に 対応 した 最適管 理 方

式 ((勤)

福島県戸 ノ ロ堰土地改良区, 栃木県西鬼怒川土

地改良区等 で 調査 を行 っ た( 表- 4 ) ｡ 戸 ノ ロ堰 土

地改良区で は, 景観 用水 , 水質維持用水, 流雪用

水 な どが 確認 さ れ た が
, 水車動力 と 生活用 水 の利

用 は既 に 消失 して い た ｡ 同地区で は, か つ て飲用
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水, 防火用水利用 を起源 と す る宅地賦課が 存在 し

た が
,

土 地改良法 と の 関係 か ら ｢ 流水維持管 理 負

担金+ , ｢ 農村環境整備負担金+ と名称 を変 え つ つ
,

流水利用料的性格 を帯びた自治体 の 負担金 に 代替

えさ れ て い た ｡ 西鬼怒川土 地改良区で は, 食器荒

い
, 野菜洗 い

, 洗濯, 農具洗 い
, 靴洗 い

, 漬 け物

冷蔵, 池 へ の 引水, 掃除用 の水, 手足洗 い
, な ど

の 生活用水利用が 確認 さ れ , 住民 の利用 に 対す る

継続意向も 強か っ た ｡ こ う した利用形態 は, か つ

て の 地域用水が
, 慣習的 な性格 を も つ ｢ む ら の用

水+ と して の 性格 をも っ て い た こ と を 示 す も の と

考 え ら れ る
｡

5
. おわ り に

本研究 は, 具体的 な地域用水用途 を基 に定量化

の 方法 を体系的 に整 理 し,
こ れ ら に ふ さ わ し い 管

理 方式 を提案 す る こ と を 目的 と して い る｡ 結果 は,

地域用水 の ガ イ ド ライ ン 等 に も反映 して い き た い

と考 え て い る
｡

現在, 水利要素 の観測 や 聞 き取 り, 現地踏査等

を 進 め て い る が , 試行錯誤 は避 け られ な い
｡ 読者

の ご意見や 関連情報 に 期待す る ほ か, 研究推進面

で 担当者 が お た ず ね した 場合 に は,
ご協力 をお 願

い した い
｡
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【報 文】

国営 ｢ 新潮北地区+ に お ける 地域用水機能増進の 取組み

吉 田 光 広
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1 . は じめ に

滋賀県琵琶湖 の 最北部 に 位置 す る湖北地方 は
,

昔年 か ら水争 い に あ けく れ , 貴重 な水 を農業用水

を 中心 に 生活用水 (米, 野菜, 食器 の 洗浄 , 風呂

の 水, 道路 の 打水 な ど) , 防火用水, 消流雪用水 な

ど多面的な 地域用水 と し て利活用が な さ れ て き た

古 い 歴史 が あ る｡ 昔時 は, 水 を汚す 者 は罰 せ ら れ

た と伝 え られ て い る こ とで も わ か る よ う に , 少 な

い 水 を集落内 を循環 さ せ 最大限 に活用 して き た ｡

しか し, 昭和30 年代後半か ら 高度経済成長 に 伴 い

兼業農家 の 増加 に 拍車が か か り,

一

部 の地域 を除

き そう した 水利用 が 集落機能 と併 せ て低下 して き

た ｡

こ の よ う な中, 平成1 0 年度 に 農業水利施設の 更

新事業 と して ｢農業 用 水再編対策事業 (地域 用 水

機能増進 型)+ と, こ れ を支援 す る地域用水機能増

進事業 と い う画期的な 事業制度 が 創設 さ れ た ｡

これ ら の 事業制度 を 活用す る こ と に よ っ て, 湖

北地方 に 存在す る地域用水機能 を増進 す る と 共 に ,

集落 に お い て 農家 ･ 非農家が 一

体 と な っ て取 り組

む こ と に よ り, 集落機能の 維持確保 は も と よ り教

育の 場等 の 多面的, 公益的機能 を最大限 に 発拝 し
,

さ ら に , 農業の 生産性向上 と地域用水機能増進 の

相乗効果 に よ っ て, 湖北地方が 潤 い と安 ら ぎの あ

る 農村 と して 更 に発展 す る こ と が期待 さ れ る ｡

こ こ で は , 今年度 よ り湖北地方で 実施す る 国営

事

近畿農政局建設部設計課
♯ ♯

近畿農政局建設部水利課

西 澤 朗
* *

(A k ir a N I S Ii I Z A W A )

6
.

地域 用水 機能 増進 の 効 果 と考え方 … … … … …

4 2

7 . 施設 の 整 備 と維持 管理 ･ … … … ‥ … … … … … …

4 4

8
. ｢ 水 すま し構想+ と地域 用 水機 能増 進事業 … … 4 4

9
. 支援 体制 の 確立 と地域 用水 機能 の 啓 蒙普及 … 4 5

1 0
.

お わり に
‥ … ‥ ‥ … ‥ … … ･ ･ … ･ ･ … … … … … … …

4 6

農業再編対策事業 ｢新潮北地区+ と, 併 せ て 湖北

土 地改良区が 事業主体 と な っ て 実施す る地域用水

機能増進事業 の取組 の 中 か ら, 地域用水機能 と そ

の 増進 の 考 え方 に つ い て 紹介 す るも の で ある
｡

2
.

地 域 の 概要

湖北地方 は, 長浜市, 東浅井郡浅井町, 虎姫町,

びわ 町, 湖北町, 伊香郡木之 本町
, 高月町, 余呉

町 の 1 市 7 町 に ま た が り, 古来 か ら近畿
･

東海 と

北陸 を結 ぶ 交通 の要所で あり, 現在 で はJ R 北陸本

線 , J H 北陸道 が 縦断 して い る｡ また , 日本最大の

湖で ある 琵琶湖 に隣才妾し, 豊臣秀吉 と柴 田勝家が

戦 っ た天下分 け目 の 戦場地 で ある 賎 ヶ 岳 や幾多の

伝説 を生 ん だ 余呉湖 な ど, 風光明媚 な地域 で あ る

た め観光地 と し て の 面も 併せ て持 っ て い る
｡

琵琶湖南部 は瀬戸内海気候 で都市化が 進 ん で い

る が , こ の 地域 は裏 日本型 の 気候 で 交通 の 要所で

あ る に も か か わ らず北部 山間 で は 過疎化 が進 み 集

団離村 も相次 い だ
｡

古く か ら こ の 地方 で は, 冬場 の 余剰労力 を利用

し織物産業 が 盛んで あ っ た が , 交通機関 の 発展,

周 辺 ( 長浜市 を 中心) の 工 業化, 農業基盤整備 の

進展, 農作業機械 の大 型 化 に よ り, 兼業 を主体 と

した 水 田単作地帯 へ 変貌 した ｡

現在 で は , ヤ ン マ ー デ ィ
ー ゼ ル ( 高月町 が発祥

の地 で ある) や 全国 の ブ ラ ウ ン管製造の 約80 % を

占め る 日本電 子 硝子 K K な どの 先端産業が 操業 し

て お り農業 も 兼業化 が著 し い が
, 各市町で は歴史

と 自然 を生 か した 町 づ く り を行 っ て い る
｡
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3 . 農業用 水の 歴 史的経緯

古 く か ら稲作農業 の 発達 して き た湖北地方 に お

け る水 田 用水 の 確保 は, 住民の 生業 が か か る農業

の根幹 を な して い た ｡ こ の 水田 用水 の 主た る水源

を余呉川, 高時川, 草野川 の 表流水 に 求 め て い た

が, そ の 水量 は不安定 な状態が 多 く 特 に 夏場 の 干

ば つ 期 に 稲 が枯死す る か否 か は農民 に と っ て生死

を分 け る程 の 問題 に な っ て い た
｡

しか も, 隣接集

落間の 利害関係 が 相反 す る 問題 だ け に 複雑 な伝統

や慣行が 生 ま れ た ｡ そ の 主た る も の と して は, 余

呉川水系 に お け る黒 田 集落等 に よ る余呉湖 の ｢湖

尻さ ら え+ , 高時川井明神付近 に伝 わ る ｢井落 し+

や 姉川 の 水争 い な どが あ る｡ ｢ 井落 し+ は 四世紀 に

わ た っ て 実施 さ れ た慣習 で
, 昭和 に 入 り 8 年, 15

年 に 行 わ れ た
｡ ｢ 井落 し+ の 行 わ れ た 昭和 8 年 の 大

干 ば つ を契機 と して, 水利施設 の 強化, 分水施設

等 の 合 理 的改善 が真剣 に 論議 さ れ る よ う に な り,

昭和11 年 に 県営事業 で 6 井堰 の う ち 4 井堰 を統合

す る事業 が 発足 し昭和1 7 年 に 完成 した ｡
こ の こ と

に よ り, 四 世紀続 い た 伝統行事 で ある ｢井落 し+

も前年 で 終止 符 を打 っ た
｡

昭和3 0 年頃 に な っ て, 湖北 3 郡 の 総合開発構想

が 当時の 長浜市長な どか ら持 ち上 が り, 余呉湖 を

中心 と した 治水事業 と利水事業 を行う こ と と な り,

治水 は滋賀県, 利水 は農林省 で 施 工 す る 建議 が な

さ れ た
｡

そ の 結果, 治水事業が 先行 す る こ と と な

り, 利水事業 に つ い て は 昭和40 年国営湖北農業水

利事業が 発足 し, 余呉湖 か ら余呉川, 高時川, 草

野川水系 に そ れ ぞ れ 流域変更 に よ る 用水補給 が 行

わ れ 昭和61 年 に 完了 し た｡ 過去40 0 年余 り に わ た

る水利紛争 は抜本的 に解消 さ れ, 新 し い 水利秩序

に 従う管 理体制 に 移行 した ｡

4
. 現況 の 地 域用 水機能

昭和30 年代 以 前 に お い て は, 農業用水路 は全 て

(大規模 は除 く) 魚獲 りや 水遊 び な ど子供 の 遊び

場 で あり, 土 水路 で 水草が 繁茂 して い た た め 民家

か ら の生活雑排水 を浄化 す る 機能 を持 っ て い た ｡

一

方, 集落内 を通過 す る農業用水路 に お い て は,

野菜 や米等食物 の 洗 い 水 で あ り風呂や洗顔等雑用

水 と して 使用 さ れ て い た
｡

ま た , 防火水槽 の 設置
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国営湖 北農業 水利 事業に よ り造成 さ れた基 幹水 施設

さ れ て い な い 当時で は消防水利 は全面的 に 用水路

に 依存 し て い た ｡ し か しな が ら現在 は, 子供 が遊

べ る水路 は姿 を消 し川 を 中心 と した 憩 い の 場 が 設

定 さ れ て い る と い う地区は ごく限 られ た 少数 の 地

区の み で ある｡

こ こ で地域用水 の 具体的事例 と して , 本地域 の

北部 に 位置 す る雨森集落 の 取 り組 み を紹介 す る ｡

雨森集落 は, 高月町 の東北部 に 位置 す る 人 口52 0

人 ほ どの小 さ な集落 で あ り, 江戸時代, 日本 と 朝

鮮 の 外交 に大 き な功廣 を残 した儒学者 ･ 雨森芳洲
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の 出身地 と して 知 られ て い る｡∧
ま′た , 地域 づ く り

に 関連 し て数 々 の 表彰 を受 け, そ の 活動 を視察 す

る た め 多く の 人 が 訪れ て い る｡

本集落 の地域用水 は, 有史以来 (集落形成
･

水

田開発 が 行 わ れ た 以降) か ん が い 用水, 生準用水

(飲料水, 魚と り, 遊 び場 , 食物 の 洗浄等) と し

て利活用 が行 わ れ て き た が,･･昭和3 0 年代 か ら上水

道 が布設 さ れ洗濯機等 の電化製品が 普及定着 した

こ とか ら, 生活用水機能が 縮小 さ れ て き た
｡ 農家

は兼業化が 進 み 非農家 も増加 し て き た が , こ れ ら

地域用水 の管理 は農家 が 中心 と な っ て 行 っ て き た ｡

昭和4 0 ～ 50 年代 は, 高度経済成長期 で 益々 兼業

農家 が 増加 (約9 0 % ) し, 非農家 の 用水管 理 に 対

す る認識 が さ ら に 低下 す る と と も に 生活用水横能

も著 しく低下 して い っ た｡

昭和60 年代, ｢ 東 ア ジ ア交流 ハ ウ ス 雨森芳洲庵+

の建設 を契機 に , 区長 が 中心 ヒな り 美 し い 村 づ く

り を目指 して ｢風景憲章+ が 制定 さ
_
れ た ｡ ま､ た ,

｢ ふ る さ と雨森の 風景 を守 り育 て る協定+ を全戸

の 住民 の合意を得 て締結 し, 住民 の 景観に対 す る

意識 の 高 ま り の 中か ら地域用水機能 が特に 親水 ･

景観機能 と して 見直 さ れ, 住民 の 手 に よ っ て手作

り の 水車 な どの 施設整備, 美化活動 が 進行 し, 用

水路 の水 辺 を中心 と した 美 し い 村 が 形成 さ れ た
｡

現在 で は, 豊か な 用水 を 中心 と して 地域用水機

能 の
一 層の認識と 理解 が 深 ま る と と も に , 観光客

の 増加 も あらて , さ ら に 美 し い 村 づ く り へ の 意欲

的な 取組争が 行わ れ本来 の 地域用水機能 の 回復 が

図 られ て い る■｡

こ の よ う に 本地域 で は先進的 な 取組の 事例 も み

られ る が, 多く の集落 にお い て は 地域用水機能 の

回復 が 課題 とな っ て い る ｡

5 . 地 域用 水機能増進 の た め の 事業制度

先 に も述 べ た よう に 地域用水機能 を増進す る た

め に は, 平成1 0 年度 に創設 さ れ た ｢農業用水再編

対策事業 (地域用水梯能増進些) + と ｢ 地域用水横

能増進事業+
■を互 い に 補完 し つ つ 活用す る こ と と

な る
｡ 事業制度 の概要 は以下 の と お りで ある ｡

(1) 国営農業用水再編対策事業 ( 地域用水機能増

進型) ‥ ･ … 通称 ハ ー ド事業

①目的

農業用用排水路 の整備 を行うに 当た り, 地域

用水機能を正 当 に 評価 した 上 で農業用水 の 循環

利用 を積極的 に 促進 す る も の で あ る｡

雨森 集落 の 農 業 用用 排水施 設 が 有する地 域 用水機 能

本地 区 に存 す る農業用水 利施 設群 は, 地域 の 風 土 や歴 史的 習慣等 を土 台と して , 農業 用水 の 送 排水等の 機 能 の

ほ か に
,

･ 集 落 内周辺 を経 由す る 区間 に お ける観 賞魚 の 養 育 ( 写真 A )
･ 水 辺を生 か し た花壇や 水車の 配置 に よ る快 適景観 の 形成 (写 真 B 及 び C )

･ 洗 い 場な ど生活 用水 と して の 活用 (写実 D )

･ 角 落 し の 常備 等に よ る 防災 用 水機 能 の 付加 (写 真 E 及 び F )

･

冬季の 消除 雪 (流雪)

など を多面 的 を機 能 を発揮 して おり
,

地域 の 生 活 に と っ て 切 り離 す ことの で き ない 施設 として
,

ま た
,

地 域 の う

る お い ある農 村景 観 に 不 可欠 を構成要 素と して 溶 け込 んで い る｡

写真 A
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写 真C

写真 E

②事業内容

農業用用排水路 の 新設, 廃止 又 は変更 (更新

事業) ｡

③採択基準

･ 概 ね3
,
0 0 0b a 以上 の 受益面積 を有す る こ と｡

-
･ 対 象 と す る施設 の 末端支配面積 が 5 b a 以 上

で あ る こ と
｡

･ 地域用水環境整備計画 が 策定 さ れ, 本事業 と

の整合が 図 ら れ る こ と｡

･ 土地改良区, 市町村, 集落等 で地域用水対策

協議会が 設置 さ れ て い る こ と｡

･ 地 区内 の農業用用排水路 (末端 5 b a 以上) に

対 し, 現状 で地域用水機能 を発揮 して い る水

路割合が10 % 以 上 で ある こ と｡

･ 現況 の 地域用水機能指標 に対 し, 計画後 の 地

域用水機能指標 の 増進割合が 5 % 以 上 で あ る

こ と (地域用水機能増進事業 と併 せ 行う場合

は1 0 % 以 上 で あ る こ と) ｡

④補助率

国の 負担 2 / 3

写真 D

写真 F

(2) 地域用水機能増進事業
‥ … ･

通称 ソ フ ト事業

(丑目的

農業用水 は食糧生産 の 基礎 と して の 役割 に加

え, 地域用水機能 (生活用水, 防火用水, 環境

用水等) を有 し社会資本 と して大 き な役割 を果

た して い た こ と か ら, こ の 地域用水機能 を維

持 ･ 保全 す る た め の諸活動や 支援活動 へ の取 り

組 み を支援 し, 農業水利資産 の維持 ･ 保全 をめ

ぐ る地域社会 に お け る新 た な支援体制 を確立 す

る
_
た め の も の で あ る

｡

②事業内容

ア . 地域用水機能増進 の た め の 支援活動
… …

通

称 ソ フ ト費

･ 地域用水機能増進計画 の 策定

増進す るた め の配水計画, 維持管理 計画の

策定, 関係機関 と の連絡調整, 啓発普及活動

費他｡

･ 地域用水機能支援活動

対策協議会 の運営, 増進情報整備, 事業推

進活動費他｡

･ 地域用水機能増進活動

増進 の た め に行う配水操作費, 維持管 理 費,
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水質管 理 費他｡

イ . 地域 用 水機能増進 の た め の 補完工 事
･ … =

通

称 補完 ハ ー ド費

農業用用排水路 の 補修, 共同洗 い 場, 防火

水槽, 堰 上 げゲ ー

ト, 反復 ポ ン プ, 生態系
･

景観保全水路等 の 設置｡

(卦採択基準

･ 土 地改良区, 市町村, 集落等 で 地域用水対策

協議会 が設置さ れ て い る こ と
｡

･ 地区内 の 農業用用排水路 (末端 5 b a 以上) に

対 し, 現状 で 地域用 水機能 を発揮 し て い る水

路割合が10 % 以上 で ある こ と｡

･ 現況の 地域用水機能指標 に 対 し
, 計画後 の地

域用水機能指標 の 増進割合が 5 % 以 上 で ある

こ と (農業用水再編対策事業 と併 せ 行う 場合

は1 0 % 以 上 で あ る こ と) ｡

･ 利水等 に 関 す る 各種権利関係が 調整 さ れ , か

つ 長期的 な水利用の 秩序化 が 図 ら れ る 見通 し

が ある こ と｡

･ 土 地改良区及 び市町村等 の 協力 に よ り地域用

水機能 を保全 して い く と い う機運が 存在 し,

そ の機能 が 将来的に 維持 ･

増進 さ れ る こ と が

確実 で ある こ と｡

④補助率

国 の 負担 5 0 %

(致その 他

･

本事業 は 最終的 に 集落 の 自主管 理 に 移行 す る

こ と を目的 と し て い る た め, 限定 8 年間 の 事

業で あ る｡

･ 増 進事業 の 円滑 な実施 た め最長 5 年間 の 準備

期間 を設 け る こ とが で き る ( ソ フ トの 予算総

額 は 8 年間分｡ 補完 ハ ー ド費 は積 み 上 げ必要

額) ｡

6
. 地 域用 水機能増 進 の 効果 と 考 え方

国営湖北農業水利事業, ある い は集落 で設置 し

て い る地域用水施設 を農業水利施設 の 更新 と 合わ

せ て 整備 す る こ と に よ っ て 次 の 効果が 発現 で き る
｡

(1) 直接効果

①景観 ･ 生態系保全 ･ 親水機能

従来 の集落内水路 は各種機能 を保持 して い た

が
, 基盤整備 の 進展 に 伴 い 近年 は 排水路化 して

い る路線 が 多く,
こ れ ら に つ い て 農業用 水 を分

水ゲ ー ト, ポ ン プ等 で循環 す る こ と に よ っ て 各

種機能 の 増進 を 図る ｡ 復活 した 清流で は景観
･

親水機能 が 確保 さ れ, ま た
, 清流 と な る こ と に

よ っ て琵琶湖周辺特有 の フ ナ
,

モ ロ コ
, ア ユ

,

シ マ ド ジ ョ ウ な どの 多様 な生態系が 保全 さ れ ,

子 供達 が遊 べ る親水性 の 高 い 水路 と な る｡

②消流雪用水機能

湖北地方 は豪雪地帯 ( S 5 6 豪雪で は体育館 が

潰れ た) で あ り, 農業用水 の 幹支線水路 の 一

部

は 流雪機能 を保持 して い る ｡ さ ら に 集落内水路

の 水量 を確保 す る こ と (常時流水 が存在す る こ

と) に よ り, 集落内 の 各 人 家 の 除雪 に 必要 な消

雪機能が 拡充 さ れ そ の 労力 が 軽減 さ れ る｡

③防火用水機能

集落内水路 は 排水路化 に よ り防火用水機能が

低下 して い る が, 流水 を確保 す る こ と に よ っ て

防火水槽や 角落 し に よ る堰 上 げ施設 の設置が 可

能 と な り, 防火用水機能 の 充実が 図 れ る
｡

これ

に よ り集落 の 火災 に対す る安全性が 向上 し, 安

全 な生 活環境が 保持 で き る｡

④生 活 用水機能

近年, 社会生活 に お い て 清潔感寛が 強 く 求 め

られ て い る が , 水路 に 清流が 流下 す る こ と に よ

つ て 大根,
ニ ン ジ ン な ど野菜類 の

一

次洗浄, 農

機具 の 洗浄, 道路 へ の散水等 の 機能増進 が 図れ

る ｡

(2) 間接効果

①集落機能 の活性化

湖北地方 に お い て も農家の 兼業化 は顕著 で あ

り, 農村で は あ る も の の 都市的傾向が 強く な っ

て ｢ 村 ま つ り+ ｢ 盆踊 り+ ｢ 観音講 ( お こ な い)+

な ど集落住民間の 連携 が稀薄 に な り つ つ あ る｡

こ の た め, 集落住民が 一

体 と な り農業用水 と農

業水利施設 を利活用す る こ と に よ っ て農家 と非

農家 の コ ミ ニ ケ ー シ ョ ン が深 め られ , 集落機能

の 活性化 が 図 れ る ｡

②農業水利施設 に 対 す る管 理 支援

農業水利施設 の維持管理 は, 地域用水機能が

存在 して い る に も か か わ らず農家中心 の 管 理 が

さ れ て き た が , 集落住民が 農業水利施設 を 日常

的 に 利活用す る こ と に よ っ て施設周辺 の環境 に

対 す る意識 が 高 ま り ゴ ミ投棄 が大幅 に 減少 す る
｡

ま た , 集落共有 の 施設 で あ る と い う認識 か ら 集

落住民自 ら が 美化
, 清掃 に 参加 して い く こ と に

よ り, 農家 の 維持管 理 に か か る労力の 軽減 が 図
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(卦農業水利施設更新事業 に 対 す る 理解度が 深 ま

る

農業 が 過保護 で あ る と考 えて い る 人 々 に 対 し

て
,

地域用 水機能増進 を 図る こ と に よ り農業用

水 の も つ 多面的機能 の 認識 が 高 ま り
, 農業水利

施設 の 必要性 が 理 解さ れ る ｡
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④食料生産, 身近 な 環境 に 対 す る教育

食料生産, 地域環境, 生態系 へ の思 い な ど
,

我々 が 生活, 社会 を構成 して い る基礎的要件 を

地域用水機能 の 増進 を通 じて 身 を も っ て 体験 で

き る こ とか ら, 地域 の 子 供達 に と っ て 貴重 な教

育 の 場 を提供す る こ と と な る ｡
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施 設 の 整 備計 画 ( 案)

施設タイ7
0

機 能の 種別 機能 の 増進 目標 整 備す る施設の 概要 予 定管理者 備 考

現 況 目 標 構 造 数量

掛樋 景観 ･ 親水 老朽化 水位変動の 安定化 鋼製掛樋 1 .0 改良区
･ 集落

堰 景観 ･ 親水 老朽化 水位変動の 安定化 転倒堰 ( ゴ ム
, 鋼製) 5. 0 改良区 ･ 集落

反復 ゲート 景観
･

親水 老朽化 水位変動の 安定化 鋼製転倒 ゲート 6 .0 改良区
･

集落

反復 ゲート 景観 ･ 親水 老朽化 水位変動の 安定化 鋼製 ス ライ ドゲ
ー

ト 3. 0 改良区
･ 集落

反復 ポン プ 景観
･

親水 な し 水位変動の 安定化 揚水 ポ ン プ 6 .0 改良区
･ 集落

親水水路 景観
･

親水 な し 景観 ･ 親水機能 の 増進 石積 み 6
.
0 集落 延 長1

,
650 m

親水公 園 景観 ･ 親水 な し 景観 ･ 浸水機能の 増進 植栽,
ベ ン チ等 14. 0 集落

石積 み水路 景観
･

親水 な し 景観
･

親水機能の 増進 石積 み 2 .0 土 地改良区 延長77 0 m

ホ タ ル ブ ロ ッ ク 生態系 な し 生態系の 保全 ブ ロ ッ ク積 み2
.
0 × 0 .9 m 1 .0 土 地改良区 延 長8 0 0 m

浄化型水路 水質浄化 な し 【F 流水質 の 改善 石積 み 水生植物 1. 0 集落 延 長2 0 0 m

調整池 水質浄化 な し 下流水質の 改善 150 0 m ( 50 * 30 * 1 . 0) 2 .0 改良区 ･ 集落

手先い 場 生活用水 な し 共同利用可能 な施 設 コ ン ク リート 4 m
℡ 2 3 .0 集落

チ ェ ッ ク ゲート 生首舌用水 な し 水位変動の 安定化 鋼製 ア ン グ ル 15. 0 集落 水位 安定型

チ ェ ッ ク ゲート 生活用7K な し 集落内水路の 機能復活 鋼製 ア ン グ ル 6 .0 集落 地域 用水導水型

角落 と し 防火用水 な し 防火用水の 確保 吸水 ピ ッ ト , 鋼製ア ン グル 3 3 .0 集落

防火水槽 防火用水 な し 防火用水 の 確保 コ ン ク リート水槽 4 0 m
3

14. 0 集落

丁 . 施設の 整備 と維持管理

(1) 施設 の 整備計画

本地域 で 実施 す る 国営農業用水再編対策事業

｢新潮北地 区+ の 主要工 事 は, 琵琶湖 か ら余呉湖

に 補給 す る 余呉湖補給揚水機及 び送水路 の 増設 と

老朽化 した 水路等 の 改修で ある が , 併 せ て 湖北土

地改良区が 事業主体 と な っ て 実施す る地域用水機

能増進事業 に よ り地域用水機能増進施設 を整備 す

る も の で あ る｡

(2) 施設 の 維持管 理

国営, 県営事業 で 造成 した 用水路 に つ い て は現

状 どお り 土地改良区管理 と し, ほ場整備事業 で造

成 した 用 排水路 に つ い て は
,

地元 集落 が 管理 す る ｡

地域用水機能 の た め の 施設 に つ い て は基本的 に集

落が 管 理 す るが , 広域的施設 (水辺空間保全施設 ,

生態系保全施設, 水質浄化施設 , 景観施設 の 規模

が 大 き い も の) に つ い て は地域住民 と と も に土地

改良区が 管理 す る こ と と して い る｡

8 . ｢ 水すま し構想+ と 地 域用 水機能増進事業

(1) み ずす ま し構想

琵琶湖の 水質 や 周辺地域 の 環境 は, 高度経済成

長以 降の 社会情勢 の 変化や 都市化 の進展 に よ り 悪

化 の
一

途 をた ど っ て き た ｡ 赤潮 を契機 と し て 昭和

55 年 に ｢ 琵琶湖富栄養化防 止 条例+ が施 工 さ れ た

こ と に よ り
, 琵琶湖の 水質 は 一

時回復 の 兆 しが み

ら れ た も の の予断 を許 さ な い 状況 で ある ｡

こ の こ と か ら, 農業分野 で も こ れ ま で の 集落排

水 な どの 対策 に加 え, 水 田等 の 農地か ら 琵琶湖 へ

流入 す る 汚濁負荷対策 を 一

層推進す る た め の 新 た

な取組 が 必要 と な っ て き た｡ そ の た め, 滋賀県 が

地域 に あ っ た 水循環 の保全 ･ 自然 と の共生 ･ 住民

参加 を基本理 念 と して , 琵琶湖 や 農村 の 自然環境

を ま も る 水質保全 へ の 取組 を ｢ み ずす ま し構想+

と名付 けて 進 め よ う とす る も の で ある
｡

本地域 で は, 余呉川流域 の 反復利用施設や ホ タ

ル 水路 な ど の 生態系保全施設 を取 り 込 み, 別途｢地

域用水機能増進事業+ で 組織 す る ｢地域 用 水機能

支援活動+ に よ り住民参加 に よ る施設 の 維持管 理,

水質管 理, 配水操作 を行 い
,
｢ み ずす ま し構想+ の

基 本 理念 に 沿 っ て 水質保全 へ の 取 り組 み を具現化

す る も の で ある
｡

(2) み ずす ま し構想 に 係 る本地域で の取 り組 み

(カ国営農業用 水再編対策事業 (地域用水機能増

進型) ｢ 新潮北地区+

ホ タ ル 水 路 : 農業用用排水路 を ホ タ ル 水路

に更新 し生態系 の 保全 を 図る ｡

反復利用水路 : 老朽化 して い る農業用水路 を

更新 し別途設置 す る 反復利用

施設 と併 せ て 農業排水 の循環

利用 を図る ｡

(多地域用水機能増進事業 ( 土 地改良区営)

反復利用施設 : 排水路 に 設置 さ れ て い る井堰,

ゲ ー ト, ポ ン プ類 の 更新及び

新設 を行 い 農業用水 の 循環利
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用 を 図 る｡

調 整 池 : 排水路末端 に 調整池 を設 け,

農業排水 の 浄化 と 流出負荷 の

削減 を図 り併 せ て 水 と の ふ れ

あ い の 場 を提供する ｡

浄 化 型 水 路 : 集落内の 用排兼用水路 を水生

植物 に よ る浄化 塑 水路 に 更新

し水質 の 保全 を 図る ｡

支 援 活 動 : 農家及び非農家 が地域用水機

能の 増進 を通 じて, 将来 に わ

た り共同で 農業水利施設 を維

持保全 して い く こ と を目的 と

す る｡

･

地域用水機能 を増進 さ せ るた

め の 取水調整 , 配水調整
,

水

質管理

･ 住民参加 に よ る 水路及 び調整

池 の 清掃 と周 辺植栽等 の 管理

に 係 る 活動 の 補助及 び調整

･ パ ン フ レ ッ ト, ポ ス タ ー

の 作

成配布, イ ベ ン ト の 実施等地

域住民 へ の 啓蒙普及の た め の

活動

9
. 支援体制の 確 立 と 地域用 水機能の 啓蒙普及

地域用水機能 の 増進 を 図る た め に は 地域住民 へ

の 啓蒙普及が 不可欠で あ る｡
こ の た め, 滋賀県,

市町, 滋賀県土地改良団体連合会, 各市町消防 の

担当者, 土地改良区
,

主要分水 工 管理 者, 農家代

表等 で 組織 す る 地域 用水対策協議会 を設立 し,

様 々 な 方面 か ら の 意見 ･ 情報 を収集 し, 湖北地域

の 農業用水 ･ 地域用水 の 有効 か つ 適 正 な利用 を促

進 す る｡

(1) 地域用水機能 の 啓蒙普及 の 考 え方

パ ン フ レ ッ ト及 び チ ラ シ ( 新聞折 込) の 配布 を

行 い
, 本事業 に よ る活動方針 ･ 報告 を地域住 民 に

周知す る と と も に イ ベ ン ト ( 町 ぐる み ク リ ー ン ア

ッ プ作戦等) や講師 を招 い て の 講演会 に よ り ｢ 自

分 の住 む地域 をよ り住 み や す く す る た め に は …

+

と考え る機会 を 設定す る
｡

ま た , 意向の 強 い 集落

に は先進地 の 視察等 も考慮 して い く ｡

(2) 支援組織 の 考 え方

各集落 で 地域用水 に 関す る 要望 ･ 意見 を集約 す

る リ ー ダ ー を選出 し
, 協議会, 市町, 土 地改良区

地 域 用水対 策協議会 の 構 成

所 属 等 役 職 人数 備 考

湖北土 地 改良区 理 事長 1

1 学職経験者

滋賀児耕地 課 課 長 1

関係 各町 町 長 7

滋賀鼎長浜 県事務所土地改良課 課 長 1

滋賀県土 地 改良事業団体連合会 専 務理事 1

湖北土 地 改良区用水調整委員全 委 員 13

湖北土 地改 良区水系管理 委員会 委員 長 1 1

湖北土 地改 良区 専務 理事 1

み ずすま し協議 会委員 委員 他 3

集落代表者 区長会 長 8

計 4 8

支援 活動 本部 の 構成

所 属 等 職 名 人数 備 考

湖北土 地改良 区 専務 理事 1 本部 長

// 参 事 1

// 課 長 1

// 職 員 2

関係市町 課 長 3

計 8

支援 活動委員 会

所 属 等 職 名 人数 備 考

滋賀県耕地 課 参 事 1

滋賀県長浜 県事務所土 地改良課 課 長 1

関係各町 課 長 8

湖北土地改 良区 役職 員 5

計 1 5

集落 実行 委 員会(村 づ く F‖
･ ･ … ･

事業 要望
, 体制 の で き

あが っ た集落 に組織

所 属 等 職 名 人数 備 考

集落区長 委員 長 1

代理 区長 委 員 1

水利委員 // 2

農事組合 // 2

消防団 // 2

婦人会 // 2

老人会 // 2

青 年会 // 2

計 14

集落環境 に つ い て の 検討
･

研修 の 実施

住民参 加に より水路
･

調整池 等の掃 除 , 集落周辺 の 植栽等環境 保

全管 理 を実施

と連携 の も と 集落 の 環境向上 に 向け て 活動す る｡

集落 は リ ー ダ ー を中心 に集落内 の 地域用水施設 の

清掃 や補修 の 年間計画 を作成 し, 協議会 に 諮 り協

議会 の 意見及び補助 を受 けて 計画 を実施 す る
｡
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川
. お わ り に

湖北地方 にお い て は
, 雨森, 井 口 な ど地域用水

機能が 十分 に発揮 さ れ, 農家, 非農家 が積極的 こ

れ ら に か か わ っ て い る 先進的集落 が ある
｡ 他の 集

落 に も地域用水機能 が 存在 して い る現状 か ら
, 国

営農業用水再編対策事業 と地域用水機能増進事業

を実施 す る こ と に よ り さ ら な る 地域用水機能 の 増

進 と定着 が 図 られ , 集落単位ある い は集落間の 連

携 を と り つ つ 住民自ら ｢地域用水+ に か か わ っ て

い く こ と が, 豊か な 農業農村 を 次世代 へ 引き継 い

で い く礎 と な る こ と を確信す る も の で ある｡
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【報 文】

地域用水事例紹介

静岡県三 島市 ･ 三 島中部地区

目

1
.

は じめ に … … ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ … ‥ … … … ･ ･ … ･ ･ … ･ ･ … … 4 7

2
. 背 景 と 経緯

… = ‥ ‥ … ‥ … ‥ … ･ ･ … … = … … ‥ ‥ …

4 7

3
. 事業概要 … … … … … … … ‥ … ･ … … ･ ･ … ‥ ‥ … …

4 8

4 . 整 備事 業の 内容 … … … … … … ‥ ‥ … … … ‥ … …

4 8

1 . は じ め に

静岡県 三 島市 に位置 す る本地区 は, 水環境整備

事業 に よ る水 辺 空間 の 整備 と グラ ウ ン ド ワ ー ク

( 地域住民 ･ 行政 ･ 企 業が
一

体 と な っ て の 管理 体

制) の 導入等 に よ り, 農業用水 が 有す る地域用水

機能 を維持 ･ 増進 す る こ と に 成功 した 先進的な 地

区で ある
｡

J R 三 島駅 す ぐ傍 の 源兵衛川最 上 流部 の2 0 0 m

区間 に 整備 さ れ た 通称｢川 の み ち+( 次頁写真参照)

は 8 ゾ ー ン
, 1 ,

5 50 m の 延長 を有 す る 当地区の 目玉

と も言 え る親水施設 と し て
, 地域住民 に快適 な水

辺空間 を提供 し て い る ｡ 加 え て, ｢ 水 の 一 生+ と い

う テ
ー

マ に 基づ く各 ゾ ー ン に お い て は
, 景観保全,

親水及 び 生活用水 と して の地域 用 水機能 を発揮 し

て い る｡

こ こ で 言う ｢地域用水機能+ と は
, 農業用水が

本来的 に 有す る生活用水機能, 水質浄化用水機能,

景観 ･ 生態系保全機能, 防火用水機能, 消流雪用

水機能 な ど, 農業水利資産 の 持 つ 社会的貢献度 を

総称 した も の を指 す
｡ 従来的 に 次世代開発 の 礎 と

な っ て き た 農業用水 を再評価 す る こ と に 役 立 つ
一

つ の 指標 と し て 定義 して い る
｡

2 . 背景 と 経緯

三 島市 は富士 山の 南麓 に 位置 し, 裾野 の 伏流水

の 恩恵 を受 け, 苦 か ら湧水 に 恵 ま れ た 地域 と して,

古 く か ら ｢水 の 都
･ 三 島+ と 呼ばれ て い る｡ 近年

*

関東農政局建設部水利課

依 田 隆 夫
*

( T a k a o Y O R I T A )

次

5
.

地 域用 水 と して の 取 組と そ の 機能評価 ･ ･ … ･ … 4 9

6
. 事業が成功 して い る ポイ ン ト ･ ･ … ‥ … ‥ … ･ … ･ ･4 9

7
. 維持管理体制と 各種イ ベ ン ト ･ … … ･ …

･ … … …

5 0

8 . 地 区 の 今後 の 課 題 … … ･ … ･ …
… … … … ･ ･ … ･ ･ …

5 0

の 急速 な都市化 の 影響 で 湧水量 は減少 し, 清流 は

汚染 さ れ た
｡ 清流 を呼び戻 した い と の 要望 は 強か

っ た が , 土 地改良区 ･ 地域住民
･

行政
･ 企業 と も

お 互 い の 立場 を強調 す る だ けで , 抜本的 な解決 に

は な か な か 至 ら なか っ た
｡

しか しな が ら, こ の 地

域 で は清流 に対 す る愛着 が 強 く, ま た , 農業用水

が 地域用水 と し て 日常生活 に 深 く 関わ り を持 っ て

ー 4 7 -

.隻甘 尊 卑

図 - 1 地 区概 要図
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写真一 1 川 の み ち

い た た め, 水 辺空間の 整備 が 展開 され る き っ か け

が あ っ た だ けで な く, それ を健全 に 管 理 して い こ

う と す る 気運 を盛 上 げる事 に 成功 した ｡ こ の 背景

に は, 単 に 整備事業 を円滑 に 推進さ せ る だ けで な

く, グラ ウ ン ド ワ ー ク を導 入 し, そ の維持管理 に

前向 き に 取 り組もう と す る関係者
一

同 の 努力が あ

っ た ｡

源兵衛川 を拠点 と した ｢ 三 島中部地区+ の 整備

事業は, 平成 2 年度 か ら県営農業水利施設高度利

用事業 ( 水環境整備事業 の前身) に て着手 され ,

平成 5 年度か ら水環境整備事業 に て 実施 し, 平成

9 年度 に 完了 し た
｡ 優良 な事業地区 と して 賞賛 さ

れ て い る の は, 平成 7 年度 の 静岡県都市景観賞 を

受賞 した と い う結果 だ け で な く, 前述 した こ の 地

区関係者 が 事業推進及び維持管理 道営 に 有利 な背

景を形成 した 事 が優良地区事例 を生 み 出 した と い

え る
｡

3
. 事 業概要

( 1 ) 地区概要 (地区概要図参照)

J R 三 島駅 の す ぐ南側 の莱寿園 の 小浜他の 湧水

を水源 と し, 温水た め池 に 至 る ま で の 約1 . 5k m の源

兵衛川 が整備対象 と な っ て い る
｡

こ の湧水 は, 農

業用水 と して 源兵衛川 を流下 し
,

一

時的 に 温水た

め池 に 貯留 し て水温 を上 昇 さ せ た 後 に , 中郷用水

土 地改良区の管理 の も と, 中郷地区の 水田21 0 b a の

か んが い に 利用 さ れ て い る｡
三 島市 の 中心街 を流

下す る 源兵衛川 は, 従来 か ら 地域住民 の 生活用 水

と し て親 し まれ , ミ シ マ バ イ カ モ
, カ ワ ニ ナ , カ

ワ セ ミ等 の 動植物 の 宝庫で も あ る｡

※ ミ シ マ バ イ カ モ と は梅 に 似 た 花が 咲 く 地域特有

の 藻

( 2 ) 目的及び整備計画構想

源兵衛川 を ｢都市 と 農村 を結 ぶ 水の 道+ と して

整備 す る こ と に よ り, 地域住民 に 水 と緑 の 潤 い あ

る空間 を提供 し, 農業水利施設 の 持 つ 幅広 い 機能

を広 く ア ピ ー

ル す る こ と を目的と して い る
｡

①農業水利施設 と して の 保全管 理 機能 を高 め る ｡

( 温水 た め 池 の整備 は防災効果, 源兵衛川 の 整備

は護岸 の 保全効果 を発揮す る)

②水辺空間 を整備 し, 地域住民 に 潤 い ある 生活空

間 を提供 す る｡ ( 親水施設 を整備 し, モ ニ ュ メ ン ト

を設置 し, 源兵衛川 に生活空間 を創造 して 親水効

果 を発揮す る)

③生態系 を保護 し, 水質浄化 を 図る ｡ ( 多彩 な 動植

物 の住 み得 る生態系 を創造 し, 水質浄化 が 図 られ

る)

④親水, 景観保全及び生活用 水機能 を高 め, 地域

住民 の 共通財産 と して の 意識 を増進 し,

一

般住民

に も P R で き る親水空間整備 の モ デル 事業 と して

位置 づ け る｡

ヰ
. 整備事業の 内容

平成 3 年度 に 創設さ れ た水環境整備事業 は, 水

路
･ ダム ･ た め池等の 農業水利施設 の保全管理 ま

た は整備 と 一

体的 に, こ れ ら施設 の 有 す る水辺空

間等 を利用 し て, 快適 な生活環境 を創造 す るた め

の 親水 ･ 景観保全施設, 生態系保全施設, 利用保

全施設等の 整備 を行うも の で ある ｡

静岡県 を事業主体 に , 総事業費 9 億6
,
9 1 0 万円を

国庫補助5 0 % , 静岡県負担25 % , 三 島市負担2 5 %

で 工期 8 年 に て実施 して い る ｡

主な 整備内容 は, 親水護岸 , 管理 用 道路, 遊歩

道, 各種 テ ラ ス , 防護柵, 植栽 ･ 法面緑化,
ベ ン
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チ, トイ レ , 案内板, 照明灯, 築山等で ある｡

5 . 地域 用 水 と して の 取 組 と その 機能評価

親水, 景観保全機能 を増進す る施設 を 中心 に ,

生活用水及び管理 施設 を整備 し て い る｡ ま た, 各

ゾ ー ン の テ ー マ に 基 づ く モ ニ ュ メ ン ト を要所 に 配

置 して い る
｡

第 1 ゾ ー

ン : ｢ 水の 誕生+ を テ
ー マ に 楽寿園の 水

源 に ふ れ あう親水の 場 を提供 し て い る
｡

ま た, 楽

寿園内の 公園整備 と あ い ま っ て, 親水機能 と景観

保全機能 を発揮 し て い る ｡

第2 ゾ ー ン : ｢ 水 の 散歩道+ を テ ー マ に飛石 や テ

ラ ス を あ しら っ た｢ 川 の み ち+ は, 単 に親水機能 を

発揮 し て い る だ けで な く, 多孔質 な 溶岩材 を使用

す る こ と に よ り水質浄化, 生態系保全 に も効果 を

発揮 し て い る ｡

第 3 ゾ ー ン : ｢ 水 と思 い 出+ を テ ー マ に 周辺 の 神

社や バ ス 停 を取込 ん だ各施設 は, 宿場町 と して の

風情 を残 し, 水 に ま つ わ る信仰 ･ 儀式 ･ 祭 り な ど,

水 と 人々 の 関わ り を想像 させ る ゾ ー ン と な っ て い

写 真 -

3 三 ッ 石 神社 を中心 と した親 水公 園

写 真 - 4 富 士山 を借景 した温水 地 の 景観

る ｡ 境内か ら の親水機能 だ け で な く, 生活用水 と

して 周辺 の 各家庭 か ら も ア ク セ ス が 可能 と な る 整

備 も な さ れ て い る｡

第 4 ～ 7 ゾ ー

ン : 周囲 に広が る緑地 ･ 市営グ ラ ン

ドを含 め た 現況施設 を 巧み に 取 り 入れ , 親水機能

以外 に も 階段 工 等 の 生活用水 と して の 機能 も保全

して い る
｡

第 8 ゾ ー

ン : ｢ 水 と生命+ を テ ー マ に, 温水 た め

池周辺 を整備 し て い る
｡ 富士山 を バ ッ ク に 望む 景

色 は絶景 で, 地区の景観保全携能 を よ り高 め て い

る ｡ ま た, 農業用水 と し て の 水温 を高 め る だ けで

な く , 水質 を監視 す る 役目 を果 た し て い る ｡ 実際

に 事業着手前の 汚 れ た た め池 が き れ い な た め池 に

戻 っ た ｡ こ の こ と は, 農業水利施設 の適 正 な保全 ･

管理 が 良質な 水 を生 み だ し, 安全 で 豊 か な 農作物

を育 む こ と を ア ピ ー ル し て い る ｡

6 . 事 業が 成功 し て い る ポイ ン ト

三 島中部地区は農業用水 が地域用水機能 を発揮

し, 優良な 維持管 理 を継続 して い る優良事例で あ

る｡ た だ し,
こ こ ま で に 至 る 経過 は必ず し も順風

満帆 で は な か っ た ｡ 先進事例 が 他 に は あま り無 か

っ た事 も あ るが , 土地改良区
･ 地域住民 ･ 行政 ･

地元企業 の お 互 い の 立場 を調整 し て, 現在実現 し

た 整備計画 を樹立 す る に は, 大変 な労力が か か っ

て い る事 を見逃 して は な ら な い
｡ 湧水 が枯渇 し,

清流 が 汚濁 し始 め た の は昭和3 0 年代半 ばか ら と言

わ れ て い る｡ 原因者 は特定 で き な い が, 他地域 で

発生 した 公害 と 同様 , 責任 の な す り合 い と な っ て

い た
｡ 農業用水施設の 管 理者 で あ る 土 地改良区は,

｢ 水質 は汚染 さ れ 水量 は減少 した+ と 被害者 の立

場 を 主張 し, 地域住民 は汚染 した 加害者 と の 意識

を持 ち な が ら ｢水 の 都
･ 三 島+ か ら気持 ちが 離 れ

て い っ た
｡ 行政 は ｢異臭 を放 つ 源兵衛川 は下水完

備 さ れ れ ば元 に 戻 る+ と 主張 した ｡

一

時は源兵衛

川 に 蓋 を し て, 生 み 出 した 用地 を有効利用 し よ う

と の案 も 出た 程 だ が , 関係者 の 三 島に 対す る愛着

心 が
, 今回 の事業計画 を決断 させ た と い え る｡ 事

業担当者 は
,

土地改良区 に対 し て, 湧水量 の減少

に は地 元 企業 が使用す る冷却水 を補給 し, 水質浄

化 に は水環境整備 が 有効 な 手段 で ある こ と を説明

した
｡

そ して, 農業水利施設の 管 理 は, 従来 の 土

地改良区が 単独 で 行う の で は な く, 地域住民 と 一

体 と な っ て行うも の だ と 説 い た
｡

また, 地域住民
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に 対 し て は, 各種 の ボ ラ ン テ ィ ア活動等 を通 して

加害者 と して の 姿勢 を改 め, 自分達 の 水辺環境 は

自分達 の 手 で管 理 して い く 事が 最善 の 手段 で あ る

事 を啓蒙 した ｡ そ して, 地元 の 企業 に は冷却水 を

融通 し てく れ る 事が , 巡 り巡 っ て地域 P R と な る

事 を説得して
,

グ ラ ウ ン ド ワ ー

ク の 導入 に こ ぎ つ

け た
｡ 行政 も従来 の ｢単 に 物 を作 る+ 発想 か ら脱

却 して, 地元 の 古来か ら の よ り 良き 姿 を継承 し
,

維持管理 に 関 して も将来 に わ た っ て何 が 望 ま れ る

か を真剣 に 考 えた 事が , 今回 の 結論 に 至 っ た｡ お

そ らく 苦労話 はか た り尽 く せ ぬ ほ どあ ろうが , 数

十回か ら数百回の 説明会 や 段取 り打合 せ が 行 わ れ

た 努力 の 結晶が 報わ れ た と も い え よ う
｡

い ず れ に

せ よ, グラ ウ ン ド ワ
ー ク の 導入 を き っ か け に, 土

地改良区 ･ 地域住民 ･ 行政 ･ 企 業 が 一

体 と な っ て

｢ 自 らが 汗 を か き なが ら+ 維持管 理 に 努 め よう と

す る 決心 を した 事 は, こ の 地区の 最 も す ばら し い

と こ ろで ある｡ 事業が 成功 した ポイ ン ト は,
こ の

地域 の 水環境整備 に最 も相応 し い 事業 を選択 した

判断力 と, 最 も 長続 き しそ うな 管 理体制 を仕組 ん

だ事 に あ る と私 は受 け止 め て い る｡ 地区事情 は全

国津 々 浦々 で様 々 な物 が あ る と思うが,

一

つ の優

良事例 と して は 非常 に 参考 に な る と 思 っ て い る ｡

丁
. 維持管理 体制と 各種 イ ベ ン ト

従来, 農業水利施設 の維持管 理 は受益者が 直接

行 っ てし) る が,
こ の 三 島中部地区で は市民 ･ 行政 ･

企業 の パ ー トナ ー

シ ッ プ に 則 っ て行 っ て い る｡ 市

内の1 2 の 市民団体 が 強力 な ネ ッ ト ワ ー

ク を組織 し,

行政 は こ の 情報源 を的確 に 岨 囁 して, 支援体制 の

整備 を図 っ た｡ 実際 に は参加市民団体 の 拠出金,

企業 の 賛助金 ･

寄付金, 行政側 の補助金等が 収 入

源 と な っ て い る ｡ 額的 に は 三 島市 か ら の 補助金 が

毎年2 00 万円, 企業5 0 社以上 か ら 寄付金等 の3 0 0万

円程度 で ま か な っ て い る｡

組織体制 は市民 ･ 行政 ･ 企業 で ｢ 全体会+ を構

成 して 連絡調整 を図 り, 1 2 の 市民団体 の 責任者 で

理 事会 を構成 して , 各協議事項 の 最終決定 を行 っ

て い る ｡ 実務部隊 と し て は ｢ ス タ ッ フ 会議+ を各

団体 か らの 4 ～ 5 名の 総勢5 0 名 で構成 して い る
｡

今後は市長 を は じ め地域 の リ ー ダ ー を参集 し, 情

報交換 ･ 連携体制 の 強化 を 推進 す る と して い る ｡

ま た, 各種 イ ベ ン ト も定着 し つ つ あり
,
｢ 水 と 蛍

と福祉祭り+ ｢ 三 島の 川 を き れ い に す る奉仕活動+

｢ 水 の 都 ･ 三 島 エ コ ツ ア ー + ｢ 三 ツ石神社祭+ ｢ 七

夕ま つ り+ な どが ある｡

特筆す べ き は ｢水 の 都
･ 三 島 エ コ ツ ア ー

+ で
,

こ れ は東京 か らの 観光客 に 水遊 び を親 し み な が ら

の 空缶拾 い を して も らう も の で , 観光者 の マ ナ ー

を 向上 させ る だ けで な く, 地元住民 の マ ナ ー に対

す る 意識 も飛躍的 に 向上 さ せ て い る ｡ 世間
一

般的

に は まだ ま だ手前味噌 の感 は あ る が, 農業用水 が

｢地域用水+ と して 非常 に大き く貢献 し て い る事

例 で あ り, 農業用水が ま た は, 農業水利施設 が歴

史 上 も い か に地域 に 貢献 し, 現在 も 土地改良施設

の維持 ･ 向上 が 地域社会 の 発展 の た め に重要 な ポ

イ ン ト を 内在 さ せ て い る か を窺 い 知 る こ とが 出来

る｡

8
. 地 区 の 今後 の 課 題

グ ラ ウ ン ドワ ー ク を通 じた 管理 体制 の 元, 親水

機能
･ 生活用水機能 を最大限重要視 した こ と に よ

り, 清流 は も と の 姿 を取戻 し, 自然環境 に 対 す る

監視機能 は整備 さ れ た と評価 で き る｡ ま た , グラ

ウ ン ド ワ ー

ク を中心 と した 管理 体制も積極的 な 姿

勢 を保 っ て い る ｡

しか し な が ら , 整備 さ れ た 直後 か ら大勢 の人 が

訪 れ て お り, 生態系 へ の 新 た な ダメ ー ジが 懸念 さ

れ て い る
｡

三 島の 水 の文化 は再生 さ れ る こ と に な

る だ ろう が
,

地域 へ の 管 理 負担 は増大 して く る こ

と が 予想 さ れ る
｡

三 島中部地区の 事例 を と っ て み れ ば
, 推持管 理

に か か る労力 は 大き く て も, 地域 の情熱 が ｢ ワ ー

ク+ を生 み 出す 活力 と な り, 最少 の 費用で 最大 の

効果 を引 き 出 して い る｡ た だ し, 補助金 や 寄付金
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と い う形 に せ よ, 年間50 0 万円以 上 の 維持管 理費 が

か か っ て い る事 も 事実 で あ り, 維持管理 軽減 の た

め の対策, 例 え ば, ①訪 れ る人々 の モ ラ ル を ア ッ

プ さ せ る こ と, ②管理 軽減 の た め の設備 を充実さ

せ る こ と, ③管 理 体制 を 強化 させ る こ と, 等 が 不

可欠と な っ て い る ｡

こ の 対応 と して, 個々 の モ ラ ル をア ッ プ さ せ る

こ とが 維持管 理 軽減 の
一

番の 近道 で あ る こ と に は

違 い な い が, 重要 な の は, 農林水産省 を始 め と し

た行政側 が 一

丸 と な り, こ う した要望 に マ ッ チ し

た地域用水 を育 む た め の 支援体制 を確立 ･ 強化 し

て い く こ と で あ り,
こ の こ と こ そ農林水産行政 に

携 わ る我々 の責務 な の で あ る
｡
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1
.

は じ め に

沖縄県 の 人 口 は, 沖縄本島中 ･ 南部 に 約8 0 % が

集中 して い る 反面, そ の 他 の地域 の市町村 で は過

疎化 が進 み, 中小離島地域 で そ の 傾向が顕著で あ

る｡

一

方 , 中小離島地域 に お い て は農業 が 地域 の 産

業 と して 重要 な位置 を 占め て お り, 地域 の 活性化

の た め に 農業振興 の 持 つ 意味 は大 き く, そ の 基礎

と な る 農業農村整備事業 も積極的 に 推進さ れ て い

る｡ しか し な が ら,
これ ら の 地域 で は水源開発 の

難 しさ 等か ら畑地 か んが い の 整備 の 遅 れ て い る と

こ ろ が 多く , 市場 ま で の ア ク セ ス の 難 し さ と も相

ま っ て 高収益性 の 作物 の 導入 が 進 ん で い な い
1)

｡

本 報分 で は, 水源開発 が 困難 な ｢ 中小離島 に お

ける 新た な水源開発手法+ の 一

事例 と し て, 国営

か ん が い 排水事業 ｢伊是名地区+ の 水源開発 に お

ける 課題 と そ れ に 対応 した 事業計画の 特徴 を 紹介

す る
｡

2
. 国営 か ん が い 排水事業 ｢伊是名地 区+

伊是名地区 は, 沖縄本島北部離島の伊是名島(伊

是名村) 全域 の 畑地5 22 h a の か ん が い 用水確保 を

目的 と して, 平成 6 年度か ら 8 年度 に か けて 地区

調査 を実施 し, 平成 9 年度 か ら は全体実施設計 に

着手 して い る ( 図- 1 地区概要図参照) ｡

*

沖縄総合事務局土地 改良総合事務所

清 水 洋
一

*
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3 . 水源開発 上 の 課 題

(1) 水源開発 の ニ ー ズ

伊是名村 で は, 農業就業人 口比率が3 3 .
2 % と県

平均 の6 . 7 % を大 き く 上 回 り
2)

, 農業が 主要産業 と

な っ て い る ｡ 村 で は, 農地 の 集積 と機械化導入 に

よ る労働生産性向上 の た め, 積極的 に ほ場整備 を

進 め, 整備率 は9 5 % に も達 して い る ( 平成 8 年度

時点 沖縄県調 べ) ｡ しか しな が ら, 後述 す る水源

開発 の 難 し さ等 か ら畑地 か ん が い 施設 の 整備が 進

ま ず ( 平成 8 年度時点 の 畑地 か んが い 施設整備率

0 % ) , 必ず しも収益性 が高 い と は言 え な い サ ト ウ

キ ビ を中心 と した 生産形態 と な っ て お り, か つ
,

度 々 干ばつ の 影響 を受 け て い る
｡

こ の こ と か ら,

新 た な 農業用水開発 と畑地 か んが い 施設 の 整備 が

農業振興上 の大 き な課題 と な っ て き て い る
｡

(2) 困難 な水源開発

伊是名島は, 琉球石灰岩 が 分布 す る 沖縄管内の

他 の 中小離島 に比 べ て, 島 の 中央部 で 山地 が発達

し て い る も の の , 大野山 の1 2 0 m が 最高標高 で あ

る
｡

ま た, 島全体 が わ ずか1 4k m
2

の た め 河川 の 発達

が 乏 し い
｡

こ の た め畑地 に お け る新規 の 農業用水

需要量2
,
2 00 千 血( 伊是名地区の 基準年粗用水量)

は, 海域 へ の 地表流出量(4
,
50 0 千血) の 約5 0 % に も

及 ん で い る ( 図- 2 ) ｡

一

方 , こ れ ま で水 田 用水及び上 水用水源 と し て,

島中央 の 丘 陵地 を 中心 に 小規模 な た め池 の 建設が

進 め ら れ て き て い る が , 規模 は 小さ く (1 5施設,

渇水年 の 推定取水可能量70 0 千血) , 規模 の 大き い
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図 - 1 伊 是名 地 区概要図

写真 一 1 伊 是名村 に 広 が る整 備され た農地

ダム や 頭首 工等 の 建設に 係 る水源開発適地 も皆無

の 状蕃 で ある ｡

(3) 管理上 の課題

伊是名村 の畑地 に お い は,
こ れ ま で組織的 な水

利用が 行 わ れ て い なt ゝ こ とか ら, 次の 管 理面 で の

課題 が あ る ｡

- 5 3 -

①管理 組織 の育成 : 国営事業で 造成さ れ た施設

の管理体制, 末端 で の 畑地 か ん が い 運用 に か

か る施設管理 及び水利用農家 の組織化 を 図る

必要 が あ る｡

②維持管 理 費負担 の軽減 : 新規 に 造成 さ れ る 畑

地か ん が い 施設 の 維持管理 費軽減 を考慮 す る
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図 - 2 伊是 名 島推定 水循 環模式図

蒸発 散(5 0 別

8
,
7 0 0 千 m

3

降 雨(1 0 0 %)

1 7
,
4 0 0 千 rピ

地 下 水 取 水 (1 %)

1 0 0 千 Iぜ

地 表流 出 (30 %)

5 , 2 0 0 千 ぷ

水 源 開 発(4 % )

7 0 0 千 ㌔

海 域 へ の 地 上 流 出

4 , 5 0 0 千 ぷ

地 下 浸 透 量 (20 別

3 . 5 0 0 千 Ⅰぜ

3 ,
4 0 0 千 m

3

海 域 へ の 流 出 (4 5 %)

7 , 9 0 0 千 ぷ

注) 1 . 伊 是 名 地 区 計 画 基 準年 ( 1 9 9 1 年) の 水 循 環

2 . 各 項 目lま ､ 伊 是 名 島 の 土 地 利 用 及 び 千 原 流 域 で の 流 出 解 析 及 び一般 的 な 流 出 率 な ど を 用 い て 推 定 ｡

必 要が ある
｡

4
. 農 業用 水開発計画

(1) 用水計画

本地区 に お け る, 水源開発 の 難 しさ を踏 ま え,

用水計画 を次 の 手順 で 策定 した ( 図▼ 3 参照) ｡

①伊是名島 の 開発可能 な残流域 と して , ほ場整

備済 み で排水路が 完備 して い る畑地 に 着目｡

各 ほ場整備事業実施地区で 営農形態 の ま と ま

り等 を考慮 して , 畑地 か ら の地表流出水 を貯

水す る21 カ 所 の 畑面 た め 池 を建設 し, 既設 た

め池 3 カ 所 と合 わせ た2 4 カ所 の た め池 を 畑面

水源施設 (総有効貯水量34 0 千血) と して位置

付 け て 国営関連事業 で 整備 す る こ と を計画｡

②各た め池毎 に 水収支計算 を実施 した が
, 畑面

か ら の 流出が 少 な い こ と ( 基準年畑面流出率

1 9 . 5 % ) , 地形的 な制約 や 用地上 の 問題 よ り,

大規模 な貯水容量 が 確保 で き な い こ と か ら,

基準年 の 用 水需要に 対 し て す べ て の た め 池で

不足 (全不足量1
,
18 0 千Ⅱf) が 生 じた ｡ そ の た

め, 開発可能 な 流域 と し て残 っ て い る千原低

地 ( A = 2 . 3km
2

) に 新た な 水源 を開発 す る こ と

を計画｡

③千原低地 に お け る水源 と して, 地下水及 び地

表水 を利 用 す る千原地下ダム(有効貯水量2 40

千Ⅲf) 及 び 千原貯水池 (有効貯水量4 40 千Ⅰぜ)

の 建設 を計画 (詳細 は次項) ｡

④基準年 の 水収支計算 の 結果
,

畑面 た め池不足

量 を千原水源 だ け で補給で き な い こ と
, 千原

水源流量 (基準年 の 地下水, 地表水合計流出

量1
,
1 0 0 千血) に 比較 し貯水容 量 が 小 さく無効

放流が 発生 して い る こ と か ら, 千原水源 と 畑

面 た め池 と の 間 に 中間貯留施設 と して の 調整

池 を計画｡
な お , 調整池 は

, 千原水源 と併 せ

て 基幹水源開発 と位置づ け, 国営事業 で の建

設 を計画 ｡

(参地形条件及び営農団地の ま と ま り か ら地区 を

4 ブ ロ ッ ク に 区分 し, 各 ブ ロ ッ ク の 畑面 た め

池 へ 自然配水が で き る位置 に 調整池( 4 カ所)

の 配置 を計画｡ 基準年の 用水需要 を満足 す る

調整容量(総容 量1 7 0 千m
3

) を算定 した
｡

(2) 千原低地 に お け る水源開発

1 ) 千原低地 の 地形
･ 地質概要

島内 で唯
一

規模 の大 き な水源開発の 余地 が あ っ

て, 比較的大 き な流域 を持 つ 千原低地 は
, 伊是名

島の 北西部 に 位置 して, 北西 か ら 南東 に 伸 び る 谷

地形 を示 し, 谷 の 中央部 で は, 標高 3 ～ 5 m の 平

坦 面 を形成 して い る｡ こ の 谷地形 は , 海岸か ら50 0

m 付近 で い っ た ん狭 ま り, こ れ よ り内陸 へ 向 けて

拡幅す る ｢ ボ ト ル ネ ッ ク+ 状 の平面地形 と な っ て

い る
｡

平坦 面 の 地質構造 は
, 層状 チ ャ

ー ト を主体 とす

る｢伊是名層+ 及 び 砂岩 ･ 貢岩 の 互 層か ら な る ｢諸

見層+ を基盤 と し, そ の 上 に 洪積層 ( 内花層) 及
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[ 基 幹水 腹開 発] [ 畑 面 水源 開 発] 【畑地 か ん が い 施設 整備]

卜〒贋∵て韮〒
｢

‾

1
図 - 3 伊 是名 地 区用水計 画模 式 図

び沖積層 (主 に枝 サ ン ゴ か ら な る砂礫層) が 堆積

して い る
｡

内花層 と 沖積層 は, 堆積環境 の 違 い か

ら粘土 層 (難透水層) で 区分 さ れ た 3 つ の 帯水層

(沖積層, 内花 上部層, 内花下部層) に 分か れ て

い る ｡

こ の 3 つ の 帯水層 は, 上 流 か ら の地下水画養 の

差 な ど に よ り地下水賦存形態が 異 な っ て お り, 詳

糸田に は, 淡水 が 下流部 ま で賦存 して い る沖積層,

汽水域 が 中流部 まで 浸 入 して い る 内花 上 部層, 化

石塩水 が 確認 さ れ, か つ , 汽水域 が 上 流部 まで 浸

入 して い る内花下部層 に 区分 さ れ る ( 図一 4 ) ｡

2 ) 千原地下ダム の 建設

①地下ダム 帯水層

千原地下ダム の 帯水層 を次 の 理 由 に よ り沖

積砂礫層 と す る
｡

a
. ダム 締 め 切 り範囲に 淡水 の 賦存 し て い る

層が 沖積層の み で あ り, ま た, 沖積層以 深

の 帯水層に お い て 汽水 に 対す る確実 な淡水

汽 水 淡 水域 ～ 沖 積層 ～

水 淡 水域 ～ 内花 上 部層 ～

～ 内花下部 層 ～

塩水化 ～ 汽 水域

淡水 域

周 一 4 千 原低地 地下 水賦 存模 式 図
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揚水格場 取水 ト レ ン チ

海面

/ 圧)
′′地下水

図 - 5 千 原地 下 ダム 摸式断面 図

置換 が 困難 で あ る
｡

b
. 第

一

粘土 層以 下 に 地下水 を低下 さ せ た 場

合, 圧密沈下 に よ る地盤沈下 が懸念さ れ る｡

(参止 水壁建設範囲

千原低地 が海岸 に近 い た め, 沖積層 へ の 海

域 か ら の 塩水浸入 を 阻止 す る目的で 止 水壁 を

建設す る(塩水浸入阻止 型 地下ダ ム) ｡ 止水壁

は, 浸透流解析 を実施 し, 海域 か らの 塩水浸

入及び沖積層下方 の 内花層 か ら の 汽水 の 浸透

を抑制 で き る深度 と し て第 1 粘 土 層 ( H = 1 2

m ) ま で の 施 工 とす る ( 図- 5 参照) ｡

③地下ダム 貯留量

こ れ ま で の地質調査結果 に 基づ い て, 地質

構成 マ ト リ ク ス の 違 い 等 か ら 沖積層 を細分

( 6 区分) し, 各 々 の 有効空隙率 を 土 質試験

結果等か ら決定(6 ～ 2 0 % ) した ｡ F . W . L . 1 .O

m
～ L

.
W

.
L

.- 2 . O m 間の 地質区分 ご と の体積

( 総体積 1
,
8 10 千 血) に そ れ ぞれ の空隙率 を

乗 じて 有効貯水量2 4 0 千 血 を 算出 した(加重平

均 の 有効空隙率1 3 % ) ｡

3 ) 千原貯水池 の建設

千原流域 か ら の 地表流出水 を貯留 す る施設 と し

て, 千原排水路下流 に 隣接 した 凹地 を掘削 し, 千

原貯水池 を新設 す る｡ 貯水池 は, 用地的 に 問題 の

な い 村有地 に 求め , 貯水池規模(有効貯水量4 4 0 千

Ⅰぜ) を設定 した ｡

また , 千原地下ダム 軸 を貯水池下流端 に あわ せ
,

海域か ら貯水池 へ の塩水浸入 を 阻止 す る と と も に ,

地下ダム 貯留水 と貯水池 を暗渠 (取水 ト レ ン チ)

で 連携 さ せ る こ と で地下ダム 貯留水 を貯水池 に導

水 し, 貯水池 と地下 ダム の
一

体運用 を 図 っ た( 図-

6 参照) ｡

5 . 伊 是名地 区 の 農業用 水開発 の 特徴

(1) ｢ ネ ッ ト ワ ー ク 型水源開発+ 手法 に よ る 用水計

画

沖縄管内 の 中小離島で は, 従来畑地帯集水利用

に よ る 小規模 な た め 池 の 建設 を中心 と して 水源開

発 が行 わ れ て き た が , 畑面流出率が 低 い な どの 理

由に よ り, 受益範囲 の 絞 り 込 みや 夏期 だ け の 期別

か ん が い な ど限定 ･ 制約的な 開発計画 と な ら ざる

を得 なか っ た
｡

こ れ に 対 して , 伊是名地区の 用水計画 は, ｢ 基幹

水源開発 = 千原水源開発 十 調整池建設+ と ｢ 畑面

水源開発 = 畑面た め池 の 建設+ を 区分 し, 両者 を

～ 海域 ～

止水壁

誘
- 56 -

原浄水

～ 地

折整地 へ 揚水

← 基幹水路
■ ■ ■

1
‾ ‾

ダム 貯留墟 ～

l
取水 トレ ン

;† :†

取水 トレ ンチ一斗

l t

l l

図 -

6 千原水 源平 面摸式 図
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相 互 に 関連 づ ける ｢ ネ ッ ト ワ ー ク型水源開発+ の

手法 を採用 す る こ とで , 広 い 地域 で 自由 な営農 を

展開す る た め の 安定 した水源確保 が 可能 と な る
｡

(2) ｢
一

部地 表貯水聖地 下 ダム+ タイ プ の 千原地下

ダム

伊是名地区の 主要水源 で あ る千原地下ダム は,

沖縄管内の 先行地下ダム と異 な り沖積層 を帯水層

と す る と と も に 利用水深 が 浅 い (3 . O m ) と い う 特

徴 を持 っ て い る こ と か ら
, 地表水 を対象 と した 千

原貯水池 と利水の
一

体運用 を 図る ｢
一

部地表貯水

型地下ダム+
3)
の 形式 を採用 して い る｡

こ の形式 の

地下ダム と して , 県営か ん が) ) 排水事業 ｢ カ ン ジ

ン 地区+ ( 久米島) の水源で ある カ ン ジ ン地下ダム

が あ る が, 石灰岩 の 溶食 に よ り 発達 し た 自然 の 凹

地 を地表貯水部 と した カ ン ジ ン 地下 ダム
4)
に 対 し

て , 千原地下ダム で は, 地表貯水部 を人 工 的 に 造

成 した こ と が 特徴 で, (∋地下貯留部以 外 で の 水源

容量確保, ②水中ポ ン プ (地下ダ ム 取水施設) が

不要 と な り維持管理 費が 軽減 で き る等 の 有利 な 点

が ある ｡

(3) ｢ 維持管理 を考慮+ し た事業計画

伊是名地区の 事業計画 を ｢維持管 理+ の 観点 か

ら ま と め る と, 次 の よう な 特徴 が ある ｡

①基幹水源施設 と, 農家 が 主体 と な っ て 管 理 す

る こ とが 予定 され て い る 畑面水源施設 と が 区

分 さ れ , 農家 の 管理 責任の 範囲が 明確 に な っ

て い る｡

(塾細面 た め 池毎 の営農集団 に よ り畑地か ん が い

施設が 運用･ 管 理 さ れ る こ と か ら, ｢ 水利用の

連帯感 の 醸成+ , ｢ 農家主体 に よ る 管理+ を実

現 しや す い 用水計画 と な っ て い る｡

③ほ場整備 が 完了 した 高低差 の 少な い 小規模団

地 に配水 す る こ と が 基本 と な っ て い る こ と か

ら, 畑面 た め池 レ ベ ル で の ポ ン プ用電気施設

は, 低圧電力契約 が 可能 と な り, 運転経費が

安価 で メ ン テ ナ ン ス が 容易 と な る｡

④畑地 で の 用水需要 に 対 して ｢ 畑面 た め 池+ と

｢ 調整池+ と を バ ッ フ ァ
ー 施設 と して利 用 す

る こ と で, 末端 ほ 場 で の か ん が い 自由度 を考

慮 した施設整備 が 選択可能 と な る｡

6
. 今後 の 課題 ( 水利用 体制 の 確立)

沖縄管内 に お け る 先行国営事業地区で は, ｢ 大規

模水源 の 開発+ と ｢ 広 い 範囲の 受益地 を対象 と し

た需要主導型配水 シ ス テ ム+ と い う用水計画 に 基

づ き 事業が 実施 さ れ (先行地 区の用水計画模式図

図一 7 参照)
, 事業実施 を起因 と して 個々 の 農家 に

よ る 自由な水利用 に伴う多様 な営農展開が 図 られ

て い る
5)

｡

ファ
ームホ

'

ンド

送水

水機場

自然圧配水

水源( ダム)

頭首工

周 一 丁 先行地 区用 水系 統模式

一

方, 伊是名地区の 用水計画 は
, 分散型 の 水源

開発 に 伴 っ た 水源毎 の か ん が い シ ス テ ム の 構築が

必要 で , 農家 に よ る 水道用 と 施設管理 に対 す る責

任が 重 く な っ て い る ｡ 従 っ て
, 造成施設 の 効率的

利用 と適 正 な用水運用の 定着 を図 る た め に は, 事

業実施 の 相当早 い 段階か ら水利用 を想定 した 種々

の対応 を講 じて お く必要 が あ る｡

そ の 主 な対応 と し て考 え ら れ る事項 は, 次 の通

り で ある
｡

①水利用 を背景 と し た 高生産性営農の 着実 な推

進

②細面た め池毎 の 管 理体制 の 構築 と か んが い 施

設整備 に 対 す る ニ ー ズ , 施設 の 維持管 理費 の

負担 を含 め た 管理 方法の 意見集約

③村,
土 地改良区, 農家の 水道用 ･ 施設管 理 の

範囲 と役割分担 の 明確化及 び具体的管 理 方法

の 検討

丁 . お わ り に

沖縄 が本 土復帰 を果 た し, 26 年が 経過 した ｡

本 土 復帰 以 降, 農業振興 の 基礎的条件 を整備 す

る 事業 と して 農業農村整備 も着実 に 推進 さ れ て い

る ｡ 管内初 の 国営事業 で あ る宮良川地区も事業完

了 後 5 年 を経過 し て地域農業振興 に
一

定 の成果 を

上 げて い る ｡

しか しな が ら, 沖縄 の 特徴 で あ る ｢ 国内 で唯
一

の 亜 熱帯気候+ を活 か した 戦略的 な農業展開の た

め に は, 畑地か ん が い 施設整備 の 推進 が 今後 と も

必要不可欠で ある｡ 島喚部 で あ る な ど河川が 発達
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しな い 地形的な 制約か ら,
こ れ ま で水源開発 が 困

難 で あ る と さ れ て い る地域 ほ ど水源開発 に対 す る

ニ ー ズ は高 い も の が あり, こ の よ うな行政 ニ ー ズ

に 如何 に対応 す る か が 大 き な 課題 と な っ て い る ｡

こ う した 中, 伊是名地区の 水源開発計画 は, 水

源開発 に制約 が あ り, か つ
, 畑地か ん が い 実績 が ノ

ほ と ん どな い 伊是名村 を は じ め と す る沖縄管内の

中小離島 の新 た な水源開発手法 と して位置付 け ら

れ, 今後 の水源開発 に お お い に貢献 で き る も の と

考 えて い る｡

写 真 一 2 千原地下 ダム サイ ト (上空 よ り望 む)
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【報 文】

持続的な農業の 確立 に 向けて

一 国営別海地区-

吉 田
一

夫
*
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ご存知 で す か , 北海道 の 東端 に 位置 し, 行政面

積 は, 滋賀県中央部 に ある琵琶湖の 2 倍 に匹敵 し
,

牛 も 仲間 に 加 え る と1 30 千 人 が 悠 々暮 ら し て い る

大き な 町 を ?

そ れ は, 別海 ( べ つ か い) 町 で す ｡

別海町は, 北海道 の 東端根室支庁管内の 中央部

に位置 し行政面積1
,
32 0k m

2

( 琵琶湖 の 面積 は, 67 4

k m
2

) , 人 口 は18 千人 の 町 で す (図- 1 ) ｡

Ⅰ . は じめ に

別海町 は
, 農業 と水産業 を基幹 と す る典型的 な

一

次産業の 町 で あ り, 近年 は, 酪農 の 牧歌的 な風

景 や 道立自然公園の 風蓮湖 な ど を資源 と し た観光

産業 も 盛 ん に な り つ つ あり ま す ｡

0
0

㌢何

げ

鍔ヂ
し剋+ 邑

_
聖

図
-

1 別 海町 の 位 置

*

北海道開発局 釧路 開発建設部

大久保 純 叫
*

(J u Di c hi O 壬i K 口 B O)

佐 藤 修 児
*
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V I
. 国 営環境 保全型 か ん が い 排 水事業の 概要 … … 6 3

†Il
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6 4
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お わり に ‥ ‥ … = ‥ … ‥

6 6

冷涼 な 気象条件 と 広大 な土地資源 を背景 に大規

模草地 型 酪農が 営 ま れ て お り 農家戸数 は1
,
1 00 戸,

農地面積 は行政面積 の約50 % に あた る64 千h a , 乳

牛総頭数 は町人 口 の 約 6 倍 に 相当す る1 1 1 千頭, 生

乳の 生産量 は, 42 3 千t o n と全国の 5 % の シ ェ ア を

占 め
, 農業 の 総粗生産額 も3 76 億円と 日本 を代表す

る 酪農専業地帯で す｡

しか し, 規模拡大, 多頭化飼育 に 伴 っ て, 窒素

に 代表 さ れ る物質循環 の バ ラ ン ス に 不均衡 が生 じ

つ つ あ り,
こ の こ と に よ る 農業経営体質 の 悪化 と

と も に 地域 の 河川 ･

湖沼水質 へ の 影響 も 懸念 さ れ

て き て い ま す
｡

本報告 は, 平成 9 年度 に 新規創設 さ れ た , 国営

環境保全型か ん が い 排水事業 ｢別海地区+ を例 に

環境 と 共生 しう る持続的 な農業の 確立 に 向 けた 取

り組 み に つ い て 紹介す る も の で す
｡

ⅠⅠ. 別 海町 の 農業 に つ い て

別海町の 農業 は
, 幕藩時代 か ら漁業 の 従事者 に

よ る農耕 の 試 み が始 ま り と さ れ て い ま す
｡

そ の 後, 明治 の 新体制 に よ る畑作農業 を 目的 と

した 入 植 が 開始 さ れ ま した が , 漁業の 繁栄 が 隆盛

を極 め定着 す る に は 至 らず, 漁業者の 自家用野 菜

の 栽培が 主 と さ れ て い ま した
｡

酪農 は
, 明治1 7 年 に 短角牛 を導 入 し牛乳 を販売

した の が 始 ま りで す が, 昭和 の初期 ま で は畑作農

業 が 主 で あり試行錯誤 を続 け なが ら の 営農が 展開

さ れ て い ま した ｡

し か し, 過去 に 何度 も冷害 に よ る被害 を受 け ,
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表 一 1 別海 町 農業 の 推 移

項 目 1
,
9 70 1

,
9 7 5 1 , 980 1 . 98 5 1 ,9 90 1 , 9 95 1 , 9 96

農 家 戸 数 の 1 ,
700 1

,
4 70 1

.
3 90 1 , 3 20 1 , 25 0 1二14 0 1 . 09 8

農 地 面 埠 (h 8) 35 .
200 4 6 , 100 5 8

,
3 00 61 . 9 00 6 3 , 00 0 63 , 40 0 6 3 , 50 0

乳牛総琉数 (蔚 40 , 1 80 6 2 , 68 0 8 2 , 2 28 94 , 2 00 1 0 3 , 00 0 10 8 . 50 0 11 1 , 00 0

生乳生産丑 (t/年) 157 , 571 24 3 , 3 33 3 06 . 2 57 3 56 , 46 0 40 2 , 55 2 4 22 , 70 9

戸当り面積(ね作) 20 . 7 3 1 . 4 4 1 . 9 46 . 9 50 . 4 5 5 . 6 5 8 . 3

戸当り頭数 (即戸) 23 . 6 4 2
, 6 5 9 . 2 71 . 4 8 2 . 4 9 5 . 2 10 1 . 8

男 U 海 町 月 l 実 の 推 移

5 00

三
■■■

盲
二 重

ト

P醜萱
(

享
甘覆甘■■■

仙■衰二

■
■

■

■ ■ -
■ - ■

■

■
一

一
一

-
-

■

■ 巾 t d l
n

l
□ l n l ハ l n ∩ 川

i コ■〔 ; n i れ ; 乙;

昭和初期 に は連続的 な 凶作 が 続 い た こ と か ら, 北

海道が 昭和 8 年 に主畜農業 五 か 年計画 を策定 し,

乳牛 を中心 と した 酪農 へ の 転換が 開始 さ れ ま した
｡

昭和2 0 年代 にな る と 引揚者 に よ る 開拓移民入植

が 行わ れ, 農協 の 設立, 乳業 工場 の 設置 な ど髄農

地帯 と して の 基盤が 整備 さ れ 始 め ま し た が
, 農家

の 経常基盤 は脆弱 で あ り, 不安定 な経営 を 強 い ら

れ てV ゝた こ と か ら, 広大 な 土 地資源 を背景 に 昭和

3 0 年代か ら5 0 年代 に か けて 根釧 パ イ ロ ッ トフ ァ
ー

ム , 新酪農村建設事業 な ど国家 プ ロ ジ ェ ク ト に よ

る 大規模草地塑酪農 と して 基盤 が整備 さ れ ま した ｡

そ の 後 も農家の 営農努力が 続 け られ
,

現在で は,

大規模酪農地帯 と して E C 諸国 を 凌駕す る ま で に

発展 し, 日本 の 食糧基地 と し て の 重要 な役割を果

た し て き て い ます (表- 1 , 写真- 1 ) ｡

ⅢⅠ
. 地 域農業 が 抱 え る 課題 に つ い て

1
. 農業 と し て の 課題

地嘩の 酪農 は, 農畜産物 の輸 入 自由化, 乳価 の

低迷 な ど厳 し い 酪農環境 の も と で 経営安定化の た

写真 - 1 別海町 の 酪農風 景

め の 規模拡大 を積極的 に 進 め て き ま した ｡

今後 は
, 経常 の合 理 化, 生産 コ ス トの低減 な ど

経営 の安定化 に 向 けた 各種対策 が 必要 と な っ て い

ます｡

一

方, 急速 な基盤整備 ヒ と も に 規模拡大 が 進 め

ら れ て き た 結果, 農地か ら の 化学肥料成分の 流出,

畜舎周 辺 及 び農地 に お か れ て い る家畜 ふ ん 尿 の 流

出 な ど窒素 に代表 さ れ る物質循環 に も支障 を来 し
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つ つ あ り, 結果的 に 河川 ･ 湖沼 な どの 水質 へ の 影

響 まで も懸念 さ れ て い ま す ｡

農家 は, こ れ ま で も 家畜ふ ん尿 の 適正 利用 に向

けて 営農努力 は行 っ て き た も の の 生産性 の 伴 わ な

い ふ ん尿処 理施設 へ の 投資 は経営的 に も厳 しく,

こ れ ら施設 の 整備が 遅 れ て い る状況 に あ り, 酪農

業 を持続 す る た め に は 大き な障害 と な る こ と が 懸

念 さ れ て い ま す ｡

別海町 が 日 本 を代表 す る酪農地帯 と し て, ま た ,

国民 に安全 で 良質 な牛乳 を提供 し続 け る た め に は,

よ り効率的な 農業経営 を 図 る と と も に 河川等 の 水

質及 び自然環境 に も配慮 した 持続的な 農業 の確立

が 急務 と な っ て い ま す .

2 . 他産業 で の 課題

も う 1 つ の 基幹産業 で あ る水産業 は
,

サ ケ ･ マ

ス を中心 と し, 2 00 海 里規制以 降 は, 遠洋漁業 か ら

沿岸漁業 へ
, 捕 る漁業 か ら育 て る 漁業 へ 転換 さ れ ,

平成 7 年度 の 漁獲高 は, 3 7 千t o n
, 生産額 は75 億円

と 国民 へ 貴重 な タ ン パ ク 源 を提供 して い ま す ｡

別海町内に は
, 摩周湖 の 伏流水 を水源 と す る 2

級河川 の 西別川 を は じめ, オ ホ ー ツク 海 に 注 ぐ春

別川, 床丹川 が あ り,
こ れ ら河川 はサ ケ ･ マ ス の

増殖河川 に 指定さ れ , 漁業者 に と っ て も重 要 な 河

川 と して 位置付 け ら れ て い ま す ｡

ま た , 道 立 自然公園 の 風蓮湖 に 注ぐ河川 と して

風連川
,

ヤ ウ シ ュ ベ ツ 川
,

ボ ン ヤ ウ シ ュ ベ ツ 川が

あ り, 風蓮湖 を中心 と した 湿原 に は貴重種 を含 む

特定植物群落, 白鳥 を は じ め貴重 な水鳥 の 飛来地,

シ マ フ ク ロ ウ の 生息地 が あ り, 近年 は, 恵 ま れ た

自然環境 を資源 と した 観光産業 も盛 ん に な り つ つ

あ りま す
｡

こ の よ う に
, 河川 ･ 湖沼な どの水質 は, 水産業,

観光産業 に と っ て も重要な 問題で あ り, 農業 と の

共生 に 大 き な 関心 を寄 せ て い ます ｡

ⅠⅤ. 河 川 ･ 湖沼の 指定 状況 と 水質状況

別海町内を 流下す る西別川, 風蓮川及 び風蓮湖

は, 環境庁 の生活環境 の 保全 に 関 す る 環境基準 が

指定さ れ , 中央 を流下 す る 西別川 の 上 流で は A A

類型, 下流 で は A 類 型 , 南側 を 流下 す る風蓮川 で

は A 類型 に , 風蓮湖 は海域 の A 類型 に それ ぞ れ 指

定 さ れ て い ま す (図- 2 ) ｡

西別川 は, 阿寒国立 公園 に ある摩周湖 の 伏流水
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図 - 2 別海 町 内 の 河川等状 況

を水源 と しオ ホ ー ツ ク海 に 注ぐ中規模 な河川 で す

が, 苦か ら サ ケ ･ マ ス の 遡 上, 増殖河川 と して 漁

業者 か ら も貴重 な河川 と して 大切 に さ れ て き ま し

た
｡

西別 川 の 水質 は, 上 下流 と も 環境 基 準項 目

( P H
,

B O D
,

S S
,

D O
, 大腸菌群数) を ほ ぼ ク リ

ア して お り, ま た , 上 流部 は河床 が透 き 通 り, 河

川沿 い に は ク レ ソ ン ,
バ イ カ モ な ど清流 を好 む植

物 が 密生 し良好 な水質 と 言 え ます が, 中流か ら下

流 へ 下 る に した が い 河川水 も 透明度 を失 い , 又,

ク レ ソ ン
,

バ イ カ モ な どの 植物 は, 皆無 な状況 に

あり ま す
｡

しか も 新生橋地点の T - N , T - P は,

忠類川 (流域内 に 酪農 は 展開さ れ て い な い) に 比

べ T - N で は 8 倍,
T - P で は1 0 倍 と 非常 に 高 い

値 を示 し て い ま す (表- 2 ) ｡

町の 東南 に あ る風蓮湖 は, 平成 2 年度 に は湖沼

の 水質指標 で あ るC O D が 全国 ワ
ー ス ト 1 に な る

な ど水質 の 悪化 が 問題 と な っ て い ま す
｡

な お , 風蓮湖 に つ い て は, 現状 の 水質状況 か ら,

C O D の 基準値 が 5 p p m ( 基準で は, 2 p p m ) に 緩和

さ れ て い る状況 に あ り ま す ｡

こ れ ら の原因と し て は, 流域内に 大 き な市街地,

産業 が な い こ と か ら, 土 壌的な 要因 ( 火山灰, 泥

炭) に 加 え, 農業の 生産活動 も 何等 か の 影響 を与

え て い る の で は と 危供 さ れ て い ます
｡
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表 - 2 西別川 と忠 類川 の T - N の 比較

西 方 リノI l と 忠 塀 ノI l の T - N の 上=ヒ 蚊

サケ

3

2 . 5

2

1 . 5

1

0 . 5

醐川
肛岩 月点

長崇 用点

新年 潤点

･･盟森川 ‥=盟叔 風点 ･

′ 1
亡

′

ノ

′

′

′

/

′

′

〉
′

ヽ

､
､

_
: =

一 -
･ 一 ぼ

一･
一 ･

一 -

琶ヰ晶ヲ
3 9

t品音ヲ 号ヰ舶
6 9

湖ヲ 軍滋子
9

西別川と忠類川の 水質 ( B O D
､

T - N
､

T - P ) 比較

調査項目 河 川 名 地点名
9 6 . 23 9 . 7 . 30 9 . 9 . 16 9 . 11 . 1 2 9 . 11 .

1 9
平 均 値

(平水時) (降雨時) (平水時) ( 平水
.
時) ( 適正時)

B O D

(m g/ り

西 別 川

虹別橋 0 . 9 0 . 3 0 . 9 1 . 1 0 . 5 0 . 7

長栄橋 0 , 7 0 . 9 0 . 7 0 . 8 1 . 1 0 . 8

新生橋 0 . 4 0 . 6 0 . 6 0 . 9 3 . 0 1 . 1

忠 現 川 忠類橋 0 . 6 0 . 2 0 . 3 0 . 9 0 . 6 0 . 5

T - N

(m g/ り

西 別 川

虹別橋 0 . 44 0 . 60 0 . 5 7 0 . 5 4 D . 5 1 0 . 53

長栄楕 1 . 1 1 . 4 1 . 1 1 . 8 2 . 1 1 . 5

新生橋 1 . 2 1 . 4 1 . 3 1 . 7 3 . 1 1 . 7

忠 現 川 忠類楕 0 . 13 0 . 32 0 . 12 0 . 3 2 0 . 1 5 0 . 21

T - P

( 皿〆り

西 別 川

虹別席 0 . 0 76 0 . 0 97 0 . 087 0 . 08 3 0 . 07 9 0 . 0 84

長栄橋 0 . 0 74 0 . 1 10 0 . 07 7 0 . 07 6 0 . 01 4 0 . 0 96

新生橋 0 . 069 0 . 1 10 0 . 07 6 0 . 05 9 0 .330 0 . 1 30

忠 類 川 忠頬橋 0 . 0 13 0 . 019 0 . 01 0 0 . 00 8 0 .01 4 0 . 0 13

サケ ･ マ ス 増殖河川等水質調査業務報告書 (北海道根室支庁地域政策部環境生活課)

Ⅴ
. 持続的 な農業 の 確立 に 向 けて

町 の 振興 ･ 活性化 を図 る た め に は
, 基幹産業 で

あ る農業 と漁業 の 両産業 が共存 し共 に発展す る こ

とが 重要 で す
｡

従 っ て
, 農業 の 生 産性向上 を図 る と と も に , 河

川
･

湖沼 な どの水質保全 に代表 さ れ る 環境 に配慮

し た対策が 必要 と な っ て い ま す ｡

1
. 農業 と 漁業 の 共生

地域農業 は, 新酪農村建設事業等 の 国家 プ ロ ジ

ェ ク ト によ り, 大規模酪農地帯 と し て, また , 日

本 の 食料基地 と して の 確固た る 地位 を築 い て き ま

し た ｡

しか し, 厳 し い 酪農環境 の も とで 将来 と も安定

し た酪農地帯 と して 生 き残 る た め に は, 経営 の合

ー 62 - 水 と 土 第 113 号 19 9 8



理 化, 生産 コ ス トの 低減 な ど積極的な取 り組 み が

必要 と さ れ て い ま す ｡

一

方 , 別海町 で は サ ケ ･ マ ス を 中心 と した 漁業

が 営 ま れ て い ま す が, 2 00 海 里 規制以 降 は遠洋漁業

か ら沿岸漁業 へ の 転換, さ ら に は, 捕 る 漁業 か ら

育 て る 漁業 へ の 転換が 進 め ら れ て き て い る も の の

漁業者 は現状 の河川 の 水質悪化 に 対 す る 危機感 を

抱 い て お り, 最近 で は, 漁業者自 ら が 河川沿 に 植

林活動 を行う な ど河畔林整備 を進 め 河川の 水質環

境 の 保全 に努 め て い ます ｡

従 っ て, 農業 と して も生産性 を追求 す る と と も

に
, 漁業 の立 場 を尊重 し, 農業 と漁業 が 共生出来

る よ う な 環境 づ く りが ま す ま す 重 要 と な っ て い ま

す ｡

表 - 3 家 畜糞尿 ( ス ラ リ ー ) の 成分表

家畜糞尿 ( ス ラリー) の 成分量 (乳牛1 頑当り年間)

項 目 糞尿量 水 分 炭 素 窒 素 リ ン酸 カ リ その 他

比 率 ( %) 100 . 0 82 . 0 6 . 7 0 . 42 0 . 23 0
.
3 0 9 . 88

量 ( k g) 21 , 9 00 17 , 958 1 , 467 92 5 0 66 2 , 267

北海道の 牧草栽培技術一基礎編- ( 農業技術普及協会 昭和5 8 年発行)

ス ラリー成分比率は ､ 南根室普及セ ン ター調査試料による

こ の た め の キ ー ワ ー ドの 1 つ と して ｢家畜 ふ ん

尿+ が あ り ま す ｡

家畜ふ ん尿 は, 適正 に 利用 す る と 有機質資源 と

して 貴重 な宝 と な り ま す が(表一 3 ) ,
適正 処 理 を

怠る と悪臭, 水質汚濁 な ど の 環境汚染の 原因 に も

な り ます ｡

農業 と して, 家畜 ふ ん 尿 を有機質資源 と して 適

正 に 利用 す る こ と に よ り, 良質 な 粗飼料 を確保出

来, また , 化学肥料 の 削減 に よ る 経営 コ ス トの 削

減 が 可能 と な る な ど経営安定化 の た め の重要 な 要

素 と な り,

一

方 で は河川 ･ 湖沼 の 水質保全 に よ る

漁業 と の共 生 を確立 す る た め に も 家畜ふ ん尿 の 適

正利 用 が 不 可欠 と な っ て い ま す｡

2
. 環境保全 型 農業 に 向 けた 地域 で の取 り組 み

別海町及 び 関係農協 は
, 農業経営 の 安定化 と河

川 ･ 湖沼 な どの 水質保全 を目的 に 環境保全型農業

に向 け て各種施策 を講 じ て来 ま した ｡

特 に , 酉各農の 生産活動 に 伴う副産物 (家畜 ふ ん

尿, ラ ッ プ フ ィ ル ム
,

へ い 死家畜) の 処 理対策 に

向 け て地域 の 関係機関が 集 ま り様 々 な角度 か ら検

討 を行う委員会 を設置 し, 家畜ふ ん尿 に対 して は
,

現状 の 処理 状況 と 問題点, 有機質肥料 と し て の価

値, 利用方法, 有機質肥料 と して の 利用事例 な ど

の 検討 と こ れ ら を紹介 す る た め の 農家 へ の 広報活

動 を積極的 に 行 っ て き ま した ｡

しか し, 乳牛 の 多頭化飼育 に 伴 い 排泄さ れ る家

畜 ふ ん 尿量 も大量 で あ り, そ の 適 正利用 を行う た

め に は, 大規模 か つ 高度 な施設が 必要 で あ り, 併

せ て環境保全 に も 配慮 す る た め の 総合的 な検討 が

求 め ら れ て い ま した
｡

こ れ ら の状況 の も と で 国 は, 実態調査, 対応策

等 の検討 を進 め る べ く , 根室支庁管内全域 ( 1 市

4 町) の 農地121
, 00 0 h a を対象 と して, 平成 4 年度

か ら ( 平成 9 年度完了) 地球環境貢献型農業農村

整備事業計画調査 ｢根室南部地域+ の 調査 を進 め

て き ま した
｡

こ の 調査 に よ っ て
,

地域 が 抱 え る農業 の 生産性

の 向上 と自然環境 の 保全 に 関す る課題 も明 ら か と

な り, そ の 対策 に 向 け た新 た な事業制度 の創設 に

対する 期待 が 高ま り, ｢ 根室南部地域+ の 中で も 緊

急性 の 高 い ｢ 別海地区+ が 選定 さ れ, 国営環境保

全型 か んが い 排水事業 と して 地区調査 を経 て 着 工

に 向 け全体実施設計 を進 め て い ま す ｡

ⅤⅠ
. 国営環 境保 全 型か ん が い 排水事業 の 概要

国営環境保全 型 か ん が い 排水事業 は, 環境 に 資

す る各種事業等 と の 連携 を図 り, 水質浄化等多面

的 な機能 を有 す る 農業用用排水施設 の 整備 を行 い
,

農業 の 生産性 の 向上 と併 せ 河川 ･ 湖沼 な どの 水質

に も 配慮 した環境保全型農業 の推進 に 資す る こ と

を 目的 と して 平成 9 年度新規事業 と し て創設 さ れ

ま した ｡

1 . 採択 基 準 は, 下記 の 通 りで す ｡

1 ) 北海道 の 区域内に お け る畑地帯 で あ っ て, 環

境保全型農業農村 基本計画が 策定 さ れ , こ れ に

基づ き環境保全型 農業の 推進 に 積極的 な取 り組

み が な さ れ る と見 込 ま れ る地域 にお い て 施行 す

る も の で あ る こ と
｡

2 ) 農業用用排水 の新設, 廃 止 ま た は変更 で あ っ

て , お お む ね1
,
0 0 0h a 以 上 の 地積 に わ た る土地

を受益地 (畑) と す る こ と｡

3 ) 本事業 の 対象 と な る農業用用 排水施設 は
, 末

端支配面積が
,

か ん 排要綱第 2 の 2 に 定 め る と
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こ ろ に か か わ ら ず, お お む ね 5 h a 以上 で あ る こ

と｡

2
. 環境保全型農業農村基本計画 の 概要

環境保全型農業農村基本計画 は, 経営 の 合理 化,

生産 コ ス トの 低減 に向 けた 経営基盤 の 強化 を図 る

と と も に , 農地 の 基盤整備及び環境 に資す る国営,

道営各種事業等 と の 連携 の も と に生産性 の 向上 と

併 せ て 環境 へ の負荷 の 軽減 に も 配慮 した環境保全

型 の農業 の 推進 を 目的 に 地方自治体が 作成 す る こ

と と さ れ て い ま す ｡

基本計画の 内容 は, 地域農業 と環境保全対策 の

展開方向及び 整備 の 基本計画, 地元 で の推進体制

の 確 立, 農家 を対象 と し た集落協定, 水質 モ ニ タ

リ ン グに 関す る事項等町が 関係機関 と 一

体 と な っ

て 環境保全型農業 を推進す る た め に必要 な ハ ∵ ド

及 び ソ フ ト対策 を 示 す こ と と して い ま す ｡

ⅤⅠⅠ. ｢ 別海地 区+ の 概要

国営環境保全型 か ん が い 排水事業 の第 1 号 と し

て , 平成 9 年度 に 別海地区が採択 さ れ, 現在着 工

に 向け て 全体実施設計 を進 め て い ます ( 図- 3 ) ｡

1 . 事業 の 趣旨

[二亘垂□

配水

′
9

第五清丸別捷水路

グ′ ノ
√ 二 二 √ ご 0

ノ
′

晴丸別排水路

至中梗津

別海 2 2 号幹線

風蓮 6 号幹線配 水路

至弟子屈

本地区 は, 環境保全 に 資 す る 各種事業 と の 連携

の も と で, 別海町が 策定す る ｢ 環境保全型農業農

村基本計画+ に 基 づ き, 農業用用排水施設 を整備

し, 用水不足や 排水不良等 の 解消 に よ っ て, 生産

性 の 向上 や 営農経費 の 節減 に よ る 農業経営 の 安定

化 を 図る こ と を 目的と し, 併せ て 家畜ふ ん尿等 の

適正 な農地還元
, 農用地等 か ら 流出す る土砂等 の

負荷物質 の 除去, 削減等 に よ る 環境保全 に 資す る

も の で す ｡

2 . 事業計画 の 概要

関係市町村 : 根室支庁管内 野付郡別海町

受益面積

受益戸数

総事業費

事業内容

: 7
,
8 00 h a

: 11 9 戸

: 1 9
,
1 0 0 百万円

( 内, 国営1 7
,
50 0 百万円)

: 用水路 1 4 条 L = 7 1k m

排水路 30 条 L = 4 4 k m

3
. 負荷物質の 除去 ･ 削減対策 (水質浄化対策)

に つ い て

農業 の 生産活動 に 伴う水質等 へ の 負荷物質 と し

て 想定 さ れ る の は, 融雪時, 降雨時 に農地 か ら流

出す る 土 砂, 化学肥料成分, 農地及び畜舎周辺 に

葦原津

風蓮湖

? 集去軌 排水路

別海 2 5 号幹線配水路

西別川

風蓮 5 号幹線配水路

ご
′て､

桜 ヶ 丘排水路

1 ｢＼㌧ 二
/ ′
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至墳墓

オホーツク海
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＼

⊥J
､

) - -
---

＼ [二亙亘亘]

周 一

3 別海 地 区事 業概 要

一 64 - 水 と土 第 11 3 号 19 9 8



集積 さ れ た家畜 ふ ん尿 の 窒素, リ ン 等が あ りま す｡

別海地区で は, 農業生産性 の向上 を目的 と した

用永施設及び排水施設 の 整備を行 い ます が , こ れ

ら の 施設 は結果的 に 負荷物質 の 除去 ･ 削減 (水質

浄化等) に も寄与す る機能 を有 す る も の で す ｡

こ れ ら対応 の 基本 と して は, 家畜 ふ ん尿 な ど の

水質 へ の 負荷物質 は, ｢ 源+ で 処理 す る の が 最 も 重

要で あ り, こ の た め に は, ｢ 水+ を介 した 畑地 か ん

が い と して農地 へ 適切 に還元す る こ とが 必要 と 考

えて い ます｡

ま た , 降雨時 や 融雪時等に は土 壌中の 窒素 や リ

ン 等が 表流水, 地下水 に混 じ り排水路等 へ 洗出 し,

河川 を経 て湖沼や 海域 に影響 を与 え る こ と が懸念

さ れ ま す ｡

別海地区の 排水路 は基本的 に土水路 で す が
, 排

水路法面 へ 直接表流水 や 土 砂が 流 入 す る こ と を 防

止 す る目的 で土砂緩止林 を設置 しま す ｡
つ ま り,

こ の 土 砂緩止林 が 護岸 の 役割 を果 た す わ け で す｡

ま た, 排水路内 に沈砂池機能 と洪水調整機能 を持

つ 遊水池及 び排水調整池 の 設置 を予定 して い ま す ｡

こ れ ら排水路 の 附帯施設 は, 結果的 に 環境保全 の

観点か ら次 の 効果が 得 ら れ ます ｡

①土 砂緩止 林 は, 農地 か ら の 土砂, 肥料成分(窒

素等) の 流出防止 に寄与 す る ( 図- 4 ) ｡

②遊水池及び排水調整池 は, 負荷物質(窒素等)

の 除去効果 も 期待 さ れ , 結果的に 河川 ･ 湖沼 ･

海域 の 水質浄化 に寄与 す る ( 図- 5 ) ｡

4 . 用水施設 と排水施設 に よ る負荷物質の 除去
･

削減方法 に つ い て

1 ) 用水施設

用水施設 (用水路 , 肥培施設等) は, 水 と共 に

ス ラ リ ー 化 さ れ た家畜 ふ ん尿 を農地 にか ん が い す

る た め の 施設 で す ｡

羊の こ と に よ っ て , 牧草 の 増収 に よ る安定確保

が 可能 と な る ば か り で な く , 土 壌診断 に 基 づ く施

肥設計 を行 い , 不足成分 の化学肥料 を投入 す る こ

と で
, 化学肥料 の 削減 が可能 と な り経常費 の 削減

に も つ なが り ま す ｡

ま た , 環境面 にお い て も, 家畜 ふ ん 尿 を適切 に

農地 に還元 で き るた め, 畜舎周辺 か ら の 負荷物質

の 流出が 防止 さ れ, 併せ て肥料成分 の過剰投入 が

避 け られ る こ と か ら, 土壌 へ の 窒素 や リ ン 等 の 蓄

積防止, 排水路及 び河川等 の 水質 へ の 影響 が軽減

さ れ ま す ｡

2 ) 排水施設

排水施設 は, 農地 の 浸水及 び過湿被害 の解消 を

図 るた め の 施設 で す ｡

本地区の 排水路構造 は
, 原則 と して 土 水路(流速

も小 さ い) と し, 機能保持 を 目的に 排水路 の 両岸

に 土 砂緩 止林 (護岸 工) を設 け
, 農地 か ら の 表流

水及び土砂流入 を 防止 し ます｡

さ ら に, 排水路 の 附帯施設 と して 排水調整池,

遊水池 を設置す る こ と と して い ま す ｡ 排水施設 は,

農地 の生産性 を高 め る こ と を 目的 に整備 しま す が ,

結果的 に 負荷物質 の 排水路 へ の 流入防止 及 び排水

路内で の 削減効果 が期待 で き ま す ｡

土砂緩 止林 は, 農地 と 排水路 と の 緩衝帯 と して

直接流出す る の を防止す る効果 が あ り, さ ら に ,

林帯で の窒素及びリ ン 等 の吸収効果が あり ま す ｡

水 田や 大 き な湿地 で は, 湛水 に よ っ て窒素 や リ

ン が 除去 さ れ る と の実験結果が あ り ます が, 排水

調整池, 遊水池 も
一

時的 に 水 を貯留す る湛水機能

を有 して い る こ と か ら, 水田 ･ 湿地 と同様 に 窒素

や リ ン 等 の 除去 に よ る排水路, 河川 な どの水質 へ

の影響 が軽減 さ れ ま す
｡

図 - 4 浄化 型排 水路 の イ メ
ー

ジ 図

- 65 -

図 - 5 遊 水 池 の イ メ ー

ジ 図
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†Ⅲ
.

お わ り に

別海町 の 振興, 活性化 を図 る た め に は
, 基幹産

業 で ある 農業 と漁業 の 発展が 不可欠で す ｡

農業 と 漁業が 共存 し共 に 発展 す るた め に は, 農

業者自 ら が 河川 ･ 排水路 な どの水質保全 に 配慮 し

た 環境保全型農業 を 推進す る こ と が 必要 で あ り,

こ の こ と が 漁業者 と の 共存す る た め の ｢鍵+ と な

りま す ｡

国営環境保全型 か ん が い 排水事業 ｢別海地区+

は
, 農業 の生産性 の 向上 と土地改良施設 の 多面的

な 機能 を活用 し, 排水路 ･ 河川 の 水質浄化 に 寄与

し よう と す る も の で す ｡

し か し, 林帯で の 窒素及 び リ ン 等 の除去能力 に

つ い て は, 定性的 な効果 はわ か っ て い る も の の 定

量的 な除去能力 に つ い て は
, 樹種 や 地域 に よ っ て

異 な る こ と が 考 え ら れ る た め, 現地 に お ける 試験

を 実施 し, そ の 効果 を検証 して い ま す ｡

また , 遊水池 で の 窒素や リ ン 等 の 除去能力 に つ

い て も比較的温暖 (本州, 札幌) な 地域 の 水 田 や

湿地 で の 試験結果 は ある も の の, 本地区 の よ う に

冷涼 な気象条件や 植生 の 有無等 の 条件下 で の 除去

能力 な どに つ い て の検証 も 行 っ て い ま す｡

国営環境保全型 か ん が い 排水事業 ｢別海地区+

の事業計画策定 に あた っ て は, 別海町 は も と よ り,

関係 す る農業協同組合 や 漁業協同組合 と も今後 の

地域 の ある べ き 姿 を話 し合 い , さ ら に 地区の個 々

の 農家が農業 と環境 の共生 に つ い て の 共通認識 を

持 つ に 至 っ た こ と は, すで に ｢ 環境効果+ が生 ま

れ て い る と 考 え ら れ る の で は な い で し ょ う か｡

最後 に 本事業 の 実施 が, 受益農家 の み な ら ず,

地域住民, さ ら に は別海町 を訪 れ る 人 々 に も喜 ば

れ る よう更 な る努力 を 決意 して本報告 を終 えろ こ

と と し ま す ｡
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【報 文l

地下ダム 貯留水の 取水と そ の 効果

一 世界最大の 宮古地下 ダム の 場合-

宮 崎
(R y o u M I Y A Z A E I)
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1
.

は じ め に

宮古島 は美白 な砂浜 と コ バ ル ト ブ ル
ー の海 に 縁

取 られ た 美 し い 南 の 島で ある｡

一

年中花 が 咲 き誇

り, 海中 に は色 と り どり の サ ン ゴ の林 と そ の 岩影

を熱帯魚た ちが 優雅 に 泳 い で い る｡ 宮古島 は こ ん

な南国の 楽園 の よ う な島 で あ るが ,

一

方で こ の サ

ン ゴ礁 に囲 ま れ た 自然 が 宮古島 の人 々 に と っ て長

い 水 と の 闘 い を 強 い て き た
｡

宮古島 の地質 は, 琉球石灰岩, 島尻泥岩 の 2 つ

の地質か ら な っ て い る が, 前者 は サ ン ゴ礁 が 隆起

した も の で, 空隙や 空洞 が 多く透水性 が 非常 に 大

き い 地層 で, 降 っ た 雨 は す ぐ に薄 い 表土 の下 の 琉

球石灰岩 へ と 浸透 して し ま い , 梅雨 と台風 に よ っ

て も た ら さ れ る 年間2
,
0 0 0 m m の 雨 の4 0 % は 地中 に
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浸 透 し て地下水 と な り, 不透水性基盤で ある 島尻

泥岩 の上 を地下 の川 と な っ て流 れ , 海 に流失 し て

し ま っ て い た ｡

こ の よ う に , 地表 か ら水 が す ぐ消失 して し まう

た め に , 宮古島 の地表 に は 川が な い ｡ そ の た め に,

農業用水 の 水源 を地表 に求 め る こ と は 困難 で あり,

島内の 基幹産業 で あ る さ と う き び を 中心 と す る農

業 は干 ばつ の度 に 大 き な被害 を受 け て い た ｡ こ う

した ｢水 な し農業+ か ら の脱却 を 図る た め 安定 し

た 農業用水 の確保 が 切望 さ れ た が , 貴重な 水源 と

して 島民 の 生活 を支 え て き た 自然 の 地下水盆 に 癖

養 さ れ る地下水 か ら の取水 で は生活用水 を賄うの

が や っ と で, か ん ば つ の被害か ら 農産物 を守 る ま

で に は と て も 及ばな か っ た ｡ そ こ で 地中に 人 工 的

な 止水壁 を構築す る こ と に よ っ て 地下水 を せ き 止

め て 貯留 し, 農業用水源 とす る,
い わ ゆ る ｢地下

ダ ム+ が計画 さ れ る こ と に な っ た ｡

こ の地下ダム は農用地整備公団 に よ っ て1 9 89 年

地下 ダム がない 鵬 ⊂⊃

芯訂完全 藤

一 67 -

図1 . 2 地 下 ダム の 概 念図
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よ り建設 が 行わ れ, 今 まで 多くの 紹介文 が 掲載 さ

れ て い る の で , こ こ で は地下ダム に よ っ て 蓄 え ら

れ た 水 を効率的 に取水 す る た め に実際 に行 っ た 調

査 と そ れ に 基づ く取水方法を中心 に記 した い
｡ ま

た , 併 せ て
一

部供用を開始 して い る か ん が い の 効

果 の実績 に つ い て も触 れ た い ｡

2
. 事業概要

2
.

1 事業全体概要

宮古島の 地下ダム 事業 は島全体 の 耕地面積 の91

% に あた る8
,
4 00 b a の 受益地 へ の か ん が い 用水源

と して , 砂川, 仲原, 福 里, 皆福 の 4 流域 に2
,
4 00

万血 の 農業用水 を貯水 す るか ん が い 用 の地下ダ ム

事業で ある ｡

事業 は, 地下ダム の建設 を担当す る公団事業,

フ ァ
ー

ム ポ ン ド ( 以下 ｢F . P .+ と 記す) お よ び 幹線

水路建設 を担当す る国営事業, 畑 か ん施設 お よ び

圃場整備 を担当す る 県営, 市町村常事業 が 密接 に

関連 し て構成 さ れ てし) る ｡ そ の 中で 公団事業 は,

1 98 9 年度 に 着工 した
｡ 公団が 建設 す る 2 カ所 の 地

下 ダム は, 砂川地下ダム (最高5 0 m , 堤 長1
,
6 77

m , 総貯水量9 50 万t Iぜ) 及び福里 地下ダム(堤高2 7

m , 堤長1
,
7 90 m , 総貯水量1

,
0 5 0万 血) で, 既 に

試験的 に 実施 さ れ た 皆福実験地下ダム の数十倍の

規模 で 世界 で も 初 め て の 大規模地下 ダム で あ る
｡

止 水壁 の 施工 状 況

1 0 年目の 今年度 ま で に, 先行着工 した 砂川地下ダ

ム の 止水壁 の 工事 は1 9 93 年度 に 完了 し, 1 9 95 年 に

は満水 と な り, す で に
一

部 で 取水 を 開始 し て い る ｡

福里地下ダム は
, 谷地形 を締切 る ｢ 主ダム+ と

断層 の鞍部を塞 ぎ隣接 の流域 へ 流出 を防ぐ ｢副ダ

ム+ 2 カ 所 の 建設 が ある｡ 主ダム 及び副ダム の 1

つ は1 99 6 年度 ま で に完了 し, 現在残 り の 副ダム を

1 つ 施 工 中 で今年度中 に完了さ せ る予定で ある｡

こ の他た地下ダム に よ っ て貯留 され た地下水 を井

戸 に設置 され た水中ポ ン プ で 汲み 上げ, 地下 に埋

設 さ れ た パ イ プ ラ イ ン を通 して 島 の高所 に設 け ら

れ た 6 カ 所 の フ ァ
ー ム ポ ン ド まで 送水す る工 事 が

残事業 と して 残 っ て い る｡ こ れ ら を含 め て 全体事

業 は2 00 0 年度 の完了 を予定 して い る
｡

2
.

2 止 水壁 の概要

地 上 ダム の 堤体 に あた る地下ダ ム の止水壁 の施

工 方法 の選定 に あた っ て は, 帯水層 で あ る琉球石

灰岩 の特徴 と して, ①
一

軸圧縮強度 が 平均 して2 00

k f / 血 で ある こ と, ②透水性 で あ る こ と, ③空洞

が ある こ と , ④基盤 で あ る島尻層 ま で最深部 で 地

下70 m に 及ぶ こ と, ま た , 止水壁 の機能 と して は,

(丑透水係数 1 ×1 0‾
6

c 皿/ s 以 上 で 壁厚 が5 0 c m 以 上

の 連続 した壁 で ある こ と , ②洪水時 に越流部 が 確

保 で き る 工 法で ある こ と, ③充分 な強度 が期待で

き る こ と 等の 条件 が必要で ある こ とか ら, 総合的

に 検討 して, ｢ 柱列式地下連続壁 工 法+ の なか の｢ 原

位置か く はん 工 法+ を選定 し た ｡ その 他 に 止 水壁

面積 が小 さ い 所 は経済性か ら ｢ 注入工 法+ と した ｡

主工 法 と して 選定 した ｢原位置 か く は ん 工法+ は,

地表か ら オ ー ガ に よ っ て 柱状 に 琉球石灰岩 を破砕

し, オ
ー ガ を引 き上 げる 時 に所定 の 品質 に製造 さ

れ た セ メ ン ト ミ ル ク をオ ー ガ 先端 よ り注 入 か く は

ん して , 直径5 5 c m の ソ イ ル セ メ ン ト柱 を作 る 工 法

で あ る｡ こ れ を重 ね て 築造す る こ と に よ っ て 連続

壁 と なす も の で ある｡

施 工 方法 は, 図2 . 1 に 示 す よう に だ い た い 4 つ の

工 程か ら な っ て い る
｡

そ れ は, ①施 工 ヤ ー ド工 ,

(卦ケ ー シ ン グ削孔工 , ⑨先行削孔 工
, ④3 軸原位

置 か く は ん 工 で ある｡ こ れ ら の 工程 を繰 り返 して

行 い 連続壁 を築造す る が , そ の連続性及 び水密性

を確保す る た め に こ の 工 事で は パ ソ コ ン に よ る①

注入液の 品質 ･ 量 の 自動計測, ②壁 の 鉛直管 理 の

た め の 錐 の 先端 に ある傾斜計 の リ ア ル 計測 を 同時

に 行 い , 止 水壁 の 施 工管 理 を行 っ て い る｡
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3 . 取 水性状 と 井戸の 配置

3
.

1 井戸本数の 決定

地下 ダム 貯留水 の 取水 は, 貯留域内 に 掘削 した

井戸 か らの 揚水 に よ っ て行う
｡ 井戸 の 掘削本数 は

な る べ く少 な く した 方が 経済的だ が, 1 本 の井戸

か ら の 取水量 を大 き くす れ ば水位降下 も 大 き く な

り, 地下水位 が低下 した 時 に必要量 を揚水出来 な

く な る ｡ ま た, 井戸 の 取水効率 は 口径 を大 きく し

て も さ ほ ど 向上 しな い
｡ よ っ て 井戸 1 本あた り の

揚水量 は帯水層 の 透水係数 ･

貯留係数, 許容水位

降下量等か ら最適値 が 決定 さ れ, 本地区で は井戸

1 本あ た りの 揚水量 を2
,
0 0 0Ⅰぜ/d a y と して い る｡

こ れ よ り, か ん が い に必要 な水量 を確保 す る に は,

砂川ダム で70 本, 福 里 ダム で8 4 本の 井戸 が 必要 と

な る｡

3 . 2 井戸配置 上 の 留意点

計画基準年 に お い て , か ん が い 用水 を必要量取

水 した場合 の 年間最低水位 を死水位,
こ の とき の

貯水量 を死水量 と呼 ぶ ｡ こ の 死水位 は流域全体 の

地下水位 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り求 め ら れ, 現在

砂川ダム でE . L .7 . 1 m , 福里 ダム でE 上 .3 0 . 4 m で あ

る ｡ 井戸配置 に あた っ て は, 地下水位 が下 が っ て

死水位 に 達 す る ま で , 2
,
0 00 Ⅰぜ/ d a y の 揚水 が 可能

な 地点 を選定す る必要が あ る｡

設計透水係数 (0 . 3 5 4 c m / s) ･ 貯 留係数 (0 . 1) に

お い て, 2
,
00 0 Ⅲf/d a y の揚水 が 可能 な残水深(帯水

層厚) は ジ ハ ル トの 式等 よ り6 . 6 m と計算 さ れ て い

る｡ こ れ よ り井戸配置可能 な 基盤 (帯水層下限)

標高 は砂川 でE .L .0 .5 m 以下, 福里 で E .L
.2 3 . 8 m 以

下 で あ る
｡ 実際 に は1/1 ,

0 00 程度の 水位勾配 が ある

の で, 貯留域 の 上 流で は基盤標高が も っ と 高く て

も良 い ｡

ま た, 井戸間の距離 を小 さ くす る と, 揚水時 に

相互 に 干渉 し, 水位降下が 大 き く な る｡ 砂川ダム

貯留域内 にお け る群井揚水試験結果 よ り, 本地区

で は50 m 以上 の 間隔が 必要 と さ れ て い る｡

宮古地 区に お け る 帯水層 は琉球石灰岩 で あ るが ,

そ の 透水係数 は貯留域内 に お い て も 場所 に よ っ て

大 きく変 わ る｡ こ れ は主 に 石灰岩の 空隙中に 混入

して い る 粘土 (流 入 粘土) の影響 に よ る も の で あ

り, 砂川, 福里両貯水域 と も, 良好 な帯水層 の 連

続性 は 良く な い ｡ 特 に流入粘 土 の 含有率が 高 い 箇

所 に井戸 を掘削す る と , 水位降下 が 大 き く, 限界

揚水量 が 数百 血/d a y 程度 に と ど ま る場合 も あ る｡

そ の 道 に , 取水性状 の 良好 な部分 に 当た り, 4
,
0 00

血/d a y の 揚水 を行 っ て も水位低下 が 数十c m と い

う 井戸 も あ る｡ こ の よ う に , 流域内で 掘削 した 井

戸 の 性能 は ま ち ま ち で あ る｡ 全 て の 井戸 を有効活

用す る た め に, 井戸 によ っ て揚水 量 を そ れ ぞ れ規

定す る こ と も 可能 で ある が ,
パ イ プ ライ ン の 設計,

ポ ン プ の管 理 上 の問題 も あり, 本地区で は井戸 1

本 あた り
一

律2
,
0 0 0Ⅰぜ/d a y の揚水 を行う こ と と し

て い る｡ 逆 に言 え ば規定量の 揚水 が 可能 な取水性

状 を有す る こ とが 井戸掘削位置選定 の 条件 と な る｡
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3
.

3 取水性状 の 調査

上 記 した 通 り, 井戸配置上 の 制約条件 は,

(む基盤標高が 規定値以下 で あ る こ と

②井戸間隔が50 m 以上 ある こ と

(卦取水性状が 良好 な こ と

以上 の 3 点 で ある が, 特 に③に つ い て は計画時点

で 透水性 が 不 良 な地域 が 広く分布す る こ と が 予想

さ れ て い な か っ た の で, 事業所内で 調査手法 を確

立 し て対処 した ｡ 前述 した と お り貯留域内の 透水

係数 は場所 に よ っ て ばら つ き が あ る の で, 取水井

を配置 す る 前 に , 必ず取水性状 を把握 す る こ と と

した
｡ 具体的 に は¢1 0 0 m の ボ ー リ ン グ孔 に お い て

3 00 Ⅰぱ/d a y の 揚水 を行 い
,

こ の 時 の 水位降下量 に

よ っ て 取水性状 を判断 す る と い う も の で , 簡易揚

水試験 と呼ばれ て い る
｡

こ の 簡易揚水試験 に よ る

水位降下量 と, 本井戸 で の 水位降下量 は高 い 相関

を示 し, 事前調査 と して は極 め て有効 で あ っ た
｡

3 .
4 井戸 の 配置

井戸配置 に あた っ て は, 簡易揚水試験 に お け る

取水性状分布図(比湧出量 分布図) ,
基盤確認 ボ ー

リ ン グに よ る基盤等標高線図 を勘案 し, 上記②を

踏 ま え て最終的 な 決定 を行 っ た
｡

簡易揚水試験結果 と,
こ れ に 対応す る取水井 の

水位降下量 を表3 . 1 に 示 す ｡ こ の 取水性状 は, 揚水

時 の 水位下降量 に よ っ て ラ ン ク 分 け さ れ て お り,

そ れ ぞ れ の ラ ン ク に よ っ て 当該地点 に 求 め られ る

表3 . 1 取 水性状 の ラ ン ク分 け

評 価 取 水 井 簡 易 揚 水 式 験

A 2
,
0 0 0 m

3/ d a y 揚 水時 の 水 位 降下 が3 . 5 m 未満 300 m
3

/ d a y 揚 水時 の 水位 降 下 が2 2 c m 未 満

B 2
,
0 0 0 m

β/ d a y 揚 水時の 水 位 降下 が3 . 5 m 以上10 m 未満 300 m
3

/ d a y 揚水 時 の 水位 降 下 が22 c m 以上70 c m 未満

C 2
,
0 0 0 m

8

/ d a y 揚 水時 の 水 位 降下 が10 m 以上 300 m
8/ d a y 揚 水時の 水位 降下 が70 c m 以上

こ の ラ ン ク分 けの 意 図 は以下 の と おり で ある
｡

A ラ ン ク : 地下 水位 が死 水位 に達す るま で 安 定 して2
,
0 0 0 ∫げ/ d a y の 揚水 が 可 能

B ラ ン ク : 基盤深 度 に 余 裕 が あれ ば (基盤 が十 分深 ければ) 地下 水位 が死 水位 に 達するま で2
, 0 0 0 m

8/ d a y の 揚水 が

可能

C ラ ン ク : 水位 降下 が 大 きく 取水 井 と して は不 通

図3 . 1 砂川 流域 の 井戸配 置 と此湧 出量 分布 図.

此 湧出 量500 は C ラ ン ク
,

1
,
0 0 0 は 8 ラ ン ク に相 当し

, 斜線 で 囲 っ た部分 は C ラ ン ク で 井 戸配 置不適 地 で ある｡

ただ し, 図 中で B ラ ン ク 領域 内に 掘削 した本 井戸 の 揚水 試験 結果 は, 殆 どA ラ ン クで あ っ た｡ ま た
,

配 置 して あ

る井 戸 より図面 上 の 上側 は
, 基盤 梗 高 が 高く , 井 戸配 置不 能 で あ る｡
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基盤標高が 異な っ て く る ｡

以上 よ り
,

基本的 に はA ラ ン ク が 予想 さ れ る領

域,

一

部 B ラ ン ク 領域 を含ん で最終的 な井戸配置

を 決定 した ｡ 図3 . 1 に砂川流域 の井戸配置図と簡易

揚水試験 に よ る 取水性状調査結果(比湧出量分布)

を 示す ｡

4
. 取 水施設 の構造 と取 水管理

4
.

1 取水施設の 基本的 な構成

取水井戸 の 数 は砂川ダム7 0 カ 所, 福里ダム8 4 カ

所 の計1 54 カ 所 と な り, そ れ に 国営事業の 仲原流域

26 カ所, 皆福ダム 5 カ所 を加 え る と全体 で1 85 カ所

と い う規模 に な る た め , 経済的で 効率 の よ い 取水

管 理 が必要 と な る
｡ 井戸 の配置及び施設の 管 理面

と経済性 か ら検討 を行 い
, 約1 0 箇所程度の 取水井

を 1 つ の群機場 で受電及び管 理 をす る こ と と した ｡

ま た , 各F
.
P

. 系統 に 1 カ 所 の総括機場 を設 け て, 各

F , P . 系 の全体的 な取水制御 を行 う よう に した ｡

4
.

2 取水井 の 構造

取水井 の 構造 は 図4 .2 に 示 す と お り で ある｡ 最下

部 は土 砂 だ め と し て 3 m の ケ ー

シ ン グ( S G P 管)

を 基盤面 よ り 下位 の 島尻泥岩層 の な か に 設置 し た
｡

基盤面 か ら 最低水位 ま で は渇水時 に も安定的 に 取

水で き る よ う, 取水性状 の よ い2 0 % の巻 き 線型 ス

ク リ ー ン と し, 最低水位 か ら平均水位 ま で は, ケ

ー シ ン グに ス リ ッ ト加 工 を施 した安価 な 5 % ス ク

リ ー ン と した ｡ ポ ン プ の 上 部1 . 0 皿 の 位置 に は水位

計 を設置 し, キ ャ ビ テ ー

シ ョ ン 防止 の た め井戸内

の 水位が そ こ ま で 低下 す る と ポ ン プ が 自動的 に 停

止 す る｡

4
. 3 各群磯場 と総括群機場 の 機能

宮古地区は 地下ダム か ら取水 して 各F . P .
へ 送水

し, F . P . か ら 幹線水路 を経 て 農地 ま で 水 を送 る と

い う シ ス テ ム と な っ て い る こ とか ら, 水需要主導

型 に よ る取水管理 が 最 も適当で ある ｡
つ ま り, 水

需要 に応 じて 必要 な量 を 地下ダ ム か ら取水 して F .

P . に 送水 す る 方法 で ある ｡ 地下ダム か ら の送水時

間 と 実か んが い 時間 の 調整容量 を各F .P . は持 っ て

い る が, 現在 は全体面積 (8 ,
40 0 h a) の

一

部供用 と

な っ て い る｡ そ の た めF .P . の調整容量 を利用 し て
,

最小限の ポ ン プ稼働 に よ る送水 を行う こ とが 維持

費 の 点か ら は有利 で ある｡

制御方式 はF ,P . の水位 に よ っ て ポ ン プ の 運転台

数 を制御 す る方法 が簡便 で実用的で ある た め , 総

括群機場 でF .P ､ の 設定水位 と全体及び各群機場 の

ポ ン プ台数の 設定 を行う よ う に した ｡ 運転制御 の

概要 を以下 に 示 す ｡

L l ,
L 2 , L 3 及 びn l ,

n 2 , n 3 は任意 に設定 で き る

表4 . 1 各F .P . の 取水 施 設数

水 主原 名

F . P .

砂 川 ダ ム 福 里 ダ ム

野原岳 東 山 仲 尾峰 ピ ン 7 岳 ミ ル ク 峰

1 群(総 括) 11 9 1 1 1 0

3

3

2 群 11 8 1 1 9

3 群 11 9

2 6

9 9

2 8

4 群

5 群

計

11

4 4

1 1

1 1

5 3

※ ミ ル ク峰 の 3 カ所 は仲 尾峰 3 群 に含 ま れる

3 群 2 群 1 群( 絶 括)

｢ ｢ ｢ ｢ ｢

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
P P P P P P P P P P

国4 .
1 取 水施 設模式図
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図ヰ . 2 取 水井 戸 の 構造

∇ 耳肌 運 転 停 止

雪上 l

モ主 玉

里主 ユ

∇ L V L

∇ L L 甘L

ポ ン プ 送 水 一 事

L l : n l 台 運 転

L 才 : n l ＋ n 王台 運 転

⊥ ユ : n l ＋ n 2 . n ユ 台 運 転(原月り全 台 運 転)

L 肌 : 全 台 強制 運 転

L L 肌 : 運 転 停 止

一 事 農 地 へ

図4 . 3 F . P . 水 位 とポ ン プ運 転設 定
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た め, 各期別 の か ん が い 期 の水需要 に応 じた ポ ン

プ の運転制御 に 即応 で き , 各 ポ ン プ の運転 も 平準

化 で き る シ ス テ ム と な っ て い る ｡

5
.

か ん が い の 効果

5 .
1 現 況

本事業 は 宮古島の8
,
40 0 h a の 農地 に か ん が い 水

を供給 す る事業で あ る
｡

そ の 中で 最 も 重要 な作物

は 島の農業 の 基幹的作物 で あ るさ とう き び で ある ｡

そ の 作付計画面積 は 全体 の6 0 % に あ た る約5
,
00 0

h a に お よ び,
こ の さ とう き び へ の か ん が い 施設 の

導入 及び効率的利用 に よ る 高位安定収穫 が 本事業

の 主目的 の
一

つ と な っ て い る ｡

しか し, 宮古島 に お い て は, さ と うき び の ス プ

リ ン ク ラ ー

等 に よ る大規模 な か んが い 栽培 は初 め

て の 試 み で あり, 受益農家 に と っ て は か んが い 栽

培 が作物 , 特 に さ とう き びの 収穫 に 効果が ある こ

と を確認 す る こ と は重要 な 関心事 と な っ て い る ｡

地下ダム を始 め と す るか ん が い 施設 は漸く全受益

農地 の2 0 % に あた る1
,
70 0 b a に 散水可能( H lO 年度

実績) と な っ て お り, そ
‾
の 機能 を発揮 し始 め て い

る が,
こ れ か ら は,

こ の か ん が い 水 の 効率的利用

に よ る効果 の発生 を受益農家 に 一

層啓蒙普及 す る

こ と が, 本事業 の 成功 へ む けて 更 に 前進す る た め

の重要な 要素 の 一

つ と な っ て い る｡

そ の た め に
, 国 は昭和6 3 年度 よ り継続的 に い く

つ か の か ん が い 農業普及 の た め の 調査 ･ 啓蒙活動

を行 っ て き て い る
｡

そ の 中で , H 9 年度国営宮古

農業水利事業所 が 行 っ た ｢ か ん が い 普及調査+ の

概要 を紹介 し, そ の効果 の 発現 を 示 した い ｡

5
.

2 調査内容

調査 は既 に 末端 か ん が い 施設 が整備 さ れ た1 8 地

区の 受益者64 2 戸 に つ い て ア ン ケ ー ト調査 を行 い
,

う ち30 % にあた る1 99 戸 の 回答 を も と に 集計 した ｡

1 8 地区 の 散水可能面積 は6 20 b a で , う ち調査 で き

た 面積 は8 9 h a ( 全
■
受益面積比 : 2 . 8 % , 調査対象地

区面積比1 4 % ) で あ る
｡ 調査内容 は, (∋宮古地区

全体 の さ とう き び収 量 調査, ②各個別 さ と うき び

収穫面積 , 収量, 糖度調査, ③各個別水利用状況

調査 で あ る｡

5
.

3 調査結果

表5 . 1 は H 9 年度及 び過去1 0 年の 平均 の さ と う き

び の収穫量等 の 結果 を示 して い る｡ 平成 9 年度 は

約 1 ケ 月の 干ば つ はあ っ た が 台風 の 2 回の 襲来及

び そ の 後の 適度 の 雨量 も あ っ て , 干ば つ の 影響 の

少 な い 年で 品質的 に も収量的 に も平年 を上 回 る豊

作 の年 で あ っ た
｡

H 9 年度 は気象条件 に 恵 ま れ 宮古全体 の 反収 は

平年 の7 .1 t を 上 回 る7 . 7 t と な っ た が, か ん が い 地

区は 宮古全体 の1
.
1 5 倍 の8

.
8 t の 高収量 を示 して い

る｡ 平均糖度 は 宮古全体 の 平均 を若干下回 っ た が,

収量 の 増加 が 大 き く反当た り の 農家収 入 で1 86 千

円と 宮古全体 の 平均 よ り21 千円上 回 っ て い る｡ こ

の よ う に 干ば つ の 影響 の な い 年 で あ っ て も か ん が

い に よ る効果 が 十分 に ある こ と を 示 して お り, 干

ば つ が 発生 す れ ば さ ら に そ の 効果 が 大き く な る こ

と が 予見で き る
｡

こ の よう に , か んが い に よ っ て さ と うき び の増

収効果が 明 ら か に な っ た が , 水利用実態調査 に よ

る と か んが い 時間 ･ か ん が い 量 ･ 間断 日数 に 各農

家 に よ っ て ばら つ きが あ り,
こ れ ら の 計画的実施

が今後 の か ん が い 水 の効率的利用 を図 る上 で重要

な 案件で ある こ と を示 す 結果 と な っ て い る｡

6
. 終 わ り に

地下ダム を水源 とす る 宮古地区の 畑地か ん が い

表5 . 1 さ とう きび の 収穫量調 査

か ん が い 施 設別 収穫面積 収穫量 反 収 平均 糖度 ト ン 当 たり農 家手取 額 反 当 たり農 家手取 額

(b a ) (t) (t) (度) ( 円) ( 円)

Ⅰ 型 31 2
,
7 3 6 8 . 9 3 1 5 . 1 5 2 1

,
3 5 2 1 9 0

,
7 4 6

ⅠⅠ型 58 5
,
0 4 4 8 . 6 7 1 4 . 8 6 2 1

,
0 3 9 1 8 2 , 5 1 2

計 89 7
,
7 8 0 8 . 7 6 1 5 . 1 0 2 1

,
2 3 0 1 8 5

,
9 7 5

宮古 全体(95 年) 3
,
1 4 1 2 4 3

,
1 5 3 7 . 7 4 1 5 . 2 0 2 1

,
3 6 0 1 6 5

,
3 4 3

宮古 全体(平 年) 3
,
5 2 7 2 5 8

,
7 8 5 7 . 3 4 1 4 . 0 0

注) Ⅰ 型 : ス プ リ ン ク ラ ー 散水 方 式, ⅠⅠ型 : 給 水栓か んが い 方式
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マ ン ゴ ー

は , 平成10 年度 で 散水可能面積 が1
,
70 0 h a に 達 し

て い る｡ 本格的 な水利用 が 始 ま っ て か ら約 5 年が

経過 して お り, 基幹作物 で あ る サ ト ウ キ ビ の増収

は か ん が い 施設 の な い 地域 に比 べ て確実 に 増収 と

な っ て お り, 今後 の 事業 の 波及効果 が大 き く期待

さ れ る状況 で あ る｡ また , 早くか ら水利用 が で き

た 地区で は ハ ウ ス に よ る 園芸作目 が増加 し つ つ あ

り,
マ ン ゴ ー な どの 果実や ピ ー マ ン

, イ ン ゲ ン と

い っ た野菜類 の よ り収益性 の 高 い 農業経営 へ 移行

す る傾向が 見 ら れ る ｡

宮古島 は 東京 か ら約2
,
0 00 k m , 沖縄本島か ら も

3 0 0k m 離れ た 離島 と い う ハ ン ディ を背負 っ て い る

た め, 作物 の 選定や 流通 コ ス トな ど農業の振興 を

図 るう え で解決す べ き課題 を多く 抱 え て い る ｡ し

か し, 地下ダム を水源 と した か ん が い 施設 が 整備

さ れ つ つ あ り, 宮古島の 農業 は着実 に 一

歩
一

歩発

パ パ イ ヤ

展 に 向か っ て 進ん で き て い る
｡

参考 文 献

国営 か んが い 排水事業 宮古地区全体実施設計

( S 6 2 年 3 月 沖縄総合事務局)

第32 回ダム 施 工技術講習会 テ キ ス ト

( Ⅲ 4 年1 2 月 財団法人 日本ダム 協会)

日本地下水学会講演会講演要 旨

( H 3 年1 0 月 日本地下水学会)

宮古農業水利事業 か ん が い 普及調査報告書

( H lO 年3 月 国営宮古農業水利事業所)
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【報 文】

農村地域 に お ける水質改善施設の 概要

吉 永 育 生
*

(1 k u o Y O SI iI N A G A )

且

1 . はじめ に
… … … … … … ‥ … ･ … … … … … ‥ = … ‥

7 5

2 . 農村地域 に お ける 水質改善 施設 … … … … … …

7 5

3
. 汚濁 原 因, 水 質の 現状 … ‥ … ‥ … … … ･ ･ … … … 7 6

1
.

は じめ に

戦後 の 経済成長 に よ っ て都市的地域 の 急激 な人

口増加 が 進行 し, 結果 と して 近郊 の 農業地帯 は都

市地域 の ベ ッ ド タ ウ ン と化 し, 農村地域 と都市地

域 の混住化が 進展 した
｡

こ の よう な農村地域 の人

口増加 と生活排水処理 シ ス テ ム の整備 の 遅 れ に加

え て, 生活様式の 変化 に よ る 生活系排出負荷量 の

増加 は, 農村地域 に お け る水質汚濁 の
一

要因 と な

つ て い る
｡

水質改善対策 と し て発生負荷 の 削減 が 最 も有効

で あ る こ と は 明 らか で あ るが , 生活排水 の 処 理対

策 に は長期間と 経費 を必要 と し, 農地 に代表 さ れ

る非点源負荷対策 は位置的 ･ 時間的 ･ 量的 な 変動

が 多 い た め発生地点 に お け る対策が 困難 で あ る｡

そ こ で 水質保全対策 の 一 つ と し て水域内 に お け る

直接浄化対策 が 講 じ ら れ つ つ ある ｡

筆者 ら は, 農村地域 に お け る水質改善施設 の 実

態把握 を 目的と した ア ン ケ ー ト調査 を実施 し,

一

定 の 知見 が 得 ら れた の で こ こ に報告 を行う｡

2 . 農村地域 に お け る水質改 善施設

(1) 水質改善施設 に つ い て

水質改善施設 と は, 水域 に お い て 微生物 や 植物

を利用 し有機物や 栄養塩 の 固定 ･ 除去 を行 う 施設

や , 水域内の 酸素状態の 改善等 に よ る水質改善 を

目的 と す る施設 を指 して い る｡

前者 の 代表的 な対策手法 と して は, プ ラ ス チ ッ

クや 木炭 な どの 礫状 の 接触材 や 図- 1 に 示す よう

*

農業工学研究所水工審水環境保全研究室

高 橋 順 二 *

(J u nji T A K A E A S I)

白 谷 栄 作
*

(E i s a k u S H I R A T A N I)

次

4 . 水質 改善手法 … … ･ ‥ … ‥ … ‥ …
… … ‥ … ･ … ‥ …

7 8

5
. 維持管理 主体 に つ い て

･ … … … ‥ … … … ‥ … ‥ ‥

7 9

6
.

お わ りに
… … ･ … = ･ … … ‥ … … … … … … … ･ ･ ･ ･ ‥

7 9

な不織布 を利用 した 接触材 を水中 に設置 し, 流速

の低下 に よ る粒子 の 沈降捕捉効果や 接触材 の 表面

に付着発生す る微生物 の栄養塩吸収効果 に よ る水

質改善 を目的と す る接触酸化法が ある ｡ また ,
ヨ

シ や ホ テ イ ア オ イ と い っ た 水生植物 の有す る栄養

塩吸収機能 や接触材 と して の粒子 の沈降捕捉機能

を利用す る水質改善手法 ( 図- 2 参照) が あげら

図 - 1 不織布 を利 用 した接 触酸化法
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図
-

2 水生植 物 を利用 した水質改 善施 設
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れ る
｡

後者 に つ い て は, 強制的 な循環流 ま た は曝気 に

伴う循環流の 発生 に よ っ て溶存酸素濃度 が 低 い 水

塊 に 対 す る 酸素供給 と 遮光 に よ る植物 プ ラ ン ク ト

ン の不活性化 を目的 と した レ イ ク リ フ タ
ー

, 流水

機 ま た は 噴水が 代表例 で ある ｡

(2) 調査方法

1 9 9 7年 3 月 に 事業主体 で あ る各都道府県 に ア ン

ケ ー ト調査 を実施 し, 水質汚濁要因, 現況水質,

水質改善手法及び維持管理 の 状況 に関 す る 諸 デ ー

タ を収集 し分析 を行 っ た ｡

な お, 本報告 に お い て は, 浄化対象 と な る水域

が 水路 の 場合 とた め池等の 水域 の 場合 で は滞留時

間が 大 き く異 な る た め, 分析 に あ た っ て は
``

水路

を対象 に した 水質改善施設
' '

と
``

た め池等 を対象

に した 水質改善施設
''

と に分類 す る｡

(3) 調査結果

図- 3 に 供用開始年度別 の 水質改善施設数 を示

す ｡ 1 99 7 年 9 月時点で 農村地域 に お け る水質改善

施設 は80 ヶ 所 が 数 え られ , う ち3 0 ケ 所 の 施設 が供

用中, 50 ヶ所 の 施設 は 計画段階ま た は建設中で あ

る｡ こ れ らの 水質改善施設 の うち39 ケ 所 は水質保

全対策事業( 旧 水質障害対策事業) , 1 7 ケ 所 は水

環境整備事業 に よ る設置で あり, そ の他 の 事例は

各都道府県の 単独事業等 の 各種事業 に お い て 水質

環境 に 配慮 し設置 さ れ た も の で あ る｡

水質改善施設 は, ま ずた め池 を対象 に 施 工 さ れ

た も の が 多く, 19 90 年以前 に水路 に 設置 さ れ た 火

山性 の 強酸性水 を対象 に した 石灰中和施設 が ある

も の の ,
1 99 3 年以前 は ほ と ん どが 閉鎖性水域 の た

め 池 を対象と した も の で ある｡ そ の 後, 水路 を対

( 件)

象 に した水質改善施設 も供用 さ れ 始 め年間施 工 数

も 増加 して き た ｡
こ の こ と は農村地域 に お け る水

質汚濁 の顕在化, 水環境 に 対す る意識 の 高 ま り及

び行政機関 に よ る水環境 へ の 精力的 な取 り組 み の

結果 で あ る と い え る
｡

地方別 の 施工 数 を図一 4 に 示 す ｡ ほ ぼ全国的 に

設置 さ れ て お り, な か で も近畿, 東海農政局管内

の 施設数が 突出 して い る
｡ 特 に, 近畿地方 に つ い

て は, 琵琶湖沿岸域 で 滋賀県の 単独事業 に よ る施

設が 多数あ り, た め 池で の 施 工 数が 多 い
｡

3
. 汚濁 原 因, 水質の 現状

(1) 水路 を対象 に し た地区

水質汚濁原因 を 図- 5 に 示 す
｡ 水路 に お け る水

質汚濁要因 と し て 主な も の は家庭排水 で あ るが
,

農地排水 や 畜産排水 と い っ た農業系排水 も 水質汚

濁 の要因 に あげら れ て お り, 農業が 水質汚濁原因

と な る可能性が ある こ と を示唆 して い る｡ 水質改

善施設 の 設置 を行 っ た 地区に お け る水質調査結果

を表- 1 に 示 す ｡ 平均値 に お い て もC O D , T - N の

2 項目 が農業用水基準 を超過 す る高 い 数値 を記録

し て い る ｡ また , B O D とC O D の 比 が1 . 4 とB O D の

比率が 高 い こ と は, 次項で 述 べ るた め池 の場合 と

異 な り生活系排水 の 直接的影響 が 強 い こ と を表 し

て い る
｡

農業用水基準 を満 た して い な い 水質項目 を図-

6 に示 す ｡

一

部強酸性水 に よ るp H 項目 も見受 け ら

れ るが
, C O D とT - N 項目 を超過 して い る地区 の 割

合が 高 く4 潮弱 に の ぽ る
｡ 測定 さ れ た 水質項目が 全

て 農業用水基準 を 満 た し て い る地 区が4 地 区あ る

が , こ れ ら は直下流 に 水質汚濁 の 可能性 が 高い 閉

lヨ 水 路 を 対 象 に した 水 質 改 善 施 設 P た め 池 等 を 対 象 に し た 水 質 改 善 施 設

⊂〉 ･･- N の 寸 の の ｢ ､ の
の の の の ○〉 の の の の
0 ) 8 〉 の ○〉 の の の の の

!

図 - 3 農村地 域 に お ける水 質改善施 設
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巳 水 路 を 対 象 に し た 水 質 改 善 施 設 皿 水 路 ( 未 供 用)

● た め 池 等 を 対 象 に し た 水 質 改 善 施 牧 田 た め 池 等( 未 供 用)
2 5

2 0

1 5

1 0

北 東 用 北 東 近 中 丸 沖

海 国

道 北 文 陸 海 隼 州 穐

四

匡l

図 - 4 地 方別 水質改善施設

そ の 他

畜産排水

農地排水

家庭排水

0 % 2 0 % 4 0% 6 0 % 80 % 1 0 0米

国
一

5 水 路 の 水質汚濁 要因 (複 数 回答可)

表 -

1 水路 の 水質調 査 結果

pIi
S S E C C O D B O D T- P T- N

( m g/1) (〃S/ cⅡl) ( m g/1) ( m g/1) ( m g/1) ( m g/1)

平均値 7 .7 19 30 6 8
.5 5

.
3 0.3

2
. 5

最 小値 6 . 1 5 9 2 1 .5 1
.
0 0

.
0 2 0 .4

最 大値 10 .
1 5 7 42 5 3 7 .0 38 . 0 3

.
5 13 . 7

サ ン プ ル 数 3 1 3 1 7 3 4 23 24 3 1

なし

C O D
.
T- N

T- N

C O D

p H

く強酸性水)

l

4

1 4

≡≡1

こ‡さ湘

2

鎖性水域 が 位置 す る 場合や公園内で の親水施設 と

して の 利用 を目的 と した 水質改善 と な っ て い る
｡

ま た, 栄養塩類 の リ ン 濃度 も 高く , 下流域 に 閉鎖

性水域 が 位置 す る場合 に は水域内で の植物 プ ラ ン

ク ト ン の 異常増殖 が 懸念 さ れ る た め注意 が 必要 で

ある｡

(2) た め池等 を対象 に した 地区

た め 池等 の 水質汚濁要因 を図一 7 に 示 す
｡

た め

池等 の 閉鎖性水域 の 水質 は, 大 き く は流入負荷 と

流入 水量 に よ っ て規定 さ れ る ｡
その た め, 集水域

内の水利用, 土地利用や 家庭排水 の 処 理 形態が ,

水域 の 栄養度 に 大 き く 影響 して い る
｡

た め 池の 汚濁原因 に家庭排水が あげら れ た 理 由

と して は, 集水域 に宅地 を含 む 場合, 下水道 ･ 集

落排水 が 未整備 で あれ ば, 家庭雑排水 が 流入 す る

た め で あ る｡ ま た, 集水域内の 畜産 ･

農地か ら の

排水 が 降雨時 に 排水路を通 じて た め池等 に流入 す

る場合 に は汚濁源 と な る可能性が 高 い
｡

その他

畜産排水

農地排水

家庭排水

0 2 4 8 8 1 0 1 2 川 1 8

く地区歎)

図 - 6 農業用水基 準 を満 た して い な い 水質項 目
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0% 20 % 40 % 6 0 % 8 0% 1 0 0%

図 一 丁 た め池等の 水 質汚 濁要因 (複 数回答可)
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表 -

2 ため池 等の 水質調 査 結果

p H
S S E C C O D B O D T- P T- N

( m g/1) 〟S/
■
c m ( 皿g/l) ( m g/1) ( m g/1) ( m g/1)

平均値 7
.
7 1 8

.
6 3 06 8.

5 5. 3 0 . 3 2. 5

最小値 6 . 1 5 92 1
.
5 1

.0 0 . 02 0 .
4

最大値 10 . 1 57 4 75 3 7 3 8 3 . 5 1 3 . 7

サ ン プ ル 数 3 1 3 1 7 3 4 2 3 2 4 3 1

水 質改善施設 の 設置 を行 っ た 地区 にお け る水質

調査結果 を表- 2 に 示 す ｡ た め池等の 水域 に お け

る各水質濃度 は非常 に 高く, E C , C O D , T - N の 3

項目が 農業用水基準 を満 た し て い な い
｡ ま た, 農

業用水基準 を超過 し て い る項目 を 図- 8 に示 す ｡

水路 を対象 に した 地 区と 同様 にC O D 及 び T - N の

項目 に つ い て達成率 が低 い ｡

4 . 水質改 善手 法

(1) 水路 を対象 に した 施設 に つ い て

水質改善対策 と し て採用さ れ て い る 手法 を 図-

9 に 示す ｡ 全地区数36 の うち の約 8 割 を 占め る3 0

地区が接触酸化法 を適用 して い る
｡

そ の う ち全体

の 約半数 に あた る1 7 地区が 接触酸化法 を単独 で利

l

6

l

3

】
6

1

なし

C O D .T- N

T- N

C O D

P H

( 強酸性 水)

0 5 1 0 15 2 0

( 地区 数)

図 -

8 農業 用水 基準 を満 た して い ない 水質 項 目

触酸化法
4 7%

国 - g 水路 を対 象 に した水質 改善手法

用 し
,
1 3 地区が 接触酸化法 と水生植物 を併用 して

利用 し て い る
｡

こ の理 由と し て, 接触酸化法 は 易

分解性有機物 の 除去 に効果 を発揮する こ と, 維持

管 理 が 比較的容易で ある こ と, 既設 の 水路内に 設

置可能 で あ る た め 新規 の 用 地取得 が 不要で ある こ

と 等が 要因 と考 え ら れ る｡ た だ し, 汚泥 の 引き 抜

き 等 に よ る系外 へ の 除去作業 に よ り効果 を維持す

る こ と が 必要不可欠 と な る ｡

(2) た め 池等 を対象 に し た施設 に つ い て

水質改善対策 と し て採用 さ れ て い る 手法 を 図-

10 に示 す ｡ 水路 に お い て は 接触酸化法の 利用割合

が 高か っ た の に対 し, た め 池等 に お い て 接触酸化

法 を採用 して い る の は 2 地区 に す ぎず, 約半数 の

地区 に お い て水生植物 が利用 さ れ て い る｡ 閉鎖性

水域 にお け る富栄養化対策 と し て栄養塩の 除去 が

重要 で ある た め, 水生植物 の 刈 り取 り に よ っ て 系

外 へ 持 ち 出 し易 い 水生植物 を利用 した 方法 が有効

で あ る
｡

ま
〝
キ, 水生植物 は 処理 速度 が 遅 い た め 広

い 面積 が 必要 と な るが , た め 池等 で は流速が 遅 く

水面積 を含 め て栽培場所 の 確保 が 容易で あ る こ と

も適用事例 が 多 い 理 由で あ ろう｡

ま た
, 嫌気状態 と な っ た底泥 か ら の 栄養塩 の溶

出 を抑制す る 目的で , 間欠揚水筒 に よ る酸素供給

や 流水機 に よ る 膵層破壊 を 試み る手法も 適用 さ れ

て い る
｡

た め 池 に お い て は農業用水源 と して の 価値 も さ

る こ と なが ら, 近年で は親水空間 と して の 価値 が

再認識 さ れ て お り 公園整備 の
一

環 と して 水質改善

施設 を設置する 事例 も 多く な っ て い る ｡ 例 え ば噴

水 の 設置 に よ っ て , 修景効果 と曝気 や 遮光 に よ る

水質改善効果 を 試み る事例 な ど で ある ｡

その他 接触 酸化法

レイクリフタ

18 %

接触酸化法

と水生植物

の併用

31%

- 7 8 -

18 %

図 -

1 0 ため 池 等を対象 に し た水 質改善手法
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水利組合
など

8 %

土地改良区

など

16 %

市町 村と

土地改良区

1 1 %

市町 村
65 %

図 - 1 1 水 質改 善施 設 の 維持 管理 主体

5 . 維持管理 主体 に つ い て

水質改善施設 は微生物 や水生植物 を利活用す る

た め, 好適 な生息環境 を維持 す る た め の 維持管 理

作業 が 必要不可欠 と な っ て く る｡ 水質改善施設 の

管 理 主体 に つ い て と り ま と め た 結果 を図- 1 1 に 示

す ｡

市町村 が 管 理 主体 と な る場合が 半数 を超 え, そ

の他 は 土地改良区や 水利組合 へ の 委託 と な っ て お

り, い ずれ の 場合 も 地元 の管 理 と な っ て い る｡

6 . おわ り に

近年の 都市地域 と の混住化 , 生活排水 の未処 理

放流 によ る農村地域 の 水質汚濁 は全国的 な問題 と

な っ て い る｡ 今回の ア ン ケ ー ト調査結果 に お い て

も家庭雑排水 を汚濁源 と す る 水質汚濁 が 大半 を占

め て お り, 生活排水処 理 シ ス テ ム の 整備が 急務 の

課題 で あ る｡

接触酸化法, 水生植物 を は じ め と した 自然 の 浄

化機能 を利活用 した 水質改善手法 は, 小規模分散

型 で あ り省 エ ネ ル ギ ー

的 で あ るた め今後更 な る整

備 が進 む と考 えら れ る｡ しか し, 土砂 の 堆積 や汚

泥 の 発生 が 生 じる た め所要 の 浄化効果 の 発現 の た

め に は汚泥 の 引き 抜 き等 の適切 な維持管理 作業 が

必要不可欠 と な る ｡

今後 は, 浄化能力 の 経時的 な変化 や 維持管理 に

よ る機能 の 維持等 に つ い て詳細 な実態調査 を行 い ,

効果的 ･ 効率的 な 水質保全施策の 推進 に 資す る べ

く 研究 を行う所存 で あ る｡

最後 に 関係機関 の 方々 の協力 な し で は本研究 は

成 し え な か っ た｡ 記 して 深謝 の 意 を表 す る｡
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【報 文】

水に 関する新た な取り組み

一水環境整備 ｢ 軽辺地区+ の事例-

遠 藤 勝 志 *

(K attユS bi E N D O)
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1
. は じめ に

水環境整備事業で 整備 す る軽辺川 は, 江戸時代

の 慶長 9 年 (1 60 4 年) 伊達政宗公 の 五 男 ･ 宗綱 の

後見人茂庭網元 に よ り, 城下外辺 の 防御濠 と して,

ま た, 町屋敷 の 生活用水及び下流 か ん が い 用水 と

して,
三 迫川 か ら取水 す る た め計画 さ れ た 開削水

路 で あ る｡ しか し, 城主宗綱 が 十 六才 で 不慮 の 死

を遂 げた こ と に 伴 い
, 網元 は悲痛 の あま り高尾山

に 入 り 喪 に 服 して し ま っ た こ とか ら, 茂庭家 の家

中の 軽部六 右衛門が 事業 を受継ぎ, 当地 に 移住 し

て数 ヶ 年 の 歳月 を要 し軽 辺 堰及 び軽 辺 川 の 開削工

事 を 完成 させ た と伝 え ら れ て い る ｡

ま た , 軽辺川の 名称 も 工 事 に 携 わ っ た 六 右衛門

よ り き て い る と さ れ て い る｡

以来, 本水路 は農業用水 に, ま た, 地域住民 の

生活用水や 憩 い の 場 と して利用 さ れ て き た 歴史 を

有 し, 殆 どが 石積 み の状況で 残 さ れ て お り城下町

の風情 を残 して い る｡ 反面, 生活 ス タ イ ル の 変化

に よ り, 通路 や駐車場 と して 自家用架橋 が 設置 さ

れ景観 を著 しく 損ね て い る｡ ま た, 護岸等施設 の

老朽化 に 伴 い 維持管 理費 の 増大 も 問題 と な っ て き

て い る
｡

こ の よう な 問題 を抱 えて い る折 に 国営か ん が い

排水事業 ｢迫川上 流地区+ が 採択 と な り, 軽辺川

の 改修が 行 わ れ る こ と に な っ た｡ さ ら に は, 栗駒

町は 平成元年 に 栗駒 リ ゾ ー ト整備構想 に お い て,

｢ 栗駒 リ ゾ ー ト 3 計画+ を策定 し, 岩 ヶ 崎地区の

一

宮城県築館農林振興事務所

千 葉 胤 之
*

(T a n e y ulくi C H I B A )

三 浦 元 康
*

(M ot o y a s u M I U R A )

次

3
. 施設 の予 定管理者及 び予定 管理 方法 ･ … … ･ … ･

8 4

4
.

水環 境整 備で 期待さ れ る機能 ･ 効果 ･ 役割 … 8 4

町心整備 を重点事業 と して, 盛り込 み, 用水路機

能 の 整備 と と も に , 水辺空間の 環境整備 を併せ て

行う こ と と な っ た ｡ 平成 3 年 に栗駒町で 基本計画

を策定 し, 平成 4 年 に 県営水環境整備事業 ｢軽辺

地区+ が 採択 さ れ , 国, 県, 町が 一

体 と な っ て歴

史 の あ る軽辺川 の 景観 を整備 す る こ と に な っ た ｡

軽辺川 を改修す る こ と は, 慣 れ 親 しん だ 風景 を

変 え る こ と に な る た め, 地域住民 の 理解 が 不可欠

で あ り, 各商店会代表, 商 工 会代表, 農協代表,

沿線住民代表, 改良区, 町議会議員, 学識経験者

を メ ン バ ー と する 軽辺川景観整備事業推進協議会

が 設立 され て, 景観整備事業 の 計画 に 対 す る助言,

実施 に当た っ て の 住民 と の 調整等 の事業推進 を行

つ て い る｡

従来, 軽辺川 の 管理 は用水管理 者 の 改良区と道

路管理 者 の栗駒町が 行 っ て お り, 自家用架橋 の み

は, 個人管理 と な っ て い た ｡ しか し, 今回 の水環

境整備事業 を契機 と し て, 岩 ヶ 崎市街地 に居住 す

る人 々 が 皆 の 施設 と し てせ せ ら ぎ水路等 を認識 し,

維持管理 を行政 と
一

体 と な り 行う こ と を目指 す も

で ある ｡

2 . 水環 境整備事業 ｢軽 辺 地 区+ の 概要

1 ) 地域 の 概要

図w l に 示 す と お り, 栗駒町 は, 宮城県 の最北

西端 で 県庁所在地 の 仙台市 よ り約7 0k m の 位置 に あ

る｡ 町の 西北部 は, 宮城 ･ 秋 田 ･ 山形 の 3 県 に跨

る栗駒 山を最高峰 とす る 山岳地 を形成 し, そ こ を

源流と す る三 迫川及び二 迫川が 南東 に 流れ , 流域

沿 い に農耕地 が拓 け て集落 が 形成 さ れ て い る｡
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図- 1 娘 内 で の 位置図

栗駒町 の人 口 は, 昭和3 0 年 の合併当時2 4 , 00 0 人

程 で あ っ た が , 細倉鉱山 の衰退 と共 に 減少の
一

途

を辿り, 表- 1 に 示 す と お り平成 7 年 に は, 1 5 ,
0 10

人 と な っ て い る
｡

栗駒町 の 総面積 は, 24
,
43 6b a で あり, 表- 2 に

示す と お り山林原野 が 大半 を 占 め て い る ｡ 農地 は,

15 . 7 % ( う ち水 田 が86 . 4 % を 占 め る) で ある｡

栗駒町の 産業別就業人 口 は , 表- 3 に示す と お

り で ある ｡

栗駒町 の農業の 現況 は, 以下 に 示 す と お り で あ

る｡

町全体 に 占め る 農家人 口 及び農家戸数 は, 各 々

6 4 . 6 % , 51 . 1 % で あり農業主体 の 町 と い える ｡

ま た , 耕地面積 か らみ る と水 田 が91 . 6 % を 占 め

て い る ｡ 農家
一

戸当た り の耕地面横 は, 1 . 6 7h a( う

ち水 田1 . 54 ぬ) で あ り, 県全体 の1 . 41 b a ( う ち水

田1 . 2 5b a) と比較して 広 い ｡

専業兼業別農家数 は , 専業7 . 5 % , 第
一

種兼業

1 4 . 0 % , 第 二 種兼業78 . 5 % と 第 二 種兼業の 比率 が

大 き い
｡ ま た, 農業粗生産額 は, 米 が 全体 の6 6 . 5

% と 大半 を占め, 畜産物も2 2 .
1 % と比率が 高 く な

っ て お り複合経営 と な っ て き て い る ｡

栗駒町 は 山林原野 が多 い 農山村地域 で あり, 人

口 の 減少 が続く 過疎地域 で ある｡
ま た , 地域活性

化 の 主た る担 い 手で あ る若年層 の流 出が 多 い ｡ こ

の よう な現状か ら, 平成 5 年度 に ｢特定地域 に お

け る若者定住促進等緊急 プ ロ ジ ェ ク ト+ の指定 を

受 け, 地域 の 活性化 を図 る た め の 事業 を 展開 し て

い る｡
こ の 事業の 中で も, 軽辺川

一

帯 は 町民や 町

を訪れ る観光客 の ふ れ あも) と交流 の 場 と して 整備

さ れ て い る
｡

2 ) 軽辺川 の現況

軽辺川 は, 三 迫川か ら軽辺頭首 エ に よ り 取水 さ

写 真 - 1

表 - 1 人 口及 び 世 帯数

人 口 (人) 男 子 ( 人) 女 子 ( 人) 世 帯数 ( 人)

平 成 7 年 1 5
,
0 1 0 7

,
1 7 7 7

,
8 3 3 3

,
8 5 6

昭和55 年 16
,
4 5 5 7

,
8 3 3 8

,
6 2 2 3

,
8 6 8

表 - 2 土地 利 用状 況 (h a)

農用地 ( う ち水 田) 宅地 等 山林原 野 そ の 他

平成 7 年 3
,
8 3 7 3 , 3 1 5 4 3 2 1 3

,
5 4 5 6

,
6 2 2

表
-

3 産業別就 業人 口 (人)

第 1 次産業 第2 次産 業 第3 次産業 計

平 成 2 年 2
,
3 7 5 3

,
1 8 3 3

,
0 4 2 8

,
6 0 0
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れ 上流部 に お い て 岩 ヶ 崎市街地 を末流す る農業用

水路 で あ り,
か つ て は城下町 と して 栄 え生活用水

と して , 生活 の 場, 憩 い の 場 と して 地域住民 と 密

接 な 関係 を持 っ て い た ( 写真- 1 ) ｡

また , 中心部 に は, 栗駒駅 が あ り, こ の付近 は

多 く の 人々 の 往来が 見 られ , 病院,
ス ー パ ー

, 飲

食店 が 集中 して い て, 賑 わ い が あ る｡ さ ら に は,

清 らか に流 れ る軽辺川沿い に は ケ ヤ キ の大木 や サ

ク ラの 並木 が 存在 し, 地域 に景観的な 潤 い を与 え,

歴史 を感 じさ せ る物 に な っ て い る ( 写真- 2 ) ｡

写 真 - 2

しか し, 軽辺川 は 高 さの ある 掘割 り永路で 水面

が 低く, ま た 各家 々 の 進入路, 駐車場 と して使用

して い る橋 が 架か っ てV ) る な ど景観 を阻害 して い

る 要因 も 多い (写真- 3 ) ｡

写 真 -

3

3 ) 軽辺川景観整備事業推進協議会 の設立経緯

(1) 昭和59 年3 月3 0 日

国営事業 に よ る軽辺川改修計画 に伴 い , 地

元関係者 に 対 す る説明会 を開催 し, 茂庭町 2

名, 六 日町 7 名, 八 日町 5 名及び各商店会 の

代表1 名 に よ る促進委員会 の 設立を決定 した ｡

(2) 昭和5 9 年 4 月10 日

第 1 回促進委員会 を開催 し, 名称 を軽辺川

改修計画促進委員会 と 決定 した ｡ 地域 の発展

と環境 の 美化 を考慮 した 軽辺川改修 を推進 す

る こ と を目的 と した ｡

(3) 平成 3 年 6 月

国営事業 に よ る改修計画 を検討 し解散す る｡

(4) 平成 3 年 6 月21 日

軽辺川景観保存整備推進協議会 を設立 し,

軽辺川改修 工 事( 国営事業) に合 わ せ 行う｢町

並 景観保存整備事業+ を 円滑 に推進す る こ と

を 目的と した ｡

委員 は2 0 名 と し, 各商店会代表, 商 工会代

表, 農協代表, 三迫川沿岸土地改良区代表,

沿線住民代表, 栗駒町議会議員, 学識経験者

で構成 ｡

(5) 平成 5 年 8 月 5 日

委員 を2 5 名に変更

(6) 平成 6 年 9 月1 3 日

名称 を ｢軽辺川景観整備事業推進協議会+

に変更 し現在 に 至る
｡

4 ) 整備方針

本地区の 歴史 を振 り返 り, 水路開削の 偉業 をた

た え る と と も に , 水路 の 環境整備 に あ っ て は 現在

の 生活 に 即 した 利用 を考慮 し, 軽辺川景観保存整

備推進協議会で 整備方針が た て られ た ｡

･ 歴史 を 顕彰 す る

軽辺川の 歴史 や 先人 の 偉業 を伝 え, 取水 口の

頭首 工 付近 に ｢ 六 右衛門広場+ を整備 し, 歴史

が 感 じ られ る風情あ る環境 を つ く る
｡

･ 水 に 親 し め る環境 づ く り

親 しみ や す い 川 と な る よう, で き る だ け水辺

に近 づ け る よ うに し, 水 と遊 べ る親水空間 を つ

く る｡ 自然的 な環境 を造 り, 小動物 が生息で き

る環境 を つ く る｡

･ 美 し い 景観 を育 て る

水 と 緑が
一

体 と な っ た美 し い 景観 づ く り を行

う｡ 現在 のサ ク ラ の 木 を で き るだ け生 か し な が

ら新 た に 多様 な樹種 を植栽 す る｡

･ 賑 わ い を創出す る

多くの 人 が訪 れ 楽 し め る空間 を つ くり , 人 と

人 の ふ れ あい や 交流が 生 ま れ る よう な 空間整備,

モ ニ ュ メ ン ト等の 施設整備 を行う｡

5 ) 整備計画
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本事業整備区間 は, 軽辺頁首工 か ら町道下町裏

橋ま で の1
,
37 0 m の 区間で ある

｡

平成 4 年度 に着手 し, 平成1 0 年度完了 予定 で あ

り, 前述の 整備方針 に 基 づ き , 別図- 2 の よう に

3 つ の ゾ ー

ニ ン グ を設定 し, 整備 を行 っ て い る ｡

各年度毎の 工 事 は ｢軽辺川景観整備事業推進協議

会+ で 工 事実施計画 を説明, 内容 を討議 し, 実施

して い る｡

市街地で の水環境整備事業で あり, 都市型 的整

備 と な っ て い る ｡

･ 歴史文化ゾ ー ン ( 頭首 工 ｢ 茂庭橋)

歴史的土木事業で ある軽辺頭首 工 と 軽辺川開

削に あた っ た軽部 六 右衛門の 偉業 を讃 え, 顕彰

す る 町民 の憩 い の 場 と して の 公園 を整備す る｡

こ こ で は, 用水路 と人 と の 関わ り や歴史, 文化

や 伝統 を学 び伝 え る整備 を行う｡

遊歩道 は通行車両 が少 な く , 沿線住民の
一

部

の通行 に限 ら れ る こ と か ら, 幅員 は 2 m と して

い る ｡ せ せ ら ぎ水路 は本区間 の流量 が 少 な い こ

と か ら, 自然石 を乱模 した小 せ せ ら ぎ水路 と し

て い る (写真- 4 ) ｡

･ 生活文化ゾ ー ン ( 茂庭橋一乗駒駅一病院前橋)

市街地 の 中心 を流 れ る 区間で , 町の核 にふ さ

わ し い 賑 わ い と美 し さ を演出 し, 人 々 が 集 い
,

く つ ろ げる空間整備 を行う｡

キ _冨二言;卜 竿
● (歴史に) 学ぶ

● (歴史に) 伝える

● (歴 史に) 記憶する

● (先人を) た たえ る

至 朱駒山

写真
-

4

遊歩道 は管 理 用道路, 沿線住民 の 生活道路 を

兼 ね た 整備 を行 い , 生活 の 利便性 を図 る と と も

に 水辺 と の ふ れ あ い を促すた め, 幅員 は 4 m と

し, 舗装材料 は小舗石 タ イ ル を使用 して い る｡

対岸側 の 町道改修計画も あり, せ せ ら ぎ水路

の 用地幅 に 制約 を受 け る た め, 自然石 に よ る護

岸 は直線状 と な ら ざる お え な い ｡ 現況の 軽辺川

は 地元産出の 岩 ヶ 崎石 が多用 さ れ て い るが , 現

在量産 は不可能 で あり, 量産可能 な 東北地方産

出の 男鹿石, 石越石, 鳥海石, 蓬莱石 を使用 し

て い る｡

同 じ石 で あ っ て も違 っ た 印象 を持 つ よ う, 階

段積 み , サ イ コ ロ 積 み, 乱積 み 等 で バ リ エ
ー

シ

親水ゾ ー

ン

● ( 水と) 遊ぷ ･ 親しむ

● ( 豊か に) 生 きる

● や すらぐ

生活文化 ゾ ー

ン

● にぎわう

● つ どう

● くつ ろ ぐ

● はなや ぐ

鶴丸城跡

巨司
至

簡
館

[垂司
宅住営町

病
院
前
橋

図
-

2 計 画地 周辺概 念 図 およ ぴ ゾ ー ニ ン グ図
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ヨ ン を持 た せ て い る ( 写真- 5 ) ｡

写 真 - 5

･

親水 ゾ ー ン ( 病院前橋一下裏町橋)

病院前か ら下流, 下町裏橋 にか け て は用地幅

が広 く 緩傾斜護岸の 導入 が 可能 で あ り, 散策 や

休息, 水遊 び 等が で き る親 し み の持 て る水辺空

間と して 整備 を行う｡

遊歩道 は, 管理 車両 が 町道 を利用で き る こ と

か ら幅員 を 2 m 程度 と し, 材料 は, オ ー

ス ト ラ

リ ア 産 レ ン ガ や イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ブ ロ ッ ク,

擬木 コ ン ク リ
ー

ト製 の 木桟道 を使用 し, 憩 い や

く つ ろ ぎの雰囲気 を持 た せ て い る
｡

せ せ ら ぎ水路 は新鉄平石 を用 い 3 潮 の 緩傾斜

護岸 と し, 階段 を設置 し, 小 さ な 子 供 で も水路

の 中 に入 り水遊びが で き る配慮 を し て い る (写

真- 6 ) ｡

写 莫 - 6

3 . 施 設の 予定管理 者及 び 予定管 理方 法

水環境整備 と 同
一

区域 で行 わ れ て い る事業 は,

国営か んが い 排水事業, 県営水環境整備事業, 栗

駒町卓独事業等 の 多岐 に わ た る た め, 施設 の 財産

区分, 管理予定者 を明確 に し て お く必要が ある ｡

本地区で の 維持管 理 区分 (予定) は以下 の と お

りで ある
｡

･ 国営か ん が い 排水事業, 県営水環境整備事業 で

施工 さ れ る親水護岸, せ せ ら ぎ水路 は か ん が い

用水 の管 理 者 で ある 三 迫川沿岸土地改良区が管

理委託 を受 け て管理す る｡

･ 遊歩道等の 親水修景施設及び関連事業施設 (町

施 工施設) に つ い て は, 栗駒町が 管 理 す る ｡

4
. 水環境整備 で 期待 され る機能 ･ 効果 ･ 役割

1 ) ま ち づ く り の 波及

栗駒町 は過疎地域指定 と な っ て お り, 活性化計

画 で は重点施策 と して 軽辺川 を軸 と し た 岩 ヶ 崎市

街地 の整備 を位置 づ け て い る ｡

水環境整備 は, 親水護岸, 遊歩道設置とV ゝう ハ

ー ド面 の 整備 に お い て ま ち づ くり の
一

助 と な っ て

い る
｡ 栗駒町 を訪 れ る大部分 の 観光客 は , 栗駒山

に集中 し て お り, 市街地 に は こ れ とV )
っ た 観光施

設 も な く通過地点 に す ぎな っ か た が, 軽辺川 の施

設整備 に よ り観光拠点 と して のイ メ ー ジア ッ プ を

図り, 軽辺川 へ の 誘客 が期待 さ れ る｡

2 ) ソ フ ト事業 へ の 展開

ハ
ー ド事業 の 完成に と も な い 維持管理 及 び施設

の有効利用 に よ る活性化を図 る必要が あ る｡

こ のた め, 以下 の よ う な ソ フ ト ヘ の 展開 を考 え

て い る｡

･ 軽辺 川周辺住民 に よ る 水質浄化, 清掃, 美化 ,

植栽等 の 共同管 理体制 づ く り を推進す る
｡

･

自然環境 を持 つ 高原 リ ゾ ー トと4 0 0 年 に も 及 ぶ

城下町の 文化的伝統 も 有 して い る こ と か ら それ

ぞ れ の 地域 の 良 さ を生か した 全国的 な文化 ･ 芸

術イ ベ ン ト を 開催 す る｡

･ 樹木景観, 河川景観, 山地景観 , 屋外広告, 街

路装備, 建築物及び工 作物等 に関す る景観条例

を制定 す る等 に よ り, 行政 と 住民 が 一

体 と な っ

た歴史的 ･ 自然的財産 の保存 に む け て の 意識高

揚 を図 る｡

3 ) 事業実施 に よ る施設利用と 維持管 理

本地区 の せ せ ら ぎ水路 の 用水 は, 軽辺幹線用水

路 の 農業用水 を
一

時利用 す るも の で, 最終的 に は

軽辺幹線用水路 に戻す こ と か ら, 水路底高を軽辺

幹線用水路 天端高 よ り高く計画す る必要が あ っ た
｡

ま た, 市街地 を 通 るた め, 現況地盤高 を修正 す る
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こ と が 困難 で あ り, 流水方向 に対 し中だ る み の現

況地盤状況 で あ っ た こ と か ら, 途中で水路が 道路

面 よ り 高く な る部分が 生 じて し ま い 問題 と な る時

期 も あ っ た ｡ ま た , 本地区 は平成1 0 年度完了 予定

地区で あ る が
,

せ せ ら ぎ水路, 遊歩道等 の基幹施

設 を 先行 し て整備 さ せ て い るた め, 植栽 工
, 遊水

施設 の 大部分 が 整備未 了 と な っ て い る
｡

しか し, 部分的 に整備完了 し て い る区間 に お い

て は, 地域住民が 遊歩道 で 散歩 し, 子供 が 水路内

で遊 び, 休憩 を した り す る姿 を だ い ぶ 日 に す る 様

にな り, さ ら に は, 水路沿 い に 花 を置く人, 草刈

り作業す る 人 を見か け る様 に も な っ た
｡

こ の こ と か ら, 施設 に 対 して の 理 解 が得 られ 始

めて い る も の と感 じて い る｡

維持管理 で は, 基本的 に は地元自治体 の 栗駒町

が 担う こ と に な る が, 地域住民 の さ ら な る協力 を

得 る こ と が 不可欠 で あ り, 緑化 , 環境保全運動等

を住民参加で 行う こ と に よ り, 地域 へ の 理 解や 愛

着 を生 み , 高 い 水準の 管 理 が継続す る も の と考 え

る ｡

最終的 に は, 住民が 自発的 に 維持管 理 に参加 す

る こ と が 重要 で あ り, し い て は保全団体等が 組織

化 さ れ 管 理 さ れ て い く こ と が よ り 良 い 管 理 状態 を

維持 で き る た め 理 想的 と 思う｡

よ っ て , 住民 の 自発的な 維持管理 が行 わ れ る こ

と を 支援す る た め , 現在あ る ｢軽辺川景観整備事

業推進協議会+ が
, 組織体制 づ く り と 行政 と住民

と の 協力体制 を推進 す る も の で ある｡
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生態系に配慮した自然石護岸排水路の 環境変化
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1
. は じ め に

1 9 92 年 に 国連 に お い て ｢地球 サ ミ ッ ト+ が 開催

さ れ , 農業 に 関 し て は環境保全 と調和 した｢農業
･

農村 の持続可能 な発展+ が 打 ち 出さ れ た
｡

こ れ は,

農村 に お け る自然環境 の 保全 も 含 まれ る ｡ ウ ル グ

ア イ ･ ラ ウ ン ド の ガ ッ ト合意 の 最終合意文書 に は,

環境 に 関す る施策 は 農業保護削減 の 対象外 とす る

こ と が 明記さ れ て い る
｡ 今 や, 環境政策 は国 と し

て 積極的に 実施 す べ き も の と い うの が 国際認識 と

な っ て い る
｡ 西欧 に お い て は1 96 0 年代 か ら, 農村

に お け る 自然環境 の 保全及 び 創出が 叫ばれ ,
ドイ

ツ な ど は, 農地 の 基盤整備事業 を行う に 当た り,

必ず 生 態的要素 を含 んだ 景域 の 保全整備 を
一

体的

に 進 め る こ とが 義務 づ け ら れ て い る｡

こ の よ う な諸外国 の取 り組 み を受 けて
, 日本 に

お い て も 環境保全 に 対す る施策が 展開さ れ て い る ｡

農業農村整備事業 で は,
こ の こ と に 関連 す る事業

が 多く な り, 平成 7 年か ら は, 農村自然環境整備

事業 が 創設 さ れ, ビオ ト
ー プ や 魚道 の 改修整備 が

行 わ れ て い る｡ 川づ く り に お い て は, 数年前 よ り

西欧の 取 り組 み に刺激 さ れ た 手法 で あ る近自然 工

法 な る も の が採用 さ れ て い る｡ そ して, 平成 9 年

6 月 に は河川法 の 大幅 な 改正 が 行 わ れ た ｡ そ の 位

置 づ け と し て, ｢ 環境+ を 一

つ の 柱 と した, 治水,

利水, 環境 の 総合的 か つ 適正 な河川管理 を積極的

に推進す る と して い る
｡

こ の こ と は, 農村 を 流れ

る 川 に も そ の ま ま 当て は ま る｡
よ っ て , こ れ か ら

*

北海道立中央農業試験場農業土木部農村環 境課
* *

北海道庁農政部設計課

寺 元 信 幸
* *

( N ob u y u ki T E R A M O T O )

長谷川 昇 司
*

( S b oji Ⅲ A S E G A W A )

4
. ま とめ … … … … ･ … ‥ = … … … … ･ … ･ … … … ･ … ･

9 6

5
.

お わ り に
‥ ‥ … = … … ･ ･ ･ … ･ … ･ ･ ･ ･ … … … … ･ ･ … ･ ･

9 6

益 々 生態系に 配慮 した 川づ く り が 求 め ら れ る こ と

に な る｡ しか し, こ の 分野 に 関 す る研究 は 日 本で

は ほ と ん ど進 んで お ら ず, 事業実施 も試行錯誤 の

状態で ある ｡

本報告 で は, 生態系 に 配慮 した 排水路 を 調査す

る こ と に よ り, (丑生物 に と っ て重要 な河畔林 の 水

温抑制効果, (卦整備前の 生物 の生息環境 と 整備後

1 年経過 した 後 の 状況か ら今後踏 ま え な けれ ばな

ら な い 環境要因, ③植生 の 比較 に よ る 1 年経過 ま

で の 実態, ④農業用 と し て の 排水路機能 の 経年変

化が 得 ら れ た の で,
こ こ に 報告す る も の で あ る

｡

2 . 調 査地 の 概 要

(1) 位置

本調査地 は北海道富良野市街 か ら東 に約1 0 k m の

と こ ろ に 位置 し, 前富良 野岳 の 湧水 を水源 と し,

空知川水系布礼別川 に 合流 す る小排水路 で あ る
｡

(2) 土地利用

排水路 の 周 辺 は十勝岳火砕流堆積物 で 覆わ れ た

畑作 丘 陵地帯 で あり, タ マ ネ ギ,
ビ ー ト , 麦, 人

参等 が 栽培 さ れ て い る
｡

(3) 植生

施 工 前 の 排水路 は,
い ま ま で 人為的 な改修 は行

わ れ て お らず,
ハ ル ニ レ ･ ヤ チ ダモ 林 や ミ ズ ナ ラ ･

イ タ ヤ カ エ デ林, ヤ マ ナ ラ シ 群落 な どの 湿地性 の

樹高2 0 m 程 の 河畔林 で覆 わ れ て い る｡

(4) 排水路概要

1 ) 事業 : 道営畑地帯総合整備事業 に お け る第

4 号明渠排水路

2 ) 規模 : 施 工 延長1
,
1 79 m , 集水面積1 . 2 k m

2

,
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排水路幅 1 ～ 2 m

3 ) 工 法

(彰断面 : 低水量時 の 魚の 遡上 及び生息 を促 す

た め , 低水路 を設 け た複断面

(卦護岸 : 付近 の 農地 か ら 出た 自然石 を流 用

(魚 の 生息空間)

③線形 : 排水路全体 の 線形 は緩 や か な 曲線 で,

低水路 は意識的 に 蛇行 さ せ 瀬 と淵 の 形成 を

図 る

④水利 工 : 流水 を阻害す る よう に 大 き め の 石

を設置 し, 瀬 と淵 の形成 を 図る

(参河畔林 : 施 工 に 支障 に な る樹木以外 は極力

伐採 しな い

⑥切 り深 : 地表 か ら 排水路河床 ま で の 切 り 深

は, 地下水 の 排除 を考慮 して 1 m 以 上 に設

定 ( 図1 )

1■

t

6) 切り深

(1 m 以上),

∇

5) 河畔林

3
. 調査結果

(1) 河畔林 の水温 に 対す る影響

魚 は 変温動物 な た め, 水温環境 は生息 に と っ て

非常 に 重要で ある
｡

よ っ て, 河畔林が 水温 に及 ぼ

す 影響 を調査 した
｡ ( 図2 )

水温測定箇所 を 図 2 に 示 した ｡ 測定箇所 は 3 個

所 で,
S P O , S P 61 7( H 8 年 は, S P 60 0) , S P 1 2 00

で ある ｡ 約60 0 m 間隔 で 設置 した｡ E 7 年 は, S P 5 30

ま で は施工 済 み の た め現況 に あ っ た河畔林 は 工事

に支障に な る部分 が 伐 ら れ, 疎 の 状態 で あ っ た ｡

そ れ よ り上 流 は河畔林 で排水路が 覆 わ れ て い た
｡

B 7 年 と H 8 年 に お い て, 気温 の 高 い 日 ( P M

2 : 0 0 で Ⅲ 7 年 が2 5 .
2

0

C ,
Ⅲ 8 年 が2 5 . 6

0

C) で,

各測定箇所 の 水温 の 最高値 と 水 温差 (P M 2 :

0 0 ～ P M 3 : 3 0) をま と め た の が 表 1 で あ る｡ こ れ

よ りH 7 年 は 恥 1 か らI h 2 の 間 の水温差が , 上 流

のN o .
2 か ら 恥 3 の 2 倍強で あ り, また

,
N o . 2 ～ N d 3

2) 自然石に よ る護岸

H 7 年

やや予

∇
菅

(平水時の水位)

4) 流水 を阻害す る大きな石

1) 低水路を設定した複断面

図 1 排水 路 の 施工 断面 の 形 状模式図

醸 千早千首や稗
N O .1 N O .2(S P6 1 7 ) N O .3
● イ ト F L O W ● ●

S P O SP S 30 S P 1 2 仰

+ 虹 閉 ⊥ 未 帖 同 +

hO .1 N O . 2(S P 6 0 0) N O . 3

● ● 一 -

F L O W ●

S P O SP 9 9 6 SP l 之0 0

l 一 帖 同
一 ⊥欝+

● 水温測 定箇所

図 2 H 7 年 ,
Ⅲ 8 年 に お ける水温 測 定箇所 の 河畔林 の 状 況
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表 1 H 7 年 ,
H 8 年 に お ける水 温 と各測 定 箇所 間の 水 温差

測 定時 間 測 定 筒所

N o . 1 N o . 2 N o . 3

測点 H 7
･

8
･

6 S P O S P 6 1 7 S P 1 2 0 0

H 8 ･ 8 ･ 1 0 S P O S P 6 0 0 S P 1 2 0 0

水温 (℃) Ⅲ 7
･

8
･ 6 1 5 . 2 1 3 . 3 1 2 .5

H 8
･

8
･

1 0 1 8 . 3 1 7
.
9 1 4 .2

測定 箇所間 の 水温差 H 7 ･ 8 ･ 6 1 . 9 0 . 8

( △T ) (
O

c ) H 8 ･ 8 ･ 1 0 0 . 4 3 . 7

の 水温差 を 見 る と, H 7 年 は0 . 8
0

C , H 8 年 は3 . 7
0

C

と な り, 4 倍強 の 上 昇率で あ っ た ｡ こ れ は, 河畔

林 の影響 が 大き い と 考 え ら れ る ｡

N G 3 の 測定箇所 の 水温 を等 し い と仮定 してN G 3

の水温 に対す るN G 2 と恥 1 の 水温差 を グ ラ フ で表

す と 図3 の よう に な る｡ N α2 に お い て は, H 7 年

と H 8 年で は2 . 9
0

C の水温差 の格差 が あり, 恥.1 で

は1 . 4
0

C と 減少 し た｡ 恥 . 2 に お け る格差 は か な り

大 き く, 魚 の 生息 に も影響 を与 え る可能性が ある
｡
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図 3 N α3 の 水 温 を
一

致 さ せ た とき の 水温 差 の 変化

区向 1 区冊2

(2) 魚の施 工 前後 の 生息状況 と生息環境

魚 の生息 に 配慮 した排水路整備 を行 なう た め に

は, 魚 の 生息環境 と施 工 の 影響 を 明 らか に す る こ

とが 必要で あ る｡ よ っ て , 魚 の生息調査 を施 工 前

の H 7 年と施 工 後 の H 9 年 に 行 っ た ｡ ( 図 4 )

_ 調査区間 はS P 5 3 6 ～ S P 93 5 の 約4 0 0 m を 対象 と

し た｡ こ の 区間 は施 工 前 の排水路線形 の特徴か ら,

さ ら に 3 つ の 区間 に分 け ら れ る ｡ こ の 各 々 の 区間

ご と に 調査 を行 っ た ｡

魚種 と し て は, ア メ マ ス
,

フ ク ド ジ ョ ウ, ス ナ

ヤ ツ メ の 3 種類 が 確認 さ れ た
｡

ア メ マ ス は
一

般的

に エ ゾイ ワ ナ と 呼ばれ る も の で , 海 に 降 りた も の

を ア メ マ ス , 河川 に残留 す る も の を エ ゾイ ワ ナ と

呼 び 分 け る こ と も あ る｡ 本排水路 に お い て は, ほ

と ん どが 1 歳前後 と小型 で あ っ た ｡ ま た , 6 月 は,

遡 上 時期 な どの 影響 に よ りほ と ん ど生息が 見 ら れ

な か っ た ｡ フ ク ド ジ ョ ウ は国内で は北海道全域 に

分布す る北方系の 純淡水魚で あり, 河川 の 石礫底

な ど に生息 して 主 に水生昆虫 を摂食す る｡
ス ナ ヤ

ツメ は そ の名 の 通 り砂泥系 の 底質部 に主 に 生息 し,

砂泥中の有機物や ケ イ 藻 を摂食 して い る｡ ス ナ ヤ

ツ メ は, 電気漁具 を 用い て も砂 の 中 に す ぐに 潜 り

区間3

( S P 5 3 6 ～ S p 6 5 0)

S t l ～ S t 7

螢 曲飽 匿 脚

$ P 6 0 0

( S P 6 5 0 ～ S P 7 7 0)

S t 8 ～ S t 1 5

錮市 区 観

S P 8 0 0

( 与 P ア7 0 ～ $ P 9 3 S)

S t 1 6 ′
- S t 2 3

薗 藤匿圃

与 P 9 00

- - ■

施工後の捗水鳥中心♯ 6;書芸笥 施工前の排水島

国 4 生 物 の生 息調 査 区 間概 略 図
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込 み, 摘獲が 難 しく, 全体 の 生息数 を把握す る こ

と は 困難で あ っ た ｡ 本排水路 は幅が 1 m
′ ) 2 m と

比較的小さ い た め, ア メ マ ス と フ ク ド ジ ョ ウ に お

い て は 電気漁具 に よ り, ほ ぼ 排水路全体 の 生息数

の確認 が 可能 と考 え ら れ た ｡ フ ク ド ジ ョ ウ は, 3

面張 りの コ ン ク リ
ー

ト装 工水路 に お い て も 生息 が

見 ら れ る ほ ど環境適応能力 に優 れ た 魚 で あ る｡ 本

調査 で は, 環境 の 変化 を受 けや す い と 考 え ら れ る

ア メ マ ス に つ い て検討 した
｡

河床形態 ごと の ア メ マ ス の 分布密度 を求 め る と

図5 の よう に な る ｡ こ れ よ り淵 の密度 は瀬 の 密度

の 4 ～ 6 倍強 に な り, 魚 に と っ て は, 瀬 と滑 の 両

方が 必要で あ る が
, 特 に 淵 の 数 は生息数 に 大 き く

影響す る こ と が 示 唆 さ れ た
｡

施 工 前 ( H 7 年) と施 工 後 ( H 9 年) に お け る

河床形態調査 の 結果 を表 2 に示 す｡ こ れ に よ る と,

瀬 と 淵 の 個数 が施 工 後 の 方が 全体的 に 少 な く な っ

て い る ｡
こ れ は, 同

一

の河床形態 が長く続 く箇所
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図 5 瀬と淵 に お けるア メ マ ス の 生 息密度

表 2 施 工前 彼の 河床 形態箇所 数

区 間 1 区間 2 区 間 3 合 計

( 箇所) (箇所) (箇所) (箇所)

平 瀬 8 10 3 2 1

4 6 9 1 9

早 瀬 8 9 6 2 3

2 3 0 5

淵 9 2 3 8 4 0

5 7 7 1 9

落 ち込 み に よ る 5 5 2 1 2

淵 の 形 成 5 7 7 1 9

屈 折 に よ る淵 の 3 10 6 1 9

形 成 0 0 0 0

倒 木 ･ 流木 に よ 1 8 0 9

る淵 の 形成 0 0 0 0

が 多 い こ と を表 して お り, 河床 の 多様性 は施 工前

よ り は小 さ い と言 え る｡ 特 に 淵 の 数 は半分 に な っ

て い る｡ 施工 前 は 区間 2 の滑 の 数が 非常 に 多く ,

屈曲部 と 倒木や 流木 に よ り形成 さ れ た 淵 が 多 い
｡

施工 後 で は, 線形 が 直線化 さ れ た た め屈曲等 に よ

る淵 は見 られ な くな っ た ｡

施 工 前 の 生息調査で は, 8 月の ア メ マ ス の 生息

数が3 7 尾で あ っ た ｡
こ の う ち, 生息 が見 られ た 淵

の 箇所数 は未確認 で あ っ た が, 滑 ご と の ア メ マ ス

の 生息数の ほ と ん どが 1 尾 で あ っ た ｡ しか し, 施

工 後 の 8 月 に お い て は, 淵 の 生息数 は2 7 尾で あり,

淵 の 箇所数 (19 箇所) の1
.
4 倍 で あ っ た ｡ そ こ で,

施 工後 に お け る生息数 ご と の 淵の 出現数 を示 す と

図 6 の よ う に な る
｡

これ に よ る と, ア メ マ ス が 2

尾以 上 生息す る淵 の 箇所数 が, 1 尾 の よ り多 く な

っ て い る ｡ (1 .3 倍) また , 体長が1 0 c m 以 上 の ア メ

マ ス の 個体数 が施 工 前 で は 1 尾, 施 工後 で は淵 に

生息 が 見 ら れ た も の が , 7 月 に 4 尾, 8 月 に 3 尾

と多 く な っ た ｡ 施 工 前後 に お け る ア メ マ ス の 生息

数 が 異な る た め単純 に は比較 で き な い が, こ れ ら

の 要因の
一

つ に 淵 の 容量 の影響が 考 え ら れ る
｡

そ

れ は, 中規模 の 自然河川 (積丹川) に お け る調査

で, 滑の 深 さ と サ ク ラ マ ス の 放流魚 の 現存量( g /

m
2

) に正 の相関が あ る こ と を報告 して い るか ら で

ある
｡ ( 道立林試

･

水試共同研究, 1 9 96)

表 3 は, 淵 の 平均水深 の施 工 前後 の比較で ある ｡

こ れ に よ る と, 施 工 前 と施 工 後 の 淵 の 平均水深 が

そ れ ぞ れ , 24 c m , 4 1 c m と な り, 施工 後 が ほ ぼ 2 倍

の 水深 に な っ て い る｡
こ れ は, 施工 に よ り落差 工

の 段差が 施 工 前よ り大 き くな り ( しか し, 遡 上 に

は 支障 が 無 い よ う に 配慮 さ れ て る) , 水 た た き部

(淵) の 水深 が 大き く な っ た た め で ある ｡ よ っ て,

施 工 後の 排水路 に お け る淵 の 箇所数 が 生息数 に,

6

S

4

3

▲Z

l

(

囁
頻
)

雪

( 数値 の 上 段 は施 工 前, 下段 は施 工後)
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1 尾 Z 尾 3 尾 4 尾

淵に 生息する個 体数

図 6 生 息数 ご と の 淵 の 出現頻 度
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表 3 施工 前後 に お ける淵 の 平均 水深

落 ち込 み に よる淵 の 平均 水深 屈曲に よる淵 の 平均 水i采 全体 の 平均 水深

( cI口) ( cl n) ( c m )

区 間 1
24

3 9

2 7

2 4
区 間 2

24 2 4

4 6 4 1

区 間 3
19 2 7

3 9

水深等 の容積 も生息数 と個体 の 大き さ に 与 え る影

響が 大 き い こ と が示唆さ れ た ｡

(3) カ ワ シ ン ジ ュ ガ イ の生態 と生息環境( 図7 )

施工 前 の 本排水路 に は, 多数の カ ワ シ ン ジ ュ ガ

イ の 生息が 見 ら れ た ｡ カ ワ シ ン ジ ュ ガイ は清例 な

河川 に生息す る 二 枚貝 で , 北海道 に は千歳川や 阿

寒川 な ど幅広 い 分布 が 見 ら れ る
｡

し か し, 本州 で

は河川改修等 の 影響 で 激減 の 様相 を呈 して お り,

広島県で は天然記念物 に指定 して い る町村 も ある ｡

また , 日本 の 希少種 を掲載 した レ ッ ドデ ー タ ブ ッ

ク に お い て は ｢保護 に留意 す べ き 地域個体群+ に

認定 さ れ て い る
｡

カ ワ シ ン ジ ュ ガ イ の 生態 は興味

深 い
｡ 貝 の 幼生 ( グ ロ キ ジ ュ ウム) は雌貝の 吐 出

管 に よ り多数放出さ れ るが , それ が サ ケ 科 (北海

道 に お い て は主 に ヤ マ メ) の エ ラ に 付着 し, 1 ケ

月半程 の 成長 を経 て エ ラ か ら脱落 し, 定着 した 河

サケ科 ( 主にヤマ

7 月 ～ 8 月

(数値 の 上 段は施工 前, 下段 は施 工後)

床 に お い て 生息す る｡ 本排水路及び周辺河川 に は

ヤ マ メ の生息が 認 め ら れ ず, カ ワ シ ン ジ ュ ガ イ の

繁殖 は ア メ マ ス を宿主 と し て い る こ とが 示 唆さ れ

た
｡

カ ワ シ ン ジ ュ ガイ が 繁殖 す る た め に は や は り

あ る程度 の群落が 必要 で あ り, そ うな る と幼貝 の

脱落時期, 7 月下旬 か ら 8 月 に お け る ア メ マ ス の

生息場所 が 重要 に な る ｡

貝 の 生息調査 は,
S P 53 6 ～ S P 9 35 の 区間 に お い

て2 0 m 間隔 に 設置 した 幅2 5 c m の 帯状 区 (S t) を,

さ ら に25 c m 四 方 の ユ ニ ッ ト に 分割 して 行 っ た ( 図

4 ) ｡

河床 の底質 は, 貝 に と っ て最 も 生息 に 影響 を与

え る も の と 考 え ら れ る
｡

そ こ で, 貝 の 生息 が 見 ら

れ る25 c 皿 四 方の ユ ニ ッ ト に お い て , 底質 の粒径 を

調査 した｡ 底質 の調査箇所 と して は
,

23 箇所あ る

S t の 中か ら 河床形態等 を考慮 し て 9 箇所 を選定

4 00 ～ 5 0 0 ミクロ ン まで成長 鋼

底生生活 /

＼

碗

ヾ
の 中に埋 まる

→

数十年 間成長

約70 ミ クロ ン 水 とともに精子 を吸入

戦管雷管筋

生 ( グロキ ジュ ウム) に成長

園 丁 カ ワ シ ン ジ ュ ガイ の 生 活環
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し, そ の 中で 貝の 生息 が確認 さ れ た ユ ニ ッ トの デ

ー タ を用 い た
｡

図 8 は貝 の 生息が 見 られ た ユ ニ ッ ト の 底質 に お

い て , D 50 と 貝の 個体数 との 関係 を表 した も の で

ある ｡ こ れ で い く と D 5 0 が ふ る い 分 け試験 に お け

る 粗砂 (0 . 42 ～ 2 . 0 皿) の粒径 に生息 が 多い ｡ ( D

5 0 と は
, 粒径加積曲線 に お い て50 % 通過 に 相当す

る粒径)

ふ る い 分 け試験 に お け る粒径0 . 4 2 ～ 2 . O m m の 重

量百分率 と 員の 個体数 と の 関係 を見 る と, 図9 の

よ う に な る｡ こ れ よ り, こ の 粒径 の 割合が20 % 以

上 の と こ ろ に, ほ と ん どの 貝 の 生息 が 見 られ る ｡

1 0個体以上 貝が 生息す る ユ ニ ッ トの D 50 は,
ふ

る い 分 け試験 に お け る粒径 の 0 . 42 ～ 0 . 8 4 m m に 全 て

含 ま れ る｡ ( 図1 0)

図1 0 は粒径0 . 4 2 ～ 0 . 84 m m に お け る 重量百分率 と

0.8 411m

O .4 211 n 1 2 ,O l 軋

1 0 0 0

0

0

0(

藁

葺

I t l

l l l

l l
I

l ■ l l

l l l

l ■
l t

l ヽ
l I

t
●

l l

l l t

l ■ I ● 1

● l l l ■

■

l
■

l l
-

0 .
1 1 1 0 1 0 0

底箕 ( D 5 0) ( m m )
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図 9 底質 に お ける粗砂 (0 . 4 2 ～ 2 . O m m) の 割 合 と

個 体 数 と の 関係

貝 の 個体数 と の 関係 を示 した も の で ある
｡
1 0 個体

以 上 貝が 生息 して い る ユ ニ ッ トの 底質割合 は15 %

以 上 と な り, 多数 の 個体 の 生息に と っ て
,

こ の範

囲の 粒径 が多 い こ とが底質条件で ある こ とが 示 唆

さ れ た
｡

(4) 底生生物 の 生息状況 と施 工 の 影響

底生生物 は 魚類 の 捕食 の 対象 と して だ けで は な

く, 河川環境状況を見る 指標 と して 重要 で あ る｡

ま た, 排水路整備の 影響 を測 る こ と も 可能で ある

と考え ら れ る
｡

よ っ て, 底生生物 の生息調査 を行

っ た ｡ こ こ で は
, 施 工 前後 で 比較可 能 な デ

ー

タ を

中心 に ま と め た
｡ ( 図1 1)

各調査地点 に お け る排水路 の 施工 前後 に お け る

湿重量 (底生生物 の 重量) を示 す と 図11 の よ う に

な る ｡ 河床形態 ごと の 湿重量 は, 施 工前 は74 ～ 1
,

23 7 m g , 施 工 後 は51 ～ 3 30 m g と な っ た ｡ ま た , 平均

は施 工 前後 で そ れ ぞ れ49 1 m g , 15 4 m g と な り, 施 工

後 の減少傾向は顕著 で あ っ た ｡ 河床形態 に よ る特

徴 と して は平瀬 に 多 い 傾向に あ り, 淵 は 少 な か っ

た
｡

湿重量 の優占種 を ま と め る と 表 4 の よ う に な る｡

施 工 前の 上 流及び中流 は ミ ミ ズ類 と ハ エ 目ガ ガ ン

ボ科( T ip ul a 属, D i c r a n o t a 属) な どの底質中 に 埋

没 して生活す る種 が優 占 し, 下流で は上記種 以 外

に川岸 の 植物 の 根際 を好 む ホ タ ル ト ビケ ラ属 , 底

質 の表面 に 生活 す る モ ノ ア ラ ガ イ
,

シ マ イ シ ビ ル ,

マ キ ガ イ 類 な どが優占 した ｡

施 工後 は上 流, 中流, 下流 と も に ミ ミ ズ類 とガ

ガ ン ボ科 ( T ip ul a 属 ,
D i c r a n o t a 属) が 優 占 した

1 αX)
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■ 施工前 ( H 7 年)

盟 施工後 ( H 9 年)
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淑 漁

区間1 ( 下流)

早 平

淑 海

区間2 ( 中流)

早 平 平

瀬 淑 均

区間3 ( 上流)

調査地点

図11 施 工前後 に お ける底生 生 物 の 湿重 量の 比較

表 ヰ 施工 前後 に おける優占種 の 変化

調査 区 間 河床 形 態 加工 前 ( H 7 年) 加工 後 ( Ⅲ 9 年)

第 1 優 占種 第2 優占種 第 1 優占種 第 2 優占種

区 間 1 早瀬 モ ノ アラ ガイ ミ ミ ズ 類 キタ シ マ ト ピケ ラ ミ ミズ 頬

( 下流) 平瀬 ホタル ト ビ ケ ラ属 シ マ イ シ ビ ル T i p u l a 属 マ キガイ類

淵 マ キガイ 類 T ip u l a 属 マ キガイ 類 ミ ミ ズ 類

区 間 2 早 瀬 Tip u l a 属 D i c r a n o t a 属 キタ シ マ ト ピケ ラ ウ ス パ ヒメ ガガ ン ボ属

(中流) 平瀬 ミ ミ ズ 類 T ip u l a 属 T i p u l a 属 マ キガイ類

区 間 3 早 瀬 ミ ミ ズ 類 D i c r a n o t a 属 ミ ミ ズ類 エ リ ユ ス リ カ亜 科

(上流) 平瀬 Tip u l a 属 ハ リ ガネ ム シ類 ミ ミ ズ類 Tip u l a 属

が , 上流で は エ リ ユ ス リ カ亜 科 が 優占 し, そ の 他

に 中流 と 下流 の 早瀬 で は礫間 に 網 を張 っ て 生活 す

る キ タ シ マ ト ビ ケ ラ が 優占 し, 平瀬 と淵 で は底質

の 表面 に 生活す る マ キ ガイ 類 が 優占 した ｡

全体 と して ミ ミ ズ類,
ハ エ 目が 多く, 水質 の あ

ま り 良く な い と こ ろ に見 ら れ る 種が 優占した ｡

(5) 施 工 前後 の 植生 (草本) の 変化

施工 に よ る植生 へ の 影響 を調 べ る た め植生調査

を行 っ た ｡

調査地点 は, 施 工 前 の 排水路 の 中心線と 施 工後

の中心線 と が 重 な る 3 つ の 地点 (S P 6 50 , S P 7 8 0 ,

S P 93 5) を設定 した｡ 各調査地点 は, 右岸 と左岸 に

それ ぞ れ排水路方向 に 1 m X l m の方形区 を 9 箇_

所, 排水路横断方向 に 4 箇所設定 した
｡

そ して, そ れ ぞ れ の 方形区 に お い て
, 植物 の 種

類 , 植被率 (植生調査方形区面積 に対 して 覆 っ て

い る割合) 等 を調査 した ｡ 調査時期 は, 施 工 前 の

H 7 ･ 7 ･ 1 と 施 工後 の H 8 ･ 8 ･ 7 の 2 回で あ る
｡

施 工 前 ( H 7 年) と施 工後 ( H 8 年) の 植物 の

種類数 は と も に62 種類 と 同 じに な っ た｡ こ れ は,

2 ヶ 年 と も 同 じ種類 の 植物 が観察 さ れ た の で は な

く, そ れ ぞ れ 異 な っ た 種類 の 植物 も見 ら れ た ｡ そ

こ で, 出現率が10 % を超 え る植物 の 出現率 を比較

した
｡ 尚, 出現率 の 算出式 は以下の 通 り で あ る｡

出現率( % ) = ( 植物 が 出現 す る 方形 区数) /

(調査方形区総数) ×1 0 0

結果 は, 図1 2 の よ う に な っ た ｡
こ れ に よ る と,

ミ ゾソ バ が , E 7 年 とE 8 年 で 最 も 出現率が 高か

っ た｡ ミ ゾソ バ は, 施 工 の影響 が 少 な く
, 回復 が

速 い こと が 窺 え る｡
しか し, H 7 年 で 出現率の 高

か っ た オ オ ハ ン ゴ ン ソ ウ や ク マ イ ザ サ, キ クS P

な どは,
H 8 年 で は 少 な く な り, 特 にオ オ ハ ン ゴ

ン ソ ウ は約 1 / 4 に 減少 した ｡ それ に 変 わ っ て
,

H

8 年 で はオ オ ヨ モ ギ,
ス カ シ タ ゴ ボ ウ, カ ラ フ ト

ア カ バ ナ な どの 出現 が 多く な っ た ｡ 種類数 も, H

7 年 は1 4 種類, H 8 年 は28 種類 と 2 倍 に な っ た ｡
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バ ン ザ P ラ ブ フ ィ ナ シ メ シ ソ モ ク ト P デ P ギ メ カ ヨ ウオ オ ヨ メ カ ワ ズ

ゴ サ ク キ ネ ソ ナ ヨ ソ ウ ギ ゴ ア シ ク ワ オ ナ ド ズ イ ク ワ ガ ラ

ン サ ウ カ ウ ウ ポ カ ギ サ ン ギリ キ グ サ チ エ

ソ マ ウ バ シ ツ コ サ シ リ

ウ ド ナ カ ソ ヤ

ミ ウ

橿物名

園1 2 施工 前彼の 出現 率 の 比較

こ れ は, 施 工 に お い て, 人為的 に 擾乱 (断面 の 掘

削, 法面 の 切り土 , 残 土 の 盛 り 土 等) した た め と

考 え ら れ る ｡ こ の よ うな 環境 の 改変 に よ っ て, 帰

化植物が 侵 入 し て, 在来の 植物 の 生育状況 が 変化

す る こ と が 一

般的に 指摘 さ れ て い る｡ こ れ は, 人

為的 な環境 の 変化 の 他 に, 洪水 によ る影響 な ど自

然的 な 要因も ある｡
こ の よう に して , 侵 入 した 帰

化植物 は擾乱依存種 と呼ばれ て い る｡ こ こ で , 図

1 2 か ら 帰化植物 を拾う と, E 7 年 は オ オ ハ ン ゴ ン

ソ ウ の み が 帰化植物 で , H 8 年は シ ロ ザ,
ハ ル タ

デな ど1 0種 で ある ｡
こ れ ら の 帰化植物 の 全体 に 対

す る割合 (帰化率) は H 7 年が 8 % , H 8 年 が4 0

% と な り, H 8 年 に お け る 帰化植物 の 占め る割合

が 非常 に 多 く な っ て い る｡ 今後 の遷移 にお い て は,

帰化植物が 優占的 に な る こ と が 想定 さ れ る｡ ま た
,

H 7 年 で は ミ ズ バ シ ョ ウが1 4 . 1 % の 出現率 で あ っ

た が,
H 8 年で は ほ と ん ど見 ら れ ず, わ ず か に 1

方形区で確認 さ れ た だ けで あ っ た ｡ 施工 の 影響 が

大 き い も の と 考 え ら れ る｡

次 に , 植物 の 生息場所 の 特徴 を調 べ る た め, 以

下 の分類方法 に よ り, グル
ー プ 分 け を行 っ た ｡ 対

象の 植物 は 出現率 が1 0 % 以上 の草種 に した ｡

〔グル
ー プ 分 け方法〕

Ⅰ . 水際 を好 む グル
ー プ …

排水路方向調査方

形区出現率 ≧1 0 % , 排水 ろ横断方向調査

方形区出現率 = 1 0 %

ⅠⅠ
.

水際に 近 い と こ ろ を好 む グ ル
ー プ …

排水

路方向調査方形区出現率 > 排水路横断方

向調査方形区出現率 ≧1 0 %

ⅠⅠⅠ. 水際 か ら 少 し離 れ た(5 m 以内) の と こ ろ を

好 む グル ー プ … 排水路方向調査方形区出

現率 < 排水路横断方向調査方形 区出現

率 ≧1 0 %

こ れ よ り, グ ル
ー プ分 け を行 っ た 結果 は図1 3 の

通 り で あ る｡

こ れ よ り, H 7 年 に お い て は, 水際が クサ ヨ シ

や ノ ダイ オ ウ な ど, 中間部 (ⅠⅠグル
ー プ) が オ オ

ハ ン ゴ ン ソ ウ や バ イ ケイ ソ ウ, ミ ゾソ バ な ど, そ

して 少 し河岸 か ら離 れ た と こ ろ (ⅠⅠⅠグル
ー プ) が

ク マ イ ザ サ,
エ ゾイ ラ ク サ な どの比較的繁殖力 が

強い 種類 が優占 して い る が , H 8 年 にお い て は,

新 た な植物 が 見 ら れ, 特 に中間部 の 植物種類数 が

非常 に 多 い
｡

こ こ で帰化植物 を見 て み る と
,

H 7
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H 7 年 における植物

〔暮グル ー プ〕 〔ll グル ー プ〕

H 8 年 における植物

〔l グル ー プ〕 【ll グル
ー プ】

川1 グル
ー プ〕

ヽ

クマ イザサ ‡
アキタ ブキ l

ホザキナナカマ ド l

ミズパ シ ョ ウ l

貢ご壬;言
サ

;
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _

′

〔‖グル ー プ〕

(塗り つ ぶ し表示が帰化植物)

図1 3 Ii 7 年 ,
Ⅲ 8 年 の 植物 に お ける生 息場所 の 特徴 に よる グ ル

ー プ 分 け

年 は ･ グ ル ー プ にオ オ ハ ン ゴ ン ソ ウが 1 つ だ け,

H 8 年 にお い て は Ⅰ グル
ー プ に ヒ メ ム カ シ ョ モ ギ,

ⅠⅠグ ル ー プ に は エ ゾノ ギシ ギ シ や ハ ル タ デな ど1 0

種類 が そう で あ り, こ の グ ル ー プ の 約半分 が帰化

植物で 占 め ら れ て い る｡
ⅠⅠグ ル ー プ の 生息場所 が

帰化植物 に と っ て 侵入 しや す い こ と が 示 唆 さ れ た
｡

(6) 排水路機能 の 経年変化

農業用排水路 を改修 す る 目的 は, 洪水時 の 流量

を安全 に 流下 させ る こ と と, 農地 の 地下水 を低下

させ る た めで ある ｡ そ の た め, 設計時 の 排水路断

面 と地表か ら の切 り深が 維持 さ れ な け れ ばな ら な

い
｡

そ こ で, まず適 正 な断面 が 確保 さ れ て い る か

を調査 した
｡

図14 が 断面形状 の 調査結果 で あ る
｡ 施 工 後 の 排

水路 の 勾配 は, 1 /60 ～ 1 /3 20 の 異 な っ た 区間 に 分

か れ て い るが , 調査地点 は 1 / 32 0 の 緩傾斜区間 で,

比較的断面の 小 さ な 2 断面 を設定 した ｡ 選定理 由

は勾配が 緩 い こ と に よ り 水深が 大 き く な り, 断面

狭窄等の 影響 を 最 も受 け や す い と考 え られ る た め

と, 本区間 で断面の 確保 が確認 さ れ れ ば, 他 の 区

間は 断面が 比較的大 き い た め , 支障 が な い こ と が

推定 さ れ る た め で あ る｡ 調査方法 は
, 断面 の 高 さ

を横断方向 に 適当な 間隔 で測量 し, 断面形状 を描

い た
｡

こ れ に よ る と, S P 41 2 . 7 は主 に 河床 に , S P 4 12 . 0

は右岸 ･ 左岸 の 法面 と高水敷 に も形状 の 変化が 見

ら れ た ｡ S P 41 2 . 0 は特 に H 9 年 に 断面 の 狭窄傾向

が 見 て取 れ る｡ 左岸法面等 の 変化 は, 除草 の 後 の

草 の 堆積 や オ オ ハ ン ゴ ン ソ ウ な ど の 植生繁茂 の 影

響 も考 え られ る
｡

ま た , 右岸低水路部分 は,

一

部

洗掘 が見 られ る｡

H 6 年 と H 9 年 の 断面図 (縮尺 1 /20) か ら, ブ

ラ ニ メ ー タ ー

に より断面積 を測定 し,
マ ニ ン グの

公式 (流下可能 な流量の 算定式) か ら流下能力 を
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S P 4 1 2 .7

護岸石

､
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･
一

＼
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＼
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＼

＼

＼
､ 護岸石!

水御エ ( 流水 を阻害して淵の

形成 を狙 っ た大きめの 石)

排水路 セン ター

S P 4 1 2 .0

H 6 年書(施エ から数ヶ月後)

- - - - -

H 7 年秋

- - - 一 - - -

H 9 年王

図1 4 排水 路 断面図 の 経 年変 化

表 5 Ii 6 年 とH 9 年 に お ける 断面積 と流 下 能力

の 比較

断 面積 ( m
3

) 流 下 能 力 ( ぱ)

H 6 年 2 . 0 2 1 . 4 6

H 9 年 1 . 9 0 1 . 3 7

算定す る と, 表 5 の よ う に な る ｡ 断面積 と 流下能

力 にお け る H 9 年 の H 6 年 に対 す る割合 は9 4 % に

な り, 6 % の 断面狭窄 に よ り そ の 分流下能力が 減

少 した こ と に な る
｡ 本排水路 に お け る1 0 年確率 の

計画洪水量 は1 .3 0 m
3 で あ り, H 9 年 に お い て も 5

% 強上回 っ て い る｡ 実際の 断面 は地表 ま で も う少

し余裕 が あ るた め, 経年変化 に よ り現在 と 同程度

の 断面狭窄 が起 こ っ て も計画洪水量 は流下可能 で

あ る と考 え られ る｡

次 に検討 を要す る の は, 滞砂等 に よ り河床 が 高

く な り, 適 正 な切 り 深が 確保 さ れ る か どう か と い

う こ とで ある ｡
こ の こ と を確認 す る た め

, 排水路

河床高 の 経年変化 を調査 した
｡ 選定地点 は

, 勾配

が 緩く 滞砂 が 懸念 さ れ る断面調査 を行 っ た 2 地点

と , 落差 工 の 影響 を 考慮 し て 上 流 (S P 6 0 6 . 2 ～

S P 6 12 . 7) に お い て 5 地点 を選定 し た｡

図1 5 はS P 413 . 7 とS P 41 2
. 0 に お け る 河床高 の 変

化で ある｡
こ れ に よ る と, H 6 年春 の 河床高 を基

準 と し て, S P 41 2 . 7 は H 7 年 の秋 に ＋ 8 c 皿
,
H 9 年

夏 に は 十 1 c m と な っ た ｡ S P 41 2 . 0 は , H 7 年秋 が -

2 c m , H 9 年夏 は ＋ 5 c m と な り, 2 地点 に お い て

滞砂傾向に 違い が 出た
｡
S P 41 2 . 7 に お い て は, H 7

年の 滞砂 が, H 9 年 に は解消 さ れ て い る｡

3 3 0

3 2 9 .9 5
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H 6 春 H 7 秋 H 9 王

調査時期

図15 S P 4 1 2 . 7
,
S P 4 1 2 . 0 に お ける 河床 高 の 変化

S P 60 6 .
2 ～ S P 61 2

. 7 に お け る 河床高 の 差 は
,

H

8 年 と 比 較 し て 一6 . 5 c m (S P 6 0 . 6 2) , - 1 1
. 5 c m

( S P 6 0 9 . 2) , ＋2 2 . O c m ( S P 6 1 0 . 7) , 一1
. 3 c m

( S P 611 . 7) , ＋1 . O c m (S P 61 2 . 7) と な り, S P 60 9 . 2

を抜 か す と, 1 0 c m 以内 の 変動幅 で 収 ま っ て い る

( 図1 6) ｡
S P 60 . 9 2 は , 落差工 の水 た た き部 で 淵 に
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な る 部分で あり, 1 年 の 間 に 淵 の 浸食 が 進 み, 水

深 が 増大 し た も の と 考 え ら れ る
｡

S P 41 2 . 0 , S P

41 2 . 7 , S P 61 2 . 7 の 施 工 基面高 は そ れ ぞ れ, 32 9 . 8 7 ,

32 9 . 8 7 , 66 2 . 6 5 と な り, そ れ ら と比較 し て も1 0 c m

以 内の 変動内 に ある｡ 本排水路の 切 り 深 は, 1
. O m

以上確保 さ れ て い る た め, 河床高の1 0 c m 以 内の 変

動幅 は今 の と こ ろ問題無 い と考 え られ る｡

4
. ま と め

(1) H 7 年の 水温測定調査か ら, 施工 区間 (河

畔林が 疎) に お け る 上 流 と下流 の 水温差 は, 末施

工 区間 (河畔林が 密) の 2 倍強あ り, ま た H 7 年

の 未施 工 区間 の 施 工 前後 の 水温差 の 格差 が2 . 9
0

C

あ り, 河畔林 の 水温抑制効果 が 明 らか に な っ た ｡

(2) 排水路の 形態 に お い て
, 施 工 前 は 蛇行 が 多

く そ の た め 屈曲に よ る 淵 な どの 形成が 多 く 見 ら れ

た が , 施 工 後 は線形 が 直線に近く な っ た た め , 屈

曲に よ る 淵の 形成 が 生 じず, 落 ち込 み (落差工)

に よ る淵 だ け に な っ た ｡ そ の結果, 淵 の 数が 減少

し ま た瀬 の 数 も 少な く な り, 河床形態 の 多様性 は

減少 した
｡

(3) アメ マ ス の 生息 に お い て 生息密度 が 淵 が瀬

の 4 ～ 6 倍強 に な り, 淵 の 生息数 に 与 える 影響 が

明ら か に な っ た
｡

また , 施 工 後 に お い て は淵 の 水

深 が大 き く な り, ア メ マ ス の 生息数及び個体形状

に と っ て増大 の 方向 に 作用 す る こ と が 示唆 さ れ た ｡

(4) カ ワ シ ン ジ ュ ガ イ の 生息環境 と して は, 底

質 に特徴が 見 られ ,
D 5 0 が0 . 42 ～ 2

. O m m ( 粗砂) の

粒径 に生息 が 多く 見 ら れ た ｡ ま た, 生息が 確認 さ

れ た ほ と ん ど の 底質 の 重 量百分率 に お い て0 .

42 ～ 2 . O m m の割合 が20 % 以 上 に な り, カ ワ シ ン ジ

ュ ガ イ が1 0個体以上確認 さ れ た 底質 に お い て は,

0
.
4 2 ～ 0 . 84 m が1 5 % 以 上 に な り, 生息 に お ける底

質条件が 示 唆 され た
｡

(5) 底生生物 に つ い て は, 施 工後 の 湿重量 に 減

少が 見 ら れ, 施工 の影響 が 考 え られ た ｡

(6) 全体 と し て, ミ ミズ 類 な どあ ま り水質環境

の 良好 で無 い 河川 に 多く見 ら れ る 生物が 優占 した
｡

(7) H 7 年 と H 8 年に お い て, 出現率 の 多 い(1 0

% 以上) 植物 を比較 す る と, 植物種類 で H 8 年 は

H 7 年の 2 倍 に な り, こ の うち 帰化率 ( 帰化植物

の 全体 に対 す る割合) を求 め る と, H 7 年が 8 % ,

H 8 年が4 0 % と Ⅲ 8 年が 5 倍に な り, 今後 は帰化

植物 を中心 と して 推移 し て い く も の と考 え ら れ た｡

(8) 排水路断面の 経年変化 ( 3 年間) に よ る 断

面狭窄 は, 計画洪水量流下 に対 し て支障 を与 え る

も の で は無 い こ とが 明 ら か に な っ た
｡

(9) 河床 の 中心高 の 変動 は,
1 0 皿 以内 に納 ま っ

て お り, 経年変化 に よ り滞砂等 の影響 で 切 り深 の

確保 が 難 しい 状況 は今 の と こ ろ生 じな い と考 え ら

れ た ｡

5 . おわ り に

近自然 工法 の 先進地 で あ る ドイ ツ に お い て は,

農村 は自然環境豊 か な と こ ろ と い う認識が 国民全

体 に あり, そ の こ と に よ る都市 と の 交流や 新 た な

経済活動 が生 まれ て い る ｡ 日本 に お い て も, 都市

の 人々 が農村 に 求 め る も の は, 自然環境 に 恵ま れ

て 床 し い 農村風景 で ある ｡ ま た, そ こ に住 む住民

も農村 の 良さ を認識 す る こ と が必要で ある ｡ よ っ

て , 今後 ま す ます 農村 にお け る 自然環境 の保全,

さ ら に は復元が 必要 とな る｡

農村 に お け る川 づ く りの 対象生物 は, 何 も 特定

の 希少種 で は な い ｡ よ っ て, 生態系 と して の 大 き

な捉 え 方が 求 め ら れ る｡ そ して, こ れ ら を 地域 の

人々 と 一

緒 に な り考 えて い く こ とが 重要 に な る｡

こ れ が農村 の 活性化 に も結び つ く
｡

本調査 は, 3 年間 と い う短 い 期間 で は あ っ た が,

こ の よ う な具体的な デ ー

タ を積 み 上 げる こ と が 重

要 で あ り, 実際 の 川づ く り に おし) て は, 常 に人 と

の 関係 を忘 れ て はな ら な い と 考 え る｡
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1
. は じめ に

犬山市 は愛知県の 北西部 に 位置 し, 旧城下町と

して親 しま れ , 今 日 こ の 地 を多 く の 人 々 が 訪 れ て

い る｡ 市 は東西1 2 . 3 血 , 南北1 2 .6 k m で 面積 は7 4 . 9 7

k m
2 で 半分 ほ どが 山林 で ある｡ 地形的 に は北部 に 木

曽川が 流 れ, 北東部 は自然豊富な 東部 丘 陵地帯 と

して 緑 に 覆わ れ , 南西部 は濃尾の 平野 が 広々 と開

けて い る (図- 1 ) ｡

犬 山市 の 東部丘 陵地帯 は濃尾平野 の北東隅の
一

部 と そ の北東部 に広 が る愛岐 丘 陵の 北西部 か ら な

つ て お り, その 北部 と 南部 は森林 が 大部分 で 一

部

農地 と観光文化施設 が立地 して い る程度 で あ る｡

犬山市
♯ヰ■

大

小牧市

三 t ■

(勺

*

愛知 県一宮農地 開発事務所

村 上 和 男
*

( 且a z u o M U R A K A M I)

･次

4
. 事業の概要 … ･ ･ … … … … ･ ･ … … = … … ･ … ‥ ‥ … ･99

5
. 事業の 内容 … ‥ … ‥ … ･ … … … ･ … ･ ･ … ‥ … ‥ ‥ ･ …

9 9

6
.

お わ り に … … ･ … … … ･ ･ … ‥ … … … … … ･ ･ … ･ ･ …

1 0 4

ま た, 中央部 も そ の 殆 どが 森林 で ある が , 農地 や

住宅地及 び各種 の 公共施設 が あ り都市的 な土 地利

用地域 と自然環境保全地域 の 境 に位置 す る と こ ろ

で ある ｡

こ の よ う に東部 丘 陵地帯 は, 自然 に 恵 ま れ た と

こ ろ で は あ るが , 最近 は以 前 の 良好 な時期 と比 べ

都市化 が 進み 生活様式 の変化 な どの 影響 に よ り,

水生植物 の 衰退や 野生生物 の 生育環境 が崩 れ 野生

生物 に 対 して 多大 な影響 を与 えて い る｡ そ こ で ,

従来 の 野生生物 の 保全 ･ 回復 を願 っ て, た め 池,

河川 を 中心 に 生態系空間 の整備 を実施 し, また ,

自然環境 の 学習や 理解 を深 め る の に 役立 つ よ う施

設 の 配置 を行 っ て い く も の で ある ｡

① 欒

長野t■

一円l

図 一 1 位置 図
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2
.

生物 の 状況

犬山市 の平野部 は都市開発 に よ り大 き く 変化 し

て き て い る｡

一

方, 愛岐 丘 陵 と呼ばれ る 低山地帯

で も, そ の裾野 か ら同様 に 変化 し て き て い る た め,

自然環境 が 減少 す る傾向を 示 し て い る ｡ 動物種 の

晴乳動物 で は, ク マ や シ カ と い っ た 大型種 は現存

し な い が, 里山に 近 い 集落 で は, キ ツ ネ, タ ヌ キ,

イ タ チ な どの 小動物 が で て き て い る
｡ 尾張地方 は

動物相 の 貧弱 な 所だ と思 わ れ が ち だ が, 現実 に は

多 く の 動物 が生息 し て い る ｡ 植物 で も ヒ ト ッ パ タ

ゴ や シ デ コ ブ シ と い っ た特異な も の が見 られ る よ

う に 動物 に お い て も 同様 な状況 に ある｡

3 . 事 業の 区 域

本区域 は, 周辺 を山林 に 囲ま れ た 水 田地帯 を 中

心 と して お りト 水域 はた め池 お よ び そ れ を 結ぶ 水

路か ら な っ て い る
｡ そ こで 農村自然環境整備事業

( ビオ ト
ー プ型) 犬山東部 丘 陵地区に お い て こ の

塔 野 地 区

唱

戸

d
■

露 田 口洞 川

中 島 池

区域 を水域等 か ら塔野地区域, 今井区域, 入 鹿池

区域 と 三 つ に ゾ ー ニ ン グす る こ と と した ｡ 各区域

の特色 は以下 の と お りで ある (図- 2 ) ｡

3 - 1 塔野地区域

こ の 区域 は, 下流部 の 開け た 地形箇所 に位置す

る新池 ･

中島池及び上 流部 の 山林 に囲 ま れ た 志長

兄堂第 二 池
･

第 三池 を田 口洞川で 水 を介 して 結ば

れ た 水辺空間 を形成 して い る
｡

田 口 洞川沿 い の 周

辺環境 は左岸 に 山林 , 右岸 は水 田 地帯で あ る
｡

3 - 2 今井区域

上 流部 に 丸山池 の 水辺空間 が位置 し, 田 園地帯

の 中央 を流れ る成沢川で 水 を介 して 入 鹿池 と 結ば

れ て い る
｡ 成沢川沿 い の 周辺環境 は両岸 と も 水田

に 囲 ま れ た 開 けた 水路 と な っ て い る ｡

3 … 3 入鹿地区域

入 鹿池 は満水面積1 52 .
1 h a , 貯 水量約1

,
5 20 万Ⅰぜ

で 農業用人 工 の 港漑 た め 池 と し て は 日本最大級 で

あ る｡ 本区域 は
,

こ の 池 を中心 に 成沢川, 五 条川,

郷川が 流 入 し水辺空間 を形成 して い る｡
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4 . 事業 の 概要

総事業費 1 2 億円 (採択時)

予定工 期 平成 9 年 ～ 1 4 年

工事概要

+二 種 内 容

動植 物生 育 施設 ホタ ル 水 路
,

小動 物通 路, 透水

性舗 装, 植 栽 等

生 育環境 保 全施 設 汝諜 工, 法 面 保護 工等

利活 用保 全施 設 安 全柵, 案 内施 設, 観 察小 屋等

5 . 事業の 内容

5 - 1 塔野地区域

塔野地区域 は, 下流部 に新池 ･ 中島池 が 位置 し,

上 流部 に志良見堂第 二 ･

第 三 池が あり ,
こ れ を接

続す る 田 口洞川 に よ っ て 塔野地 の 水系 ネ ッ ト ワ ー

ク を 形成 し て い る｡
こ の 地域 の 現状 は, 池で は野

鳥 ･ 昆虫 ･ 魚類 の 生息 が確認 で き る が水生植物 の

貧弱 さ が 目 立 つ
｡ 特 に , カ イ ツ ブ リ (留鳥) な ど

は数羽程度 しか確認 で き ず, 営巣 ･ 採餌 ･ 隠 れ場

等 の 不足が 生息環境 の 衰退 に つ なが っ て い る｡

一

方, 田 口洞川 で は, 魚類 の 生息が僅 か に確認 で き

る が, 多 く の 落差 に よ り生息範囲が 狭 め られ て い

畠の も
一

因 と考 え られ る ｡ ま た , カ ワ ニ ナ の 生息

も ある が ホ タ ル の 環境 と して は, 護岸 の コ ン ク リ

ー ト化 や 崩壊等 が 生息 で き な い 要因 と して 挙げら

れ る ｡ 更 に は, 南北 の 山が 田 口洞川 や交通量 の多

い 市道 で 遮断 さ れ て い る た め, タヌ キ や イ タ チ と

い っ た小動物 の 移動 が 困難 な状況 と な っ て い る｡

従 っ て, こ の塔野地 区域計画 は こ れ ら の水系 に沿

っ て, 生物 の 生息環境 の復 元 を図 る た め に水辺 を

整備 す る も の で ある (図一 3 ) ｡
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4 一 新池原 準 断面 図

a ) 新池

新地 の南側山林沿 い に は, 僅 か で は ある が 浅瀬

に水生植物 が 自生 して い る こ の 場所 は, 水生植物

帯 と し て エ リア を拡大 して 野鳥 や 昆虫 の生息場所

と し て整備 す る｡ ま た, こ の池 は水面 が 一

面 に 広

が る の み で, 野鳥類 の採餌場等 も 少 な く避難場所

も な い た め 野鳥 の 島 を整備す る ｡

水生植物帯 に は 自然観察 の で き る場所 と し て デ

ッ キ を設置す る｡ ま た, 堤体天端幅 も 同様 に観察

路 と して 巡回管理 用道路 を透水性舗装 に よ り整備

し, 安全柵 を設置 す る｡

池 の東側 に は野鳥 な どの観察場所 と して 観察小

屋 を設置す る ( 図- 4 ) ｡

b ) 中島地

中島地の 北側 に僅 か に自生 し て い る水生植物 の

ヨ シ が あ る｡ そ こ で こ の 水生植物帯 を広むヂる こ と

に よ り 野鳥や 昆虫の 生息場所 と して の環境 を整備

す る ｡ また , こ の北側 に 小 さ な 島 が現存 す る が,

新池同様 に野鳥 の 待避場所 と な る よ うな 環境 を貯

水量 に 配慮 しな が ら再整備 す る｡

ま た , 池東側 に は既 に埴栽 さ れ て い る広場 が あ

る が, 野鳥 が住 め る環境 と して 地域 に 自生 す る 実

の な る 樹種等 を植栽 し, 野鳥の 森 と位置付 け て 生

息環境 を整備 す る｡ な お
,

こ の 場所 に は, 整備後

ホタ … 小川

R娘
山 林

l l の i

』峯-

_
且上1 1 旦

+確 敬一----一
億 体

の施設 の維持管理 用 に 駐車場や 便所 を設置 し維持

管理 し易 い 環境 と す る ｡

北側 に は, 堤体 と野鳥の 森 と を連絡 す る デ ッ キ

を設 け て 自然観察 が で き る場所 を整備す る｡ また ,

観察路 の整備 と合 わ せ て 野鳥等 が観察で き る 小屋

を整備 し, よ り自然 に 親 し め る場所 とす る (図-

5 ) ｡

C ) 田 口 洞川

川 の現状 は上 流池 か ら下流弛 ま で を接続す る
一

つ の 水系と な っ て い る
｡

しか しな が ら, 落差 が 多

く 水域 が遮断 さ れ, 魚類等 の生物環境 と して は生

息域 が狭 め られ 個体数が 少 な い 状況で ある ｡ また ,

護岸 は練 り石積 み, 練 り ブ ロ ッ ク 積 み,
コ ン ク リ

ー ト擁壁 な どの コ ン ク リ ー ト製 で あり, 生物 の 生

息空間と な る多孔質 な構造 と な っ て い な い ｡ こ の

た め多様 な 生物 の 生息環境 と な る よう に ,

一

部環

境 に 配慮 した 護岸構造 で整備 す る
｡

川底 は , 石 ･ 砂利 や 砂礫質土で カ ワ ニ ナ が 生息

す る環境 に ある｡ 川底 の計画 は, 瀬 ･ 淵 や 土手 を

設 け る と 共 に , 置 き 石 を して 自然 な流 れ の 変化 を

促 す も の とす る ｡ また , 護岸整備区間外 の 落差部

に は 魚道 を設置 し て, 水系ネ ッ ト ワ ー ク の 形成 を

図 る ｡ ま た 観察路 と して 川沿 い に 透水性 の 舗装 を

計画 す る｡ ま た, 川 の 中の観察や 維持管理 が 容易

五 山 よ生 H 書

召
向

弘
d 泌 銑鋼柄

既設島

免

‥_
→

.+.和 套.. _____執 土 ★口 触
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5 中島池標 準断面 図
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(水田)

図 -

6 田 口洞 川原 準断 面 図

と な る よう に , 降 り る場所 と して 階段 を設置 す る

(図- 6 ) ｡

d ) 志長兄堂第 二 池

本池 の 奥 に は, 良好 な 湿地 を形成 して 貴重 な植

物 が 自生 して い る所 を保護 エ リ ア と す る｡ 池周辺

に 生息す る 山鳥 な どを観察す る場所 と し て堤休部

ま で の通路 を観察路 と して 整備 す る｡

e ) 志良見堂第三 池

本池 は, 市道 の 改良に よ り, 非常 に 小 さ い 池 と

な っ て い る
｡

しか し本地 に は ア オ サ ギや カ ワ ウな

どの 絶好 の 採餌場 と な っ て い て, よ く飛来して き

て い る｡ そ こ で 池 の 改修 に よ り 改変 さ れ た周辺の

法面 に は, 地域 の 樹種 に よ る植栽 を行 い 自然 の 回

復 を図 る ｡

f ) 塔野地区域 の植栽

塔野地 の 山 は, 水 田 地帯 に よ り 樹木 が途切 れ て

南北 に 分断さ れ て い る ｡ こ の た め, 野鳥 ･ 小動物

や 昆虫 の 生活圏が 狭 め られ る原因 と な っ て い る｡

そ こ で生息空間 の 回復 と し て植栽 に よ る緑 の ネ ッ

ト ワ ー ク の形成 を 図る ｡

5 - 2 今井区域

今井区域 は
, 下流部 に 入 鹿池 が 位置 し

,
上 流部

に は丸山池が あ っ て, 区域 の 中央 を流 れ る成沢川

で 接続 さ れ, 当区域 の 水系 ネ ッ ト ワ ー ク を形成 し

て い る｡
こ の 区域 の 現状 は, 成沢川 に 多 く の 落差

が あり水系が 遮断さ れ 魚介類 の 生活範囲が狭 め ら

れ , 生息環境 の衰退 に つ な が っ て い る｡ ま た , 南

北 の 山が 水田 地帯及び 川 ･

道路 で も遮断 さ れ て い

るた め, タヌ キや イ タ チ と い っ た 小動物 の行動範

囲 が狭 め ら れ て い る 状況 で あ る｡ 従 っ て , こ の谷

間 を小動物 や野鳥あ る い は 昆虫類 の生息環境 の 回

復 を図 るた め, 営農面 を考慮 した 野生生物 の生活

エ リ ア と して整備す る も の で あ る ( 図一 7 ) ｡

a ) 成沢川

成沢川 に は, 落差が た く さ ん あ り 魚介類等 の 移

動 が 困難 な状況 に ある｡ 魚介類等 の生息場所が 狭

け れ ば魚介類 はも と よ り, 他 の 生物 も 生活圏 が制

限 さ れ , 多種 ･ 多様 な生物 が 住 め る環境 が 形成 さ

れ て い な い ｡ そ こ で 落差部 に 魚道 を設置 し て, 水

系 に よ る生態系の ネ ッ ト ワ ー ク化 を形成し生物 の

多種多様 な 生息空間 の 復元 を図 る｡ ま た , 水質 の

改善対策 と して は, 現況 の 水路内に 自生す る ヨ シ

や ツ ル ヨ シ を地元 の管 理組織 に よ り, 冬季 に 一

部

を刈 り取 り 管理 し て い く計画 と す る ｡

成沢川沿 い の 道路 は, 自然観察 の 場 と し て透水

性 の 舗装 を 計画す る｡ ま た , ノーt の 中の 観察や 維持

管 理 が 容易 と な る よう に, 降 り る場所 と し て階段

を 設置す る (図一 8 ) ｡

b ) 今井区域

今井区域 の 山 は, 水 田地帯で 樹木 が途切れ て東

西 に分断さ れ て い る｡
こ の た め野鳥 や 小動物 ( イ

タ チ や タ ヌ キ な ど) や 昆虫 の 生 活圏が 狭 め ら れ る

原因 と な っ て い る｡ ま た, 水 田地帯 の 真ん 中を 流

れ る成沢川沿 い に は, 樹木 が 殆 どな く環境 も貧弱

な形態 を して い る｡ 従 っ て , 多 く の 野鳥や 昆虫 な

どが 生息 で き る豊 か な 環境 に す る た め , 東西 の 山

を緑 (樹木) で ネ ッ ト ワ ー ク化 し, 成沢川沿 い も

樹木 を植栽 す る こ と に よ り, 南北 に も 連続 した ネ

ッ ト ワ ー ク の 形成 を 図る ｡ 但 し, 幹高等 は営農 上

の 影響 が 少 な い よ う中低木 の も の を選定す る｡
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丁 今 井 区域

5 】3 入 鹿地区域

入 鹿池区域 は, 北側 の今井区域 か ら 成沢川 が 流

入 し, 東側 は北部か ら五 条川, 南部 か ら郷川 が 流

入 して い る｡ 各流入 部 に は 水生植物 が 殆 ど無 く,

野鳥 (水鳥 ･ 水辺 の 鳥) や 昆虫な どの採餌 ･ 産卵 ･

休息の 場が 不足 し, 生態系が 貧弱化 し て い る ｡ こ

の た め , そ れ ぞ れ の 流入 部 に ヨ シ ある い は ツ ル ヨ

シ な ど に よ る水生植物 を整備す る ｡ ま た , 入鹿池

の 水質 も徐 々 に悪化傾向 に あ り,
ヨ シ を冬場 に は

一

部刈 り取 る な ど して 管理 す る こ と に よ り
, 水質

改善 の 機能 も 果 た せ る よ う計画 し て い く ( 図一

9 ) ｡

a ) 成沢川流入 部

成沢川 の 流 入 部 は, 川 と 池底 の 落差 が4 .2 m と

大 き い た め 現在 の池底 の ま ま で は, 水生植物 の 生

育期が 常 に 水中深 い 所 と な り植物が 育 た な い
｡ そ

こ で, 入 鹿池 の底泥 を集模 して , 地底 を入鹿池 の

満水位付近 ま で 盛 り上 げて 水生植物 の植栽基盤 を

造成 す る｡ 但 し, 農業用水量 を減少 さ せ な い た め,

池底 の 土 砂 を集積 し て 基盤 を造 る｡ 造成形状 は,

成沢川の 流 入 に よ る植栽基盤 の流出 を防ぐた め,

流 入 部 の 両 サ イ ド に 分 けて 造成 す る ｡ ま た, 入鹿

池 の 水位変動 が 大 き い こ とか ら, 成沢川 の落差部

を利用 し た 導水路 を設 けて , 常時, 水生植物帯 に

水 を補給 し て 枯渇 を 防 止 す る構造 と す る ( 図-

1 0) ｡

b ) 五 条川流入部

五 条川 の 流入部 は, 満水位 の と き に は池 の
一

部

と な る が, 水 が 引 け ば川 の よう な形状で ある ｡
こ

の 場所 に も 両岸 に水生植物 を設 けて , 生物 が 生息

で き る水辺環境 を創出す る
｡ 水生植物帯 の 基盤が

造成可能 な場所 は, 満水面 よ り か な り低 い の で ,
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図 - 1 q 入鹿 池 成沢川流 入 部イ メ ー ジ図

池内の 土砂 で貯水量 を減少 さ せ な い よ う に 造成 す

る｡ ま た , 入 鹿池 は水位変動 が 大 き い た め, 上 流

部 よ り 管路 を設 けて 水生植物帯 へ 導水 し, 枯渇 を

防 止 で き る構造 と す る
｡

C ) 郷川流入部

郷川 の 流入 部 は, 郷中橋 を挟 ん で 大 き な 平場 を

形成 してV ) る｡ こ こ は現在植栽 した ヨ シ が 一

部 に

あり, こ の ヨ シ 原 を大 きく して 生物 の生息環境 を

創出を 図る と と も に 水質浄化機能 も果 た せ る よう

な植物帯 を整備 す る ｡ 従 っ て
, 流入 水 を水生植物

帯 に 導水す る施設 を 整備す る ｡

こ こ は, 標高的 に は8 9 m か ら9 1 m と高 い 基盤 で

あ る た め, 現況地盤高 を活か した 植栽基盤 を造成

す る
｡

6 . お わ り に

こ れ ま で が , 整備計画で ある が, 整備 に よ っ て

農村地域 の 豊か な 自然環境 を保全 す る こ と に よ り,

訪 れ る人 々 の 精神的 な ゆ と り や安 ら ぎを提供 し自

然環境 が教育
･

文化 の 場等 と して も 活用 さ れ る よ

う計画 を立 て た も の で あ る｡

犬 山市 の地元住民 の 自然環境, 保全整備 に対 す

る 調査 で は以下 の要望 が で て い る ｡

① 地域 の環境 は良 い が, 自然環境 は年々 悪化 し

て お り 自然 を復元す る整備 を期待す る
｡

(多 野鳥や ト ン ボ な ど の昆虫 が 多く住 む環境 づ く

り を望 む ｡

③ 生態系の 復元 で き る環境 づ く り を して ほ し い
｡

④ 地域 の 活性化 の た め に も, 自然環境 が復元で

き る環境 を整備 して ほ し い ｡

⑤ 自然環境が 良くな れ ば, 水質 に も好条件 と な

る の で整備 を推進 して ほ し い
｡

⑥ 自然環境 は地域 の 景観 に 合うの で 整備 を して

ほ し い ｡

(診 川 の護岸 は ホ タ ル や 魚が 住 め るよ う整備 して

ほ し い ｡

⑧ 自然観察 が で き る場所 を整備 して ほ しい
｡

上 記 の よう に 自然環境 の 悪化, 保全 の 必要性 が

要望 さ れ て い る状況 で あ る｡

こ の よう な 要望 を基 に本地区の整備内容 を計画

して い る が, こ の 事業 で整備 した環境 を い か に 維

持 して い く か は, 維持管 理 方法 ･

体制 が 非常 に 重

要 な 課題 と して残 っ て い る ｡ また , 地 元 や 関係機

関 と の 調整 な どク リ ア しな けれ ばな ら な い 課題 が

ま だ ま だ多い の も 現状 で ある ｡
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1
. は じ め に

近年,
い わ ゆ る環境 も の と い わ れ る事業 が増 え

て き た ｡ こ れ も時代 の 要請 な の か も しれ な い
｡

こ

の た め ｢近自然型+ , ｢ 多自然 型+ ある い は ｢ 環境 に

配慮 した+ な どと 言わ れ る工 法 が 使わ れ始 め た
｡

そ の こ と 自体 は今 ま で の 設計思想 か ら 言 え ば1 80

度 の転換 に 近 い も の だ が , 自然環境 を保全 す る面

か ら言 え ば画期的 な こ と な の か も し れ な い
｡ しか

し, こ れ も人間 に よ っ て 壊 さ れ た 自然環境 を少 し

で も保全
･

回復 しよ う と い う目的 で実施 さ れ る場

合 に は良 い の だ が, 開発優先 で 環境 ア セ ス メ ン ト

も実施 せ ず, こ れ ら の 工法 が 逆 に 自然生態系 に 悪

影響 を及ばす 場合 も ある
｡

ま た , 環境 に配慮 した

整備 と い い な が ら, 人間中心 の 環境整備 に な っ て

い た り
,

地域性 を軽視 した ｢ か り も の+ 的 な整備

も見受 け ら れ る
｡

本来 ビ オ ト ー プ や 自然環境保全 の た め の 整備 は,

個人的 な好 み で 作 る べ き で は な い と 考 え る｡ ｢ 地域

を広 い 視野 で と ら え, こ れ ま で 人 間の さ ま ざ ま な

所業 に よ っ て 野生生物 の どん な生息環境 が分断 さ

れ , 欠落 して し ま っ た か を十分調査 し, 可能 な限

り自然 の綻 び を修復 し, 残 っ て い る 生息環境 を補

強 し て い く 努力+ が必要で は な か ろうか ｡

言 い か えれ ば, ｢ ビオ ト ー プ の 整備 は本来, そ の

地域 そ の場所が 持 つ 特性 や , 置 か れ て い る状況 に

も と づ く 生態学的な 必然性 を も っ た も の で な け れ

ば な ら ず, 地域性 が 十分発現 さ れ る べ き+ と考 え

*

山梨県狭北土地 改良事務所圃場整備課

次

4
.

地域 性を考慮 した整備方法 … ･ … …
… … … … ‥

1 0 7

5 . 住民 へ の 啓 発 ‥ ･ … … ･ ･ …
‥ … ･ ･ … ･ … ‥ … ･ … … ‥

1 1 0

6
. 最後 に … = … ‥

‥ … … ･ … … … … ･ ･ … ‥ … … … ‥ ‥ 1 1 0

る ｡ そ の 意味 か ら も地区周辺 だ けで な く, よ り広

域的 に自然環境 を概観 す る こ とが 大切 で あ ろ う｡

こ の よう な 背景か ら 県営自然環境保全整備事業

｢泉地区+ は, 八 ヶ 岳山麓の 南面 に 位置す る 山梨

県大泉村の 低山地内に ある 飛沢 た め 池周辺 と
,

平

地内 に ある 西姥神堰周辺 の ビオ ト ー プ を農道法面

に 植栽 す る低木等 で つ な ぎ,
ビ オ ト ー プ の ネ ッ ト

ワ
ー

ク を形成す る こ と を目的 と して 実施 して い る｡

以下, 自然環境保全整備 に 当た り, 生態学的 な

必然性 と, 地域性 を十分 に 発現 しな が ら事業実施

し て い る 経過 を報告す る｡

2
. 大 泉村 の 自然環境

1 ) 大泉村 の 概要

大泉村 は東西約1 5k m , 南北約3 0 b n に 及 ぶ 大山塊

八 ヶ岳 の 南麓 (標高73 6 m か ら2
,
8 99 m ) に位置 し

て い る ｡ 村 の 最北 に は主峰赤岳 が ピ ラ ミ ッ ド の様

に そ そ り立 ち, そ の 西側 に 権現岳, 三 っ 頭, 編笠

岳 な ど の 峰 々 が 並 び, 長 い 裾野 は 甲斐駒山系 の麓

ま で の びて い る ｡

東側 で は, 美 し森, 天女山な どの前衛 の 山を境

に して
, 斜面 の 勾配 は 急に ゆ るや か と な り, 高根

町 (清里) 方面 に 広が っ て い る｡ ま た, 南側 で は
,

扇状 に広 が っ た 裾野 が, 遠く甲府盆地 まで 続 き,

広大 な 山麓 は 富士 山麓 と 並 んで , 日本屈指 の 規模

を誇 っ て い る ｡

こ の よ う に急峻 な 山容あ り, 谷あ り, 大草原あ

りで , こ れ ら を覆 い 尽 く す原生林 の 植生 も変化 に

富 み
, 生物 の す み か と して , 最適地 と な っ て い る｡

2 ) 大泉村 の 植物相
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耕地 ･ 集落が多 い の は主 にJ R /ト海線 か ら南側

で あり, こ の 区域 ほ か な り の 山林が あり,
コ ナ ラ

や ア カ マ ツ を 主体と して林 が あ る｡ 八 ヶ 岳横断道

路付近 ま で は コ ナ ラ林, ア カ マ ツ林,
カ ラ マ ツ植

林 が 主な林 で あり , 中 に 牧草地 が 点在 す る ｡ ま た

谷間や 岩場等 に は特殊 な樹林が 発達 し て い る ｡ 横

断道よ り北側 は順次急峻な 山地 と な り, 権現岳,

赤岳 へ と続 い て い る｡

耕地や 道路沿 い の植物 は
一

面 で は雑草 と して 農

耕上や っ か い な も の が 多 い が , 保護 上 重要 な植物

種 も含 ま れ て い る｡ ま た , 共存 の た め に環境保全

型農業の 推進 が必要 と な っ て い る｡

集落の 周辺 に は, ク ヌ ギ,
コ ナ ラ等 を 主体 と し

た 林 が 多く 分布 し, 昔か ら こ れ ら の 林 が切 り開 か

れ て 現在 の水 田 や 畑 に な っ た と考 えら れ る
｡ 耕地

と な ら な い部分 や , 耕地 と し て は条件 の 良 く な い

と こ ろ に ク ヌ ギ,
コ ナ ラ, ア カ マ ツ等 の林 が 分布

して い の が, 現在の 姿 で あ る
｡

3 ) 大泉村 の 動物相

日本で 有名 な 探鳥地 と 言 え ば, 富士 山震 や戸隠

高原, そ れ に 八 ヶ 岳山麓 を挙げる こ とが で き る｡

こ れ ま で に , 八 ヶ岳周辺 で 確認 さ れ て い る 鳥の

種類 は お よ そ1 0 5 種で あり,
こ れ は 日本 に 生息す る

種簸 の2 0 % に あた る
｡

こ れ程多く の鳥類 が 生息 で き る条件 と して は,

広大 を裾野 を覆う豊 か な原生林 や 草原 が ある こ と

の 他 に, 枯 れ る こ との な い 渓流や 湧水 が ある こ と

に も よ る
｡

八 ヶ 岳 に 降 り積も っ た 雪 は, 気温 の 上 昇 に と も

な っ て溶 けだ し,

一

部 は伏流水 と な っ て 山麓 に 湧

水をつ く る が
, 大部分 は渓流 と な っ て , 山肌 を侵

食し なが ら 河川 を形 づ く っ て い る
｡

山廣に点在 す る 多 く の 湧水 , た め池 や 幾筋 も の

河川 は, 山麓 の 原野 や 農耕地 を潤 し,
こ こ に 生息

す る動植物 に お お き な 恵 み を与 えて い る が, と り

わ け水 と直接 か か わ り を持 つ 魚類 や 両生 類 ･ 水生

昆虫 の生息 と は切 り離す こ と が で き な い
｡

ま た, 山容 の 大 き さ , 険 しさ は大型獣 の 生息 に

は不可欠 の 条件 で あ り, 豊 か な植生 は 中型, 小型

獣類 や 鳥渠 の 種類数や 個体数の 多 さ と 深 い か か わ

り を持 っ て お り, 八 ヶ 岳山東が , 古 く か ら動物 の

宝庫 と して 知 ら れ て き た 所以 は こ こ に あ る｡

し か し, 近年 日本各地 で 広が り つ つ あ る開発行

為 の波は, 八 ヶ 岳山麓 に も例外 な く押 し寄せ て お

り, 別荘地 の 造成, 道路 の 拡張,
レ ジャ

ー

施設 の

増加 な どで , 麻生林 や連続 し た 里 山の 面積 も 年 ご

と に 少な く な り, 島状 に 取 り 残 され た林 が 目 に つ

く よ う に な っ て い る ｡ 特 に 清里 バ イ パ ス に よ る開

発行為 は
, 自然 に 大 き く 影響 を与 え る こ と に な っ

た
｡

こ の よう な こ とか ら, 野生鳥獣 の数は, 昔 に比

べ て か な り減少 して き て い る う え, 野犬 な どの 増

加 に よ っ て, 姿が 見 えな く な っ た鳥獣類 も多 い ｡

4 ) 泉地区の 生態系

泉地区は, こ の 雄大 な 八 ヶ 岳 と大泉村 の 自然の

一

部 を構成 して お り, 生態系調査 に お い て 植物類

9 2 科34 3 種, 鳥類25 科5 5 種, 淡水魚類 4 科 5 種, 昆

虫類7 7 科29 5 種 ( ト ン ボ 目 8 科2 7 種, 蝶 目2 3 科9 8

種) , は乳類 5 科5 種, は虫類 2 科 3 種, 両生類 3

科 4 種 が 確認 さ れ て い る ｡

3
. 島 地 区 の 事業 概 要

本地区は, 低山地内に あ る飛沢 た め 池周辺 の ビ

オ ト ー プ と平地内 に ある 西姥神堰周辺の ビオ ト サ

ブ を農道法面 に植栽す る低木等で つ な ぎ,
ビ オ ト

ー プ の ネ ッ ト ワ ー ク を形成す る こ と を目的と して

い る｡ ( 図- 1 )

飛沢 た め 池周 辺 に つ い て は, た め池, た め 池流

入 水路, た め池流出水路 を そ の ま ま保全 で き る よ

う に 整備 して い る
｡ た め池流出水路 に つ い て は,

平成10 年 3 月 に 工 事 が 完成した と こ ろ で ある ｡

西姥神堰 は, か つ て の谷地田 が 工事 の 残土 処理

場 と して 埋 め立 て られ , 更地 に な っ て い た と こ ろ

で ある ｡ 谷地 田 と 同種 の ビオ ト ー プ を復 元 す る こ

と は不 可能 な の で , 近傍 の 川 の形態 に 小池 の環境

を加え
, 別 の性格の ビ オ ト ー プ を創設 し, 環境 の

多様化 を は か っ た
｡

工 事 は, 平成1 0 年 5 月 に完成 した が , ま だ箱庭

型 の ビ オ ト ー プ で あり, こ れ か ら地域 の 人間が ど

う関わ っ て い く か で, よ り高次 の ビオ ト ー プ に 発

展 で き るか どう か の 方向性が 決ま っ て くる で あろ

う｡
つ ま り, 本事業 の 目的が 現実で き る か どうか

は,
ハ

ー ド面 よ り む し ろ ソ フ ト面の 方が重要 と考

え る｡

4
.

地域性 を考慮 した 整備方法

一 1 0 7 -

1 ) 整備 に 当 た っ て の基本的 ス タ ン ス

ビオ ト ー プ を復元す る に 当た っ て は, 個人 の好

水 と 土 第 113 号 19 9 8



[二:

⊂議

照 男 溢 に筍 鞍 を 感 見る こ と で ､ 饗

飽 監 砂 昏 鯛 現 を懸 かに す る と と

も に ､ 遊噂 藤確や 患あ 憩 琴野市 帝

茸 均 添 帝展 や 烏望 滞 挺 すると 車

琳 蟄穆誘 と し 簸 す.

図 - 1

みが 入 ら な い よ うに 努め た｡

こ の た め , 本来 な ら事業計画 を作成 す る段階 か

ら地域 の 住民や ｢ 自然大好 き人間+ を参加 させ て,

進 め た 方が よ か っ た の か も しれ な い が, 時間的制

約が 強 か っ た の で, 地権者, 隣接者 へ の説明時 に

で き るだ け昔 の 自然状態 や
一

年 を通 して の 自然 の

変化 を聞 き取 り, 設計 に 取 り入 れ る こ と に し た｡

特 に, 老人た ち の 自然 に 対 す る懐か しさ や 現生活

と の 矛盾か らく る話 の 中に は貴重 な内容 が 多 か っ

た ｡ また , 西姥神堰 の整備 に つ い て は, こ の 地域

が も つ 特性や 置か れ て い る状況 に も とづ く生態学

的な 必然性 が 求 め ら れ た ｡ さ ら に , 隣接者 か ら は

隣接地 と の 境界 を明確 に す る よ う意見が 出さ れ ,

泉小学校 か ら は自然保護教育 の場 と し て の利用が

期待 さ れ た ｡

こ の様 な こ とか ら整備 に 当た っ て の基本的 ス タ

ン ス は, 以下 の と お り と し考｡

①川 の 形状 ･ 構造 は こ の 地域 の 地形特性 に あ っ

た も の とす る｡ ( 近傍河川 と の 類似性)

②植生 の 復元 は, 多少手伝う程度 で, 基本的 に

は 自然 に 任 せ る 柔軟性 を重視 す る｡ ( 初期援

助)

③地形勾配 か ら 得 られ る水 の エ ネ ル ギ ー と水路

の 自浄能力 を 活用す る｡ ( 噴水, 落差 工, 小池)

④隣接地 と の管 理 区域 を明確に して お く｡ ( 擬木

櫛)

⑤自然保護教育 の 場 と して利用 で き る施設 を設

置 す る
｡ ( 案内板, 東屋)

水辺 は好か れ れ ば利用さ れ , 嫌 わ れ れ ば見捨 て

ら れ る｡ つ ま り, よ く利用さ れ る こ と は, よ く 管

理 され る こ と の 大前提 で あ る｡ だ か ら, 好 か れ て

利用 さ れ る こ と を念頭 に 入 れ た ｡

た だ し, 将来的 に 聖域 ( サ ン ク チ ュ ア リ ー ) を

設 け る か どうか は, 地域 の 住民 の コ ン セ ン サ ス が

必要 と な る の で , 当初 か ら高次 の ビオ ト ー プ を目

標 に は しな が っ た ｡

以下, 水路及 び道路 に つ い て の 整備状況 に つ い

て 記述 す る｡

2 ) 水路

た め 池流出水路 に つ い て は,
た め池 か らの 放流
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時期, 降雨後, 渇水期, 冬季 と 短期間 に極端 な流

量変化 が あ る た め, 整備 に 当た っ て は, 以下 の点

に留意 した ｡

(丑水生昆虫 の生息数 に限界 が あ る こ と ｡

②渇水期 で も湧水 は ある た め
, 水路 の 周辺 に は

ハ ン ノ キ を 中心 に した 樹林 とザ ゼ ン ソ ウ,
ミ

ゾソ バ
, ツ リ フ ネ ソ ウ な ど湿性植物 が 多 い こ

と｡

③冬季 に は八 ヶ 岳窟 に よ り小枝 や 落葉樹 の 落葉

が 水路 に 積 も る た め管理 が 必要 と さ れ るが
,

現状 は 薮 と な っ て お り管 理 が 大変 で あ る こ と｡

こ の 様 な こ とか ら整備方法 と して , 水路底 に吸

い 出 し防止 マ ッ トを敷 き , 両壁 は現場発生自然石

を空積 み し, 底張 り に 割栗石 を敷 い て間隙 に現場

発生土 を充填 した ｡
こ の こ と に よ っ て, 渇水時 に

も 湧水が 少量 で は ある が 水路 に流 れ 込 み, , 割粟石

の 中 を流 れ る よ う に な っ た ｡ また , 2 71 m の水路 の

途中 に 6 ヶ 所 の 落差 工 を兼ね た溜部を設 け て お り,

こ こ に 湧水 が滑 る こ と で, 渇水時 に昆虫や 沢 ガ こ

等の 避難場所 が で き た｡ ( 写真- 1 )

西姥神堰 に つ い て は, た め池流出水路 よ り通水

断面 が 大 き い だ け で ある が , 整備方法 と して は 同

じ様 に 現場発生自然石 の 空積 み と した ｡ 同 じ構造

に した の は漸次土壌 の 湿度 が 変化 す る移行帯 と 隙

間 を設 け る こ と に よ り, 植物や 昆虫 の 生息空間 の

多様性 を確保す るた め で あ る｡ ( 写真 - 2 )

水路 は本来, あ る程度 の 汚れ な ら 元 の 状態 に 戻

す こ と が で き る 自浄能力 を持 っ て い る｡ し か し こ

の水路 の 上流 に は住宅等 が あ り, 生活排水 が流 れ

込 む た め そ の能力 を越 え て い た ｡ そ こ で 最上流 に

小池 を設 け, 沈殿 ･

分解作用 と して の 浄化池 の機

能 を持 た せ た｡

写 真 -

1

さ ら に, 曝気作用 と し て水路 が 深呼吸す るた め

の落差 工 や 水頭差 を利用 した 噴水 を設 け た ｡ ( 写真

- 3 ) また , 水路底 に 敷 い た割栗石 の 隙間 を流 れ

る こ と に よ り, 微生物 に よ る 分解作用 が働く こ と

も期待 した ｡ こ れ以外 に も, 途中 に ある小池 に沈

ん だ有機物 を水生昆虫等が 食 べ
, そ の 糞 をさ ら に

土壌微生物が 分解す る こ と も期待 し た｡

以上 に よ り, 3 0 0 m の水路 の 上 流 と下流 で は C O

D 2 ～ 3 p p m の差 が 現わ れ て い る｡ もう少 し植物

が 繁茂 し 日光 を遮断す る よう にな れ ば, 藻 が 少 な

く な る の で そ の差 は大 き く な る も の と考 え られ る｡

汚れ た 自然 を治す最大 の 力 は 自然自体 が持 っ て い

る と言う こ とが 裏付 け られ た ｡

3 ) 道路

西姥神堰 の 管 理道路 に つ し) て は, 地形勾配 が 急

で 降雨 に よ り侵食性 が大 き い の で, 両側 に 丸太 を

置 き, 舗装 は透水性 ア ス フ ァ ル ト舗装 と した ｡

た め池流出水路 の 遊歩道 を兼 ね た 管理 に つ い て

は, 両側 に松丸太 を置 き , 砕石 を敷 き そ の上 にチ

ッ プ を敷 い た 構造 に した ｡ ( 写真- 4 )

写真 - 2
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写 真 - 3
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写真
-

4

4 ) 整備後 の状況

以 上 の 結果, 珍 しし) 水路 が で き た わ けで は な く,

水路 を中心 と した 水辺 の 赤 ち や ん ビオ ト ー プ が で

き た ｡
こ の た め, た め 池流出水路 の 空石積 み の 隙

間に は ジ グモ が , 溜部 に はム ラ サ キ ト ピ ケ ラ な ど

の ト ビ ケ ラ類 や ト ン ボ の ヤ ゴ が住 み 着 き始 め て い

る ｡ 特 に ト ン ボ類 に つ い て は,
ハ グ ロ ト ン ボ な ど

流水域 を好 む も の と オ オ イ ト ト ン ボ な ど止水域 を

好 む も の が混住 し て い る ｡ ま た, 管理 道路 を整備

した こ と に よ り樹林 が 明 るく な っ た の で, コ ミ ス

ジな ど陽当た り の良い 樹林 を好 む 蝶が 入 り 込 んで

い る
｡

こ れ ら は整備前 に 確認 で き な か っ た種 で あ る の

で , 多様 な 環境 を 創出 で き た た め 多種 の 生物 の生

息 を可能 に し て い る もの と い え る｡ 当然, た め池

の 流出水路 と して の 磯能 も果 して の 上 で あ る｡

工事完成後 2 ケ 月が 経 っ た 西姥神堰 で は, 現地

の表 土 を表土扱 い と して戻 した の で, そ の 中 に 隠

れ て い た 種や 根 が 芽 を 出 して い る｡ ま た , 水 を 流

し初 め で 2 ヶ 月間で ある が, ミ ズ カ マ キ リ,
マ ツ

モ ム シ ,
コ オ イ ム シ な どた く さ ん の水生昆虫が住

み 込 む よう に な り, 徐 々 に で は ある が 自然 に よ る

自然 の 復元 が 始 ま っ て い る｡

5
. 住民 へ の 啓発

工 事着 工後, 村民 か ら聞 こ え て き た 言葉 は ｢公

園が で き る+ と い う認識 で あ っ た ｡ 西姥神堰 の概

形 が 完成 した 頃, 地元 の｢ 八 ヶ 岳 ジ ャ
ー ナ ル+ ( 4

月1 日) と い う新聞 が こ の 事業 を取 り上ば, ｢ ビオ

ト ー プ+ と い う言葉 と本事業 の 目的が 村全体 に紹

介 され た ｡
こ の時点 で 聞 こ え て き た 言葉 は ｢註 が

草刈 り を す る の か+ と い う内容 で あ っ た｡ 地域住

民か ら す れ ば, 自分 の耕地や 河川, 道路 の 草刈 り

で も大変 な の に さ ら に余分 な仕事 が 増 え る の で は

な い か と い う不安 か らで あ っ た
｡

い わ ゆ る 都市的地域 の ビ オ ト
ー プ と純農村地域

の ビ オ ト ー プ と で は, 周囲 へ の 影響 の 内容 が 違う｡

純農村地域で は, 雑草 の 種 や モ グ ラ,
ス ズ メ , ヒ

ヨ ドリ, シ ジ ミ チ ョ ウ な どは大 き な迷惑 な の で あ

る｡
つ ま り｢ た く さ ん の野生生物 が 生息す る空間+

を諸手 を上 げて賛成す る と い う状況 に ま だ 至 っ て

い な い の で ある ｡

本来, 自然 と 農業 は共存 の 関係 に あ っ た はず で

ある ｡ しか し, 現実 の関係 は,

一

方 を守 ろう と す

る と, もう
一

方が 成 り立 た な く な る と い う状況 に

あ る｡
こ こ に 自然保護 と 現代農業 の 問題 を 同

一

次

元 で 考 え ね ばな ら な い 必要性が ある ｡

工 事 が ほ ぼ 完成 に近 づ い た 頃, ほ と ん どが村外

者 で ある ｢水恵工 学研究会+ の現地視察 に こ の 場

所 を利用 して も ら っ た
｡

こ の 内容 が 朝 日新聞 ( 5

月1 1 日) の 地方版 に掲載 さ れ, さ ら に読売新聞( 5

月2 5 日) , 山梨 日日新聞 ( 6 月 3 日) が 連続 して こ

の 水路 の こ と を ビ オ ト ー プ と して 掲載 した ｡

こ の こ ろか ら, 村外 の 見学者 が 来 る よ う にな り,

住民 か ら は ｢ そ ん な に珍 し い こ と な の か+｢ 昔 は も

っ と ホ タ ル が い た+｢ 今 は公園の よう だ が こ れ か ら

どう な るの か 興味 が あ る+｢ 三 方 コ ン ク リ ー トの 水

路 よ り い い+ な どの 言葉が 聞か れ , 外部刺激効果

か 現 れ て い る｡

一

方, 泉小学校 で は ｢ ふ る さ と大行進] の
一 ポ

イ ン ト と し て,
こ の 水路 が コ ー ス に 入 れ られ 小 さ

な観察会が 行 わ れ た ｡ さ ら に , 村 の ｢ 歩け歩 け大

会+ の コ ー ス に た め池流出水路が 入 れ られ ,
こ こ

で も 小 さ な観察会が に わ か に 行 わ れ, チ ッ プ の 感

触 に ｢ き も ち い い+ と か ｢ こ うV l うと こ ろ もV ) い

ね+ な どの感想 が 聞か れ た ｡

また , 6 月2 8 日 に は, 日本自然保護協会 の 自然

観察指導員 の 仲間 と西姥神堰 で ｢ ビオ ト ー プ っ て

な 一 に+ と い う五 感 を使 っ た 観察会 を 実施 した｡

( 写真 - 5 )

今, 村民 は自分 た ち の 近 く で何 が 起 き よ うと し

て い る の か, 外部刺激 に 覚醒 しは じ め て い る｡

6 . 最後 に

自然 は自然 が作 っ て い く ｡ だ か ら人 の手 を加 え

な け れ ば, そ の場所 に ふ さ わ しい ビオ ト ー プ が存
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写 真 -

5

在す る は ずで ある ｡ しか し, 人間 と の 関わ り を全

く 無視 した 自然 は考 え ら れ な い ｡ だ か ら, どの 次

元 の ビオ ト ー プ と共存 し て い くの か は我 々人間次

第 な の で あ る｡

本地区の 事業 で保全 し よ う と して い る エ リ ア は

限 ら れ て い る｡ し か し,
こ こ だ け守れ ば良 い と い

う も の で は な く, 生態的 な つ な が り を考 え る と よ

り広 い 高次の ビオ ト
ー プ の 保全 を 目標 に す べ き で

あ ろう｡

その た め に も , 本 エ リ アが 保全 さ れ な が ら, よ

り高次の ビオ ト ー プ に 結び つ く よ う に利用 さ れ て

ほ し い と願う｡
つ ま り, こ こ を 自然 を学ぶ 場所 と

して利用 して ほ し い の で あ る｡

｢ 自然 は大切 だ+ と い く ら学 ん で も 自分 の価値

観 と して自然 の 大切 さ を感 じて い る人 で な け れ ば

自然 を守 る た め に, 時間 をか け, 人 に働 き か け る

こ と はで き な い だ ろう｡

自然 に親 しむ 中で , 人 は その し くみ に 気 づ い て

も) くもの で あり, 十分自然 に親 し む 中で 感性 を働

か せ て 自 ら つ か み と っ た知識 で なV ) と , 行動 ･ 実

践 へ と 意識 は高 ま ら な い ｡

親 しむ 中 で 自然 を知 り, そ の しく み を損わ な い

よ うな , ある い は そ の しくみ を強化 す る よ う な付

き合 い 方が 見 つ か るか も しれ な い
｡ 特 に農村 の生

態系 に お い て は, 除草剤 を減 ら し て雑草 と 共存 で

き る か, あ る い は殺虫剤 を減 ら し て害虫 と 共存 で

き る か, そ のた め の 営農方法 を農家 が 自 ら選択す

る こ と, それ を支 え る消費者 や 社会 シ ス テ ム の 構

築 が必要 と さ れ て い る ｡

さ ら に, 苦か ら人 々 は どう や っ て 自然 と 付き 合

っ て い た か , そ の知恵や 方法 を 学び体験 す る こ と

も 必要 で あ ろう｡

い ず れ に して も私 た ちが 自分 の 歳 と 同 じ年琴を

か けて 築 き 上古ヂて き た 人生観や 価値観 ま で を大 き

く ゆ さ ぶ る 問題 で ある ｡ しか し, 自然 を 眺め て い

る だ け で は , 自然 と共存す る こ と はで き な い
｡

自然観察会で は, 時と し て 自然 が ｢生活 を見直

す+ 勇気 を与 え てく れ る｡ 本事業 の 目的を成就 さ

せ るた め に は, 足下 の 自然 を知 る観察会 な どの ソ

フ ト面 を重視 す る こ と が 今後必要 と 考 え る｡
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投 稿 規 定

1 原稿 に は 次の 事項 を記 した ｢投稿票+ を添 えて 下記 に 送付す る こ と

〒1 05-0 0 04 東京都港区新橋 3 - 3 4 - 4 農業土木会館内, 農業土木技術研究会

2 ｢ 投稿票+

(∋ 表 題

② 本文枚数, 図枚数, 表枚数, 写真枚数

③ 氏名, 勤務先, 職名

④ 連絡先 ( T E L)

(9 別刷希望数

⑥ 内容紹介 (2 00 字以内)

3 1 回の 原稿 の 長 さ は原則 と し て 図, 写真, 表 を含 め1 4
,
5 00 字程度 ( ワ

ー プ ロ で 作成 の 場合, A 4 版

1 0 枚程度) ま で と す る｡

4 原稿 は な る べ く ワ
ー プ ロ で 作成 し, 湊字 は当用漢字 , 仮名 づ か い は現代仮名づ か い を使用, 術語 は

学会編, 農業 土木標準用語辞典 に 準 じ られ た い
｡ 数字 は ア ラ ビア 数字 ( 3 単位 ご と に , を入 れ る) を

使用 の こ と
｡

5 ワ
ー プ ロ で 作成 した 原稿 に つ い て は, プ リ ン ト ア ウ ト した原稿 と と も に フ ロ ッ ピ ー ディ ス ク に 文字

デ ー タ をテ キ ス トス タイ ル に 変換 し提出す る こ と｡

6 手書 き の 原稿 に つ い て は, 当会規定 の 原稿用紙 を用 い 作成 す る こ と (原稿用紙 は, 請求次第送付)

7 写真, 図表 は ヨ コ 7 c m X タ テ 5 c m 大 を2 42 字分 と し て計算 し, そ れ ぞ れ本文中 の そう 入 個所 を欄外 に

指定 し, 写真, 図, 表 は別 に 添付す る｡ ( 原稿中に 入れ な い)

8 原図の大 き さ は 特 に 制限 は な い が , B 4 判 ぐ ら い ま で が 好 ま しい ｡ 原図 は ト レ
ー

サ
⊥ が 判断 に 迷 わ

な い よう , は っ き り し て い て, ま ぎら わ し い と こ ろ は注記 を さ れ た い
｡

9 文字 は 明確 に 書 き, 特 に 数式や 記号 な どの う ち, 大文字 と小文字,

一
口 ー マ 字 と ギリ シ ャ 文字, 下 ツ

キ, 上 ツ キ, な どで 区別 の ま ぎ らわ しい も の は鉛筆 で 注記 し て お く こ と,

た と え ば,

C
,

K , 0 , P , S , U
, Ⅴ , W ,

0 ( オ
ー

) と 0 ( ゼ ロ)

γ ( ア ー ル) と γ ( ガ ン マ)

紺 ( ダブ リ ュ
ー

) と 臼 ( オ メ ガ)

1 ( イ チ) と 1 ( ェ ル)

且 ( イ
ー

) と e ( イ プ シ ロ ン)

Ⅹ, Z の 大文字 と 小文字

α ( ェ
ー ) と α

々 ( ケイ) と 〝

∬ ( エ ッ ク ス)

g ( ジ ー ) と q

〃 ( ブイ) と リ

( ア ル フ ァ)

( カ ッ パ)

と ∬ ( カ イ)

( キ ュ
ー )

( ウ プ ロ シ ン)

な ど

10 分数式 は 2 行 な い し 3 行 に と り 余裕 を も た せ て 書く こ と ｡

11 数表 と そ れ を グラ フ に した も の と の 併載 は さ け, どち ら か に す る こ と｡

12 本文中 に 引用 し た文献 は原典 を そ の ま ま揚 げる 場合 は 引用文 に 『 』 を付 し引用文献 を本文

中 に記載 す る ｡ 孫引き の 場合 は, 番号 を付 し, 末尾 に 原著者名 : 原著論文表題, 雑誌名, 巻 : 貢 ～ 頁.

年号, 又 は
` `

引用者氏名, 年
･

号 よ り引用
”

と明示 す る こ と ｡

13 投稿 の 採否, 掲載傾 は 編集委員会 に
一

任 す る こ と｡

14 掲載 の 分 は稿料 を呈 す ｡

15 別刷 は, 実費 を著者 が 負担 す る ｡
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農業土 木技術研究会役員名簿 (平成川 年度)

澤

浦

村

黒

松

中

長

長会

〃

会

副

田

澤

健

太

中

中

事

〃

〃

理

ノ/

〃

〃

〃

〃

/J

〃

〃

〃

川嶋

岩崎

戸上

藤井

敏

和

太

介

明

朗

正

長

長

信

康

義

己

正

徹

久

和

訓

高野 政文

安部 優吉

小林英
一

郎

坂根

近藤

下

島

浦

山

中

杉

〃
′

〃

〃
′

勇

英

行

均

勝

義

英明

監 事 平野 達男

〃 藤根輿兵衛

常任顧 問 森田 昌史

〃 中道 宏

顧 問 岡部 三 郎

〃 須藤良太郎

〃 梶木 又三

〃 福田 仁志

水資源開発公団理 事

構造改善局建 設部長

肘日本農業土木総合研究所技術顧問

構造改善局建設部設計課長

構造改善局建設部水利課長

構造改善局建設部設計課首席農業

土 木専門官

関東農政局建設部長

農業工学研究所長

北海道開発庁農林水産課長

茨城県農地局長

新潟県農地部技監

兵庫県農林水産部次長

水資源開発公団第 二工 務部長

㈱土 地改良建設協会専務理 事

佳日農業土木事業協会専務理 事

太 陽コ ン サ ル タ ン ツ㈱常務取締 役

㈱竹 中土木取締役

日本国土開発㈱取締役

関東農政局建設部設計課長

㈱ 日本農業土木 コ ン サ/レタ ン ツ

常務取締役

構造改善局次長

全国農業土木技術連盟委員長

参議院議員

参議院議員

全国土 地改良事業 団体連合会会長

東京大学名誉教授

賛 助 会 員

㈱ 荏原製作所

㈱ 大 林 組

㈱ 熊 谷 組

㈱三 柘 コ ン サ ル タ ン ツ

大 成 建 設 ㈱

玉野総合 コ ン サ ル タ ン ト㈱

太陽コ ン サ ル タ ン ツ㈱

㈱電業社機械製作所

㈱ 酉島製作所

西 松 建 設 ㈱

A

編集委員
長

編集委員
常任幹事

〃

〃

〃

〃

編集委員
幹 事

〃

〃

〃

〃

ノブ

〃

〃

〟

〃

〃

〃
‖

〃
′

〃

【

〃
【

〃
‖

〃
り

編集委員会 (平成1 0 年度)

中候 康朗 構造改善局設計課

国光 洋 二

渡辺 昭弘

宣

之

弘

康

博

将

谷

辺

口

津

渡

水

野 口 哲秋

鈴木 豊志

菊地 英博

谷 口 宏文

桑原
一

畳

久保 弘

大島 学人

野口 康

山根 伸司

小林健
一

郎

木下 幸弘

伊藤 友次

小林 広泰

前田 健次

羽田野義勝

尾

崎

大

宮

日 本 技 研 ㈱

㈱ 日本水エ コ ン サ ル タ ン ト

㈱ 日本農業土木 コ ン サ ル タ ン ツ

細 目本農業土 木総合研究所

㈱ 間 組

㈱ 日立製作所

(16 社)

賛 助 会 員 B

㈱ 青 木 建 設

㈱ 奥 村 組

勝 村 建 設 ㈱

一 113 -

峰雄

敏行

〃 事業計画課

〃 設計課

〝 整備課

〃 設計課

全国農業土木技術連盟 総務部長

構造改善局地域計画課

〃 資源課

〃

〃

〃

【

ガ

〃
‖

〃
‥

〃
‥

〃
〃

〃
ノ

事業計画課

設計課

設計課

水利課

水利謀

整備課

開発課

開発課

防災課

関東農政局設計課

農業工 学研究所

国土 庁計画調整局

水資源開発公 団第 2 工務部設計課

農用地整備公団計画部実施計画課

㈱ 日本農業土木総合研究所

株 木 建 設 ㈱

㈱ 栗 本鉄 工 所

三 幸建設工業㈱

住 友 建 設 ㈱

住友金属工業㈱

大 豊 建 設 ㈱

㈱ 竹 中 土 木

田 中 建 設 ㈱

前田建設工 業㈱

三 井 建 設 ㈱

( 13 社)
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賛 助 会 員 C

アイ サ ワ 工 業㈱

青 葉 工 業 ㈱

旭 コ ン クリ
ー

ト工 業㈱

旭測 量 設 計 ㈱

ア ジ ア プ ラ ン ニ ン グ㈱

茨城 県農業土 木研究会

上 田建設㈱

㈱ ウ オ ー タ ー ･ エ ン ジ ニ ア リ ン グ

梅林建設㈱

エ ス ケ
一 産業㈱

㈱ 大 本 組

神奈川県農業土木建設協会

技研興業㈱

㈱ ク ボ タ 建 設

㈱ ク ボ タ (大 阪)

㈱ ク ボ タ (東京)

㈱ 古 賀 組

㈱ 後 藤 組

五 洋 建 設 ㈱

佐 藤 企 業 ㈱

㈱ さ と うベ ネ ッ ク

㈱ 塩 谷 組

昭 栄 建 設 ㈱

新光 コ ン サ ル タ ン ツ㈱

㈱ ジ オ テ ッ ク

㈱ シ ャ ト ー シ ー ピ ー

須 崎 工 業 ㈱

世紀東急工 業㈱

大成建設㈱四 国支店

大和設備工 事㈱

高 橋 建 設 ㈱

高 弥 建 設 ㈱

㈱ 田 原 製 作 所

中国四 国農政局土地改良技術事務所

㈱チ ェ リ
ー

コ ン サ ル タ ン ツ

中 央 開 発 ㈱

東 急 建 設 ㈱

東 邦 技 術 ㈱

東洋測量設計㈱

㈱土 木測器 セ ン タ
ー

日本国土 開発㈱

日本 ヒ ュ
ー ム 管㈱

日 本 鮪 道 ㈱

中川 ヒ ュ
ー ム 管工業㈱

福井県土地改良事業 団体連合会

㈱ 婦 中 興 業

編 集 後 記

｢22 兆円の 農業水利資産+ と聞 い て , 皆様 は ど の

よ う なイ メ ー ジ を頭 の 中 に 描 か れ るの で し ょ う｡

確 か に大き い と い う こ と はイ メ ー ジ で き る で し ょう

が, 農業農村整備事業 予 算 の 約2 0 年分 に も相当す

る こ の額 の 大き さ故 に , な か な か そ の 実感 はわ か

な い と い う のが 正直 な と こ ろで はな い の で しょ うか｡

一

方 で, 失わ れ て は じ め て そ の も の の 価値や あ

りが た さ に 気づ く と い う こ と は, 日常生活 の 中 で

も 多々 あ りま す ｡ そ の よ う な と き は決 ま っ て
, ｢ ど

う し て あの 時 に 0 0 し て お か な か っ た の だ ろう+

な どと よ く 後悔 して し-まう も の で す ｡ しか し な が

ら, い ざ そう した状況 に 直面 す る と, 悲 し い か な,

頭 で は わ か っ て い て も , ｢ 他 の様子 をう か が い な が

古郡建設㈱

㈱ 豊 蔵 組

北海道土 地改良事業団体連合会

㈱北海道農業近代化 コ ン サ ル タ ン ト

前 田 製 管 ㈱

前 沢 工 業 ㈱

真 柄 建 設 ㈱

㈱ 舛 ノ 舟一組

丸 か 建 設 ㈱

㈱丸島ア クア シ ス テ ム

丸誠重工 業㈱東京本社

水資源開発公団

水資源開発公団沼田 総合管理 所

〃 三 重用水管理 所

宮 本 建 設 ㈱

ミサ ワ ･ ホ ー バ ス ㈱

㈱水建設 コ ン サ ル タ ン ト

㈲峰測量設計事務所

山崎 ヒ ュ
ー ム 管㈱

菱 和 建 設 ㈱

若鈴 コ ン サ ル タ ン ツ㈱

( アイ ウ エ オ 慣)

(6 7 社)

計 96 社

ら+ とか ｢ 他 と の 横並 び+ と い っ た こ と が 気 に な

っ て , な か な か 実行 に は移 せ な い も の で す ｡ ま た,

勇気 を持 っ て 実行 しよう と す れ ば, 決 ま っ て｢ 出 る

杭 は 打た れ る+的 な仕打 ち を受 け た り す る もの で す ｡

今 回 の特集号 の テ ー マ と な っ て い る 地域用水 を

始 め と した ｢多様 な水利用 と地域環境 と の 調和 を

目指 し て+ は, ま さ に こ の ｢ 出 る杭+ の よう な も

の な の か も知 れ ませ ん｡

私 も｢ 水+ を扱う水利課 の
一

員 と して , ｢ 出 る杭+

で あ っ て も 自信 を持 っ て 堂々 と渡 り合 え る雰囲気

作 り に努力 して 参 り た い と思 っ て お り ま す の で ,

皆様 に お か れ ま して も, 勇気 を持 っ て 新 し い 農業

水利 の 歴史 を刻 む第
一

歩 ( 少 し大げ さか も知 れ ま

せ ん が) を踏み 出 して み て は い か が で し ょ うか ｡

( 水利課 大畠学人)
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